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ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

西洋歯科医学発祥の地 中華街⁉
トワイライト，ブルーライト，ヨコハマ

中華街大通り風景（善隣門）
本文は４６ページに掲載



みなとみらい 大桟橋から赤レンガ倉庫眺望

イーストレーキを顕彰する「我国西洋歯科医学発祥の地」の碑と
エリオットならびにパーキンスを顕彰する「西洋歯科医学勉学の
地」の碑

神奈川県歯科医師会７階「歯の博物館」
横浜開港資料館での『痛っ 齒が痛い
歯科医学の誕生と横浜』展



巻 頭 言

平成２３年１１月２６日如水会館にて開催の平成２３年度評議
員会・第１１７回定時総会は滞りなく終了致しました事を
ご報告すると共に，今期会務にご協力を賜りましたこと
を厚く御礼申し上げます。このたび私は機構変革の目処
もつき会長職を若い方にお譲りするべく退任をお願い申
しておりましたところ，今評議員会においてご承認を頂
きました。尚「名誉会長」と云う大変立派な身に余る冠
を頂き，恐縮の限りであります。在籍２期４ヶ年，至ら
ぬ所多々でございましたが，終始皆々様より絶大なるご
支援を賜りました事，ここにあらためて深く感謝申し上
げます。後任の同窓会会長として現同窓会副会長矢﨑
秀昭先生が満場一致でご推薦を受け，決定されました。
ご案内の様に現在日本歯科医師会常務監事，東京歯科大
学同窓会東京地域支部連合会会長，又東京歯科大学法人
評議員・同臨床教授としてご活躍中の先生でございま
す。医政・学術共に練達の方で，又母校に対する情熱高
く，素晴らしい方にバトンタッチ出来ました事に小生は
もとより，同窓会としても大きな喜びであり，次への更
なる発展が期待されます。大学は創立１２０周年記念式典
を盛大裡に終り新理事長金子 譲先生，新学長に井出
吉信先生がそれぞれご就任され，目下移転事業達成へと
活躍されておられます。今後新執行部も更なる力強い大
学支援を致して頂けるものと確信し，皆様と共に応援せ
ねばならないと存じます。

思い起こせば，発足時は平成１９年の大変残念な事件に

対する反省と失った信頼の回復を目指し，医の倫理を規
範として，執行部「和衷協同の体勢」で一刻も早く健全に
して信頼される同窓会本部へと立ち直ることが，私共新
執行部に課せられた大きな責務の一つと認識し，「変革と
発展」をターゲットにスタート致した次第であります。

各地域支部連合会総会，支部総会に出来るだけ出席さ
せて頂き，各地域支部の実状を伺い今何が問題なのか，
本部に対する要望，又本部から支部に対しての要望，大
学水道橋移転に対する問題等，多岐にわたり忌憚なく誠
心誠意，温かいお気持ちで話し合い出来ました事は，将
に開かれた同窓会の姿勢で有りましょう。現在の厳しい
社会状況の中で如何に効率よく同窓会員の為の，また大
学をご支援出来る強い同窓会としてお役に立つべく，機
構改革を目的に同窓会改革検討特別委員会・会則検討特
別委員会等を設け，検討致して参りました。今評議員会
に機構改革に係わるもの，又会務運営に係わるものにつ
いての会則一部変更を致しました。大変厳しい部分も有
り，一部流動的な面を附し，痛みを伴う事も有ろうかと
存じますが，改革路線が引かれスタート致しました。同
窓会の活動は，新機構によりスリム化，情報の共有によ
り一段と活性が増し「頼りになる同窓会」と信頼される
事と存じます。今将にレバレッジの時です。支部長先生
のより一層のご理解・ご協力をお願い致します。次期新
執行部に期待する大なるものが有ります。

平成２３年３月１１日発生の東日本大震災につきまして，
改めて罹災されました先生方にお見舞い申しあげます。
同窓会会報にてご案内の様に本部は３月１３日に東日本大
震災対策部会を設置し，同窓会ホームページ災害情報用
掲示板の情報交換により，的確な支援活動が迅速に出来
ました。救援活動ご繁忙の中ご協力頂いた罹災地区役員
の先生方に満腔の敬意を表します。同窓会支援金募金へ
のご協力に御礼申し上げます。今後も永い目での皆様の
温かいご支援をお願い致します。本年７月開催の第５８回
全国歯科大学同窓・校友会懇話会は本同窓会が主幹とし
て開催されました。２年前よりの準備が実り，卒研セミ
ナーのオオソリティイ，同窓会委員会の企画進行により
「若手支援について・今後の全歯懇の有り方」をテーマ
に会議はもたれ，全参加校より建設的な意見を頂き今後
の全歯懇の方向性も検討されました。「大変有意義な会
であった」とのお声も有り成功裡に終了致しました。同
窓会役員一同大きな喜びで有りました。
末筆になりましたが，終始会務をお支え頂いた本部役
員，各種委員会委員長・委員の方々に厚く感謝申し上げ
ます。

会員の皆様には，今後ますます本部活動をご理解の上
新執行部へのご協力を切にお願い申し上げます。新執行
部と会員皆様のご活躍とご繁栄を祈念致し，簡単ではご
ざいますが今日までのご支援を感謝しつつ会長退任のご
挨拶と致します。

同窓会会長退任の
ご挨拶

会 長

大 山 萬 夫
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事

地域支部連合・支部関係

母校関係行事・案内

理事会より
●２期目の大山執行部もあと僅かで任期が終わります。ある程度改革の基盤は出来上がっ
たかと思います。

次期執行部が同窓会改革を更に充実できるようにしっかりと申し送り事項を伝えたい
と思います。

●同窓会本部事務局の年末年始のお休みは，平成２３年１２月２９日（木）～平成２４年１月４日
（日）までとなります。

卒研セミナー
№１ ベーシックセミナー『初診の患者さんを

どうみるか？』
～診察と検査の Point～ ４月２２日（日）

№２ イブニングセミナー１『有病者の歯科治
療で何を注意すべきか』
～歯科治療時に医療事故を起こす前に～

６月２８日（木）
№３ イブニングセミナー２『最新 重度歯周

炎患者へのアプローチ』
～プロービングだけでは分らない歯周炎

病態の把握～ ７月２１日（土）
№４ 臨床実習セミナー１『細菌・抗体検査の

実際と歯周外科実習』
～重度歯周炎患者へのアプローチ 実践

偏～ ７月２２日（日）

№５ イブニングセミナー３『開業医が取り組
む摂食嚥下リハビリテーション（入門
編）』
～診療室からはじめる口腔機能向上への

アプローチ～ １０月２７日（土）
№６ 臨床実習セミナー２『たったこれだけ！

MTM！』
～タイポドントでマスターする基本の
『き』～ １０月２８日（日）

TDCインプラントセミナー・マスターコース
（全１０回）開催日 ５月～１０月

●支部長交代
平成２３年１１月１１日付
麻布赤坂支部 鵜沢 文彦 氏（昭４７卒）

前支部長 福田 壽一 氏（昭４５卒）

●平成２４年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２４年１１月（詳細未定）

●TDC卒後研修セミナー２０１２プログラム

平成２４年度 東京歯科大学 入学試験情報

入 学 種 別 募集人員 出願期間（必着） 試 験 日 合格発表日 会 場
一般入試Ⅰ期 約５０名 １２月１６日（金）

～１月２７日（金） ２月２日（木） ２月４日（土）
東京会場（東京歯科大学水道橋校舎）
大阪会場（天満研修センター）
福岡会場（TKP 天神シティセンター）センターⅠ期 １３名

一般入試Ⅱ期 約１５名

２月２１日（火）
～３月６日（火）

３月１０日（土） ３月１３日（火） 東京歯科大学水道橋校舎
センターⅡ期 ５名
編入学 B 若干名
学士等特別選抜 B 若干名

※編入学 B は，２年次に編入学
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東歯関係 日本歯科医師会役員・各種委員

役 員

常務理事・冨山 雅史（Ｓ５７卒）

常務理事・中島 信也（Ｓ５９卒）

理 事・森原 久樹（Ｓ４３卒）

理 事・中村 宣夫（Ｓ５５卒）

常務監事・矢﨑 秀昭（Ｓ４２卒）

各種委員

裁定審議会

委 員・鳴神 保雄（Ｓ３０卒）

委 員・曽我部 勉（Ｓ４２卒）

選挙管理会

副委員長・増田 進致（Ｓ４２卒）

予備委員・沼澤 博（Ｓ４５卒）

役員報酬算定審議会

委 員・貝塚 雅信（Ｓ２６卒）

顕彰審議会

副委員長・鳴神 保雄（Ｓ３０卒）

予算決算特別委員会

委 員・加藤木 健（Ｓ４６卒）

厚生委員会

委 員・小枝 義典（Ｓ５９卒）

税務委員会

委 員・寺田 仁志（Ｓ６３卒）

医療管理委員会

副委員長・髙橋 義一（Ｓ４８卒）

社会保険委員会

委 員・宮井 義博（Ｓ４９卒）

委 員・相庭 常人（Ｓ６０卒）

地域保健委員会

副委員長・佐藤 徹（院Ｓ６２卒）

委 員・髙野 直久（Ｓ５７卒）

学術委員会

委 員 長・小林 慶太（Ｓ５８卒）

委 員・井上 孝（Ｓ５３卒）

委 員・若月 達也（Ｓ５６卒）

委 員・木暮 隆司（Ｓ６２卒）

学術委員会①学術・生涯研修委員会

委 員 長・小林 慶太（Ｓ５８卒）

委 員・井上 孝（Ｓ５３卒）

委 員・若月 達也（Ｓ５６卒）

委 員・木暮 隆司（Ｓ６２卒）

学術委員会②学術・国際交流委員会

委 員 長・井上 孝（Ｓ５３卒）

委 員・小林 慶太（Ｓ５８卒）

会誌編集委員会

副委員長・片倉 朗（Ｓ６０卒）

委 員・井出 良子（Ｓ４７卒）

委 員・尾松 素樹（Ｓ５４卒）

歯科医療安全対策委員会

副委員長・稲葉 孝夫（Ｓ５７卒）

歯科医療機器委員会

委 員・山口 朗（Ｓ４９卒）

委 員・佐藤 亨（Ｓ５４卒）

委 員・佐々木眞澄（Ｓ５８卒）

レギュラトリーサイエンス部会

委 員・小田 豊（推薦会員）

器械規格委員会

委 員・中村 忠（Ｓ５６卒）

材料規格委員会

委 員 長・小田 豊（推薦会員）

委 員・市川 弘道（Ｓ６０卒）

医薬品委員会

委 員 長・一戸 達也（Ｓ５６卒）

委 員・石河 信高（Ｓ５８卒）

定款等改正臨時委員会

委 員・沖 義一（Ｓ５１卒）

災害時対策・警察歯科総合検討会議

委 員・西 孝一（Ｓ５０卒）

情報管理臨時委員会

委 員・植松 一郎（Ｓ６３卒）

歯科医療 IT 化検討委員会

副委員長・山田 卓也（Ｓ６０卒）

お 知 ら せ
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男女共同参画推進検討委員会

委 員 長・齋藤 秀子（Ｓ４８卒）

委 員・杉山 紀子（Ｓ５４卒）

委 員・坂入 道子（Ｓ５９卒）

歯科医療機器試験ガイドライン検討
委員会

委 員・小田 豊（推薦会員）

国立がん研究センターとの連携事業
に関する運営委員会

委 員・三木 昭代（Ｓ５３卒）

委 員・髙野 直久（Ｓ５７卒）

委 員・阿左見葉子（Ｓ６０卒）

委 員・佐藤 徹（院Ｓ６２卒）

スポーツ歯科検討委員会

委 員・石上 惠一（推薦会員）

日本歯科医師会歯科医師青色申告会
全国連合会役員

副 会 長・上野 眞人（Ｓ４１卒）

日本歯科総合研究機構

研究部員・石井 拓男（推薦会員）

東歯関係 日本歯科医師会代議員

北 海 道 鮫島 道幸（Ｓ５０卒）

秋 田 県 藤原 元幸（Ｓ５０卒）

茨 城 県 小鹿 典雄（Ｓ４９卒）

群 馬 県 村山 利之（Ｓ５５卒）

千 葉 県 浅野 薫之（Ｓ４０卒）

千 葉 県 高原 正明（Ｓ５２卒）

埼 玉 県 小杉 國武（Ｓ４４卒）

東 京 都 澁谷 國男（Ｓ４３卒）

東 京 都 浮地 文夫（Ｓ４４卒）

東 京 都 髙橋 哲夫（Ｓ４６卒）

東 京 都 早速 晴邦（Ｓ４９卒）

東 京 都 髙橋 利武（Ｓ４２卒）

神奈川県 加藤木 健（Ｓ４６卒）

新 潟 県 五十嵐 治（Ｓ４７卒）

新 潟 県 松川 公敏（Ｓ４３卒）

静 岡 県 太田 昭二（Ｓ４９卒）

静 岡 県 山下 敏明（Ｓ４８卒）

山 口 県 井上 信義（Ｓ５３卒）

鹿児島県 橋口 哲彦（Ｓ４８卒）

東歯関係 都道府県歯科医師会会長

秋 田 県 藤原 元幸（Ｓ５０卒）

群 馬 県 村山 利之（Ｓ５５卒）

千 葉 県 浅野 薫之（Ｓ４０卒）

新 潟 県 五十嵐 治（Ｓ４７卒）

鹿児島県 森原 久樹（Ｓ４３卒）

東歯関係 日本歯科医師連盟

役 員

副 会 長・大曾根正史（Ｓ３５卒）

理 事 長・島村 大（Ｓ６０卒）

理 事・藤原 元幸（Ｓ５０卒）

理 事・黒田 百樹（Ｓ４２卒）

評議員会

議 長・原 武仁（Ｓ４４卒）

お 知 ら せ
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会務アラカルト

機構改革が平成２４年度からスタート
先日（１１月２６日）開催された平成

２３年度評議員会及び第１１７回総会で
“機構改革に関連する会則の一部変
更”が承認されました。これで機構
改革が平成２４年度から本格的にス
タートすることになります。同窓会
改革については会務アラカルトでご
紹介してきましたが，ここでその基
本的な考え方からおさらいをしてみ
ましょう。

（基本的な考え方）機構改革は執行
部のスリム化と評議員会のスリム化
に焦点が当てられています。実は評
議員会のスリム化は遠い昭和４０年代
の評議員会でも話題にされているよ
うに，限られた時間とタイトな議事

予定の中で，どうしても一部の先生
方しか発言が限られてしまうという
問題をかかえ，長い間見直しが望ま
れていました。なかなかスリム化の
道は進みませんでしたが，今回の機
構改革では，単にスリム化をすると
いうだけではなく，同窓会員間の情
報の共有という命題をかかげ，スリ
ム化をしても今まで以上に本部と会
員，支部，地域支部連合会との連携
が強まるという構図をつくり進めて
きました。

今まで本部と会員との情報のやり
取りは，会報，そして評議員会での
情報を支部長を通して伝わることが
主でした。今回の改革では，イン
ターネットを使った本部―支部との
情報ネットをつくり継続的に本部か

ら支部へ情報を提供し，支部からの
声も本部に伝わるようにすること，
各地域支部連合会で支部長会を開催
してもらい，その場に本部役員が参
加し地域の空気を感じながら意見の
交換ができるようにすること，地域
の状況を把握している地域支部連合
会の会長あるいは代表する方に本部
役員になってもらい地域の意見を本
部同窓会の執行に強く反映できるよ
うにと考えました。これにより評議
員会のスリム化を単に行うのではな
く，本部―支部との連携を高めるこ
とができスリム化によるマイナス面
も補うことができます。

（改革の内容）評議員会のスリム化
とは評議員の数を減らすことにあり
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ます。平成２２年度同窓会改革検討特
別委員会（中川杉生委員長）では，
支部選出評議員を，支部単位の会員
数による評議員選定から地域支部連
合会単位の会員数による評議員選定
により半分にすることを提案しまし
た。大山執行部ではこの提案を大変
高く評価し，改革の基本方針とし
て，その年の評議員会に協議題とし
て提案しました。しかしながら，評
議員より「この方法では，会員数の
少ない県では評議員会に出られない
支部長がでてくるので，県単位で１
人の評議員は出せるようにして欲し
い」との意見が複数あがり，執行部
では平成２３年度になり，２年間の経
過措置として，一県１評議員を条件
に増員補正をする方法を新たに提案
しました。今回の評議員会では，こ
の形で了承を頂き，平成２４年度から
機構改革がスタートすることになり
ました。

２年間の経過措置の意味は，単純
に考えれば２年後一県１人の評議員
の特例はなくなるという意味に取れ
ますが，執行部では次のように考え

ました。まず改革をスタートさせ，
早期に本部―支部との情報流通と連
携の強化を積極的にすすめ，その状
況変化を見ながら評議員会のあり
方，そしてこの経過措置のあり方な
ど皆で考え，柔軟に２年を目途に全
国の同窓が納得する同窓会の組織構
造を作り上げていこうというもので
す。

（支部長会の役割）今まで述べまし
たように，今回の改革では支部長会
の位置付けが大きく変わりました。
そして，それに伴い本部と支部との
連携のとり方も新しい形を模索して
いく必要があります。

まず支部長会ですが，いままでは
（本部）会長が召集するものを支部
長会と称しておりましたが，これか
らは各地域支部連合会で支部長会を
開催していただき，そこに本部役員
が出席する形となります。調べてみ
ますと支部長会自体昭和６１年以降開
催されておりませんし，実は多くの
地域支部連合会ではその地域の支部
長の先生方に集まってもらい名前も
支部長会として開催するなど，むし
ろ現状に即してきたとも考えること
ができます。支部長会もいろいろ変
遷しており，戦後の時代では役員選
挙も行われたこともあり，また開催
も支部長会，評議員会が初日で総会
が翌日という２日間でした。昭和３５
年くらいまでは１１月２日に全国支部
長会・評議員会，３日に総会という
決まった日の開催でしたし，昭和３６
年過ぎ頃から全国評議員支部長会と

地区 支部数 支 部 会 員
（平２２年）

改定前評議員数 新評議員数（補正）

北海道 １０ ２２９ １０ ３

東 北 ６ ３５７ ６ （ ４→）６

関 東 １６ １，４９７ ２５ １５

東 京 ４１ １，３３８ ４２ １４

信 越 ５ ３１０ ６ ４

東 海 ４ ５９２ ８ ６

北 陸 ３ １１６ ３ （ ２→）３

近 畿 ６ １８７ ６ （ ２→）５

中 国 ５ ３１３ ６ （ ４→）５

四 国 ４ １２９ ４ （ ２→）４

九 州 ８ ２７２ ８ （ ３→）８

大 学 １ ６２６ ４ （ ７→）５

合 計 １０９ ５，９６６ １２８ （６６→）７８
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して１１月の土曜日開催で翌日が総会
の開催に変わってきています。昭和
４５年過ぎから評議員会となり支部長
会の名称は見えなくなり，昭和４７年
から評議員会と総会が同日開催とな
りました。

また支部につきましても，地域主
導型で本部が各地域の状況にあわせ
相互の関係を作ってきた経過がみら
れます。大正の７年，８年の頃に岡
山，青森，九州などで支部が誕生
し，大正７年総会にて地方支部設置
に関し建議があったそうですが保留
となり，大正９年支部設置について
は会則中に定めませんでしたが，各
地随意にとしています。その後大正
１５年になって会則上支部設置を定め
ましたが，その後支部長会に重きを
おいたり，地域支部連合会を設置し
たり，地域選出理事をつくるなど，
同窓会全体として支部を大切にする
姿勢がうかがわれます。各支部には
伝統と歴史そして文化があり，今回
の改革においても，その基本的な姿

勢を尊重し，支部との連携を含め新
たな地域支部連合会の役割として提
案しております。改革の議論の中
で，支部と本部との関係が薄れるの
ではとの意見がありました。しか
し，今回の改革を進める上での主役
は支部長であり，舞台が評議員会会
場から各地域で開催される支部長会
へ，そしてインターネットを使った
情報ネットの上へと変わりますが，
伝わるものは今までのもの以上に豊
富で熱いものになると確信しており
ます。

会員の先生方におかれましても，
まだ将来になるかもしれませんが，
各支部内でインターネットによる情
報通信網が作られるようになれば，
会員，支部，地域支部連合会，本部
の間での情報一体化が実現すること
も可能になり，大山会長が望む足腰
の強い同窓会のもと，歯科界での
リーダーシップをとるなど，同窓会
改革は未来につなげる光の道となる
ことを期待しているわけです。

事業改革の進捗状況―事業推進部か
らの報告

今年から事業改革として，１）支
部・地域支部連合会との関係強化，
２）母校との連携強化，３）シンク
タンク機能の推進，４）若手育成・
支援のための卒後研修事業の見直し
などがスタートしております。これ
らを円滑に実施するために今までの
学術部と保険部が統合し事業推進部
が誕生しました。構成は今までと同
じ学術委員と保険委員から成り立ち
ますが，事業推進部の中の委員会
は，学術委員会，保険委員会，そし
て新たにできました大学・同窓連携
委員会，シンクタンク委員会，若手
研修員会の５委員会で，各委員には
一人二役を演じていただきました。
更に今年は東日本大震災にみまわれ
いろいろな支援を行ってきました
が，この支援の力となったのが事業
推進部の各委員でした。５つの委員
会から報告が上がっていますので，
ここに記させていただきます。

保険委員会
委員長 蛯谷剛文

保険委員会では，例年２年単位で

事業を行ってきた。本年はそれの２
年目となる。

１年目においては診療報酬改定年

度と言うこともあり，会員に保険改
定の内容，注意しなければならない
事項等を小冊子という形でお配りし

「変革と発展」を目指して邁進してきた大山執行部２期目も残り僅かとなった。事業改革について
は，昨年度の評議員会で事業計画が一足早く承認され本年度からスタートしている。その中で事業推進
部は，この改革により新たに立ち上がった部である。ご存知のように，事業推進部は今までの保険部と
学術部が統合して５委員会「保険委員会，学術委員会，大学・同窓連係委員会，シンクタンク委員会，
若手研修委員会」として成立した。各委員は，旧保険・学術委員の各委員が，２つないし３つを掛け持
ちで新たな委員会を構成し，今期は活動をしてきた。各委員会とも連携を図りながら，手探りの状態で
の活動であったが，任期満了にあたり今期の活動報告と来期の予定を各委員会の委員長に述べていただ
き事業推進部のご報告にしたいとする。

震災もあり実働１年弱という短い活動期間であったが，各委員会は委員長を中心に会務に大変尽力さ
れました。この場をお借りしてお礼を述べると伴に，会員の皆様のご理解ご協力に感謝いたします。

事業推進部の活動報告
事業推進部常任理事 山 本 英 之
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てきた。２年目においては，同窓会
報に保険のページを頂き，保険の豆
知識的な情報をタイムリーに提供し
てきた。本年度は，昨今指導監査が
目立つ様になったため「初心に返っ
て開示に耐えうるカルテの書き方」，
３．１１震災に対応して「被災者受付業
務について」，技官会議資料より「請

求誤りの多い事例」，２４年度改定を
見据えて「診療報酬の改定の流れ（仮
題）」などを掲載している。

また，９月に日本歯科医師会で行
われた「社会保険指導者研修会」と
同日に「東京歯科大学同窓会全国社
会保険指導者懇談会」を開催し，元
厚生労働省歯科保健課長の瀧口 徹

先生に「歯科医療管理と歯科保険診
療の課題」のご講演をいただいてい
る。

今後とも，保険委員会では各県の
審査の状況・問題などの情報収集と
情報発信に努めてゆきたい。

学術委員会
委員長 藤関雅嗣

２０１１年の活動は，冒頭の山本理事
の報告にあるように，事業推進部の
中の学術委員会として活動してき
た。旧学術部委員は卒後研修セミ
ナー，インプラントセミナーの企画，
準備，運営に加えさらに学術委員
会，大学・同窓連携委員会，シンク
タンク委員会，若手研修委員会の各
委員会に，一人の委員が最低でも２
つ以上参画しながら活動してきた。
また，学術部委員会より継続して委
員による症例発表とディスカッショ
ンを毎月一回おこなう，研修委員会
も行っている。従って，各委員の出
動回数は旧学術部の時より大幅に増
加し，非常に多忙な活動となった。
しかしながら各委員は大変精力的に
役務を遂行され非常に過密なスケ
ジュールのなか，各セミナーを滞り
なく終えることができた。委員一人

一人の活躍に感謝いたします。
さて，２０１１年 TDC 卒後研修セミ

ナーは，「歯科医療の質の担保」「生
涯研修」をキーワードに『歯科医療
の向上を目指して』というメイン
テーマのもと，同窓会フォーラムを
皮切りに実習セミナー，ディスカッ
ションセミナー，そして本年度より
新企画として夕刻に開催されますイ
ブニングセミナー，をおこなってき
た。フォーラムはじめ各セミナーと
もに受講者から大変ご好評いただ
き，アンケートでも高い満足度を示
す結果を得ることが出来た。講師の
先生はもとより大学，歯科医師会，
事業部委員，同窓会執行部，の皆様
のご協力に感謝いたします。

同窓会報に同封の，２０１２年卒後研
修セミナープログラムも完成し次年
度に向けて活動を開始した。来年度
は『科学の視（め），信頼の技術』を
メインテーマとし，エビデンスと経

験の融合を目指してセミナーを企画
している。各セミナーは，講師折衝
も終わり，担当委員を中心に準備委
員会を立ち上げ，より良いセミナー
作りのために鋭意打ち合わせ中であ
る。また，学術委員会内の企画会議
で２０１３年セミナーのあり方も検討さ
れている。インプラントセミナーを
継続する案，インプラントセミナー
は休止して若手同窓会員や基本手技
を再確認したい同窓会員を対象に，
ベーシック的でさらにアドバンスな
要素を加味したセミナーを通年シ
リーズでおこなうという案。など，
議論が進んでいるところである。い
ずれにしろ事業推進部においては，
関係委員会と協調してセミナー作り
をおこなっていく必要があると思わ
れる。最後に，常日頃学術委員会に
大変なご助力をいただいておりま
す，大山会長はじめ執行部に改めて
厚く御礼申し上げます。

大学・同窓連携委員会
委員長 小林慶太

事業推進部の立ち上げにあたり，
旧保険部・旧学術部の委員により構
成された委員会として，本年１月に
発足した。本委員会の目的は，大学
と同窓が連携してその関係を密に
し，事業等を行うことを活動の基盤
としている。今年は震災の影響で実

質的活動の開始は遅れたが，下記の
ような事業を進めてきた。
・TDC インプラントセミナーマス

ターコースの開催：同窓会初の年
間セミナーとしてインプラントセ
ミナーの７０時間コースを開催し
た。本学の教授，准教授による講
演と実習，症例検討を行うセミ
ナーとして大学からの全面的協力

の下，大変好評を得て終了するこ
とが出来た。

・支部同窓から大学への依頼窓口の
開設：各支部からの学術講演会講
師派遣相談，大学への患者さん紹
介にあたり診療科目の問い合わせ
等，同窓からの大学への依頼につ
いて対応することを主な事業とし
ている。今期は，各支部地域支部
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連合会の学術講演会について，過
去３年間の調査を行いデータベー
スとして同窓に情報提供できる準
備を進めている。

・大学院研究科との連携：大学院各
講座の研究テーマ，構成など同窓

に紹介するためのデータ集積，お
よび同窓との連会について意見交
換を行う。

・東京歯科学会との連携：開業医の
同窓が興味を持っているテーマ，
トピックを東京歯科学会の提案す

るための調査，検討を行ってゆ
く。
なお，次年度事業として，TDC

インプラントセミナーマスターコー
スを始めとする，今期の事業を継続
する計画である。

シンクタンク委員会
委員長 高柳篤史

本年度，シンクタンク委員会は１１
月１８日現在において，６回の委員会
が開催された。本委員会では，超高
齢化社会，人口減少時代，少子化に
よる人口減少時代，を迎え，時代の
変革期を迎えている現在，現在の国
民これまでの国民皆保険制度の優れ
た点を守るとともに，時代の変化に
即した，良質の歯科医療のための制
度はどのようなものか，同窓会とし
て，その提言に向けた基礎資料の取
集，整理さらには提言を行うことを
目的としている。同窓会における医
療制度に関する取り組みは，これま
でにも，卒研フォーラムや研究部お

よび学術部委員会内勉強会等におい
てその準備を進めてきたが，本年度
より，当該事項を専属的に取扱う委
員会とてスタートした。

今年度のシンクタンク委員におい
ては，現在の歯科医療の問題点と今
後の課題を明確化するための検討を
実施した。これまでに，１）社会保
障制度の視点から歯科医療費と社会
格差，２）社会構造の変化に伴う歯
科医療ニーズに関する情報の整理，
３）歯科医療と一般医科における制
度の考え方の違い，４）情報化社会
に対応した IT 化に向けたによる医
療の変化等に関する資料の収集と議
論がなされた。

また，今年度は外部講師に，新潟

保健福祉大学，元厚生労働省歯科保
健課長の瀧口 徹氏をお招きし，豊
富な行政経験からの歯科医療制度の
課題についての講演と討論会を実施
した。

次年度においては，委員会で討論
された情報とともに，歯科医師会や
各種公的研究機関等での医療制度や
将来予測に関する各種報告書に基づ
いた委員会内での討議と，同窓会に
おけるこれらの情報の蓄積と共有化
のためのシステム作りをしていく予
定である。

また，地域保健制度や歯科疫学等
に関する内容の外部講師によるワー
クショップを予定している。

若手研修委員会
委員長 山口和彦

前任の先生より引き継ぎをして，
継続して本年度の若手研修委員会に
臨み活動した。若手研修委員会では
毎月１度，若手を集めての症例検討
会を実施している。さらに，１１月に
開催された若手同窓支援研修セミ
ナーに向けて，若手研修委員会を２
回開催いたしました。このうち１回
は日本大学歯学部同窓会の学術の先
生方にも参加して頂き，新たな企画
を考える一歩手前の段階に入ってい

る。
若手同窓支援セミナーにおいては

以前の学術，保険の枠を取り払い共
有するための第一歩になったと思わ
れる。しかし，まだ個人的な範囲を
出ていないため，普段からの交流も
不可欠と考えられる。さらに情報委
員会やホームページ委員会との交流
も必要となる。セミナーの開催時期
については，一つのセミナーで次回
の PR ができるようにするよう計画
的に開催することも必要と思われ
る。

最後に，若手同窓支援においては
大学との協力関係が無ければ困難な
ことが多々あると感じられた。すな
わち在学時から同窓会を意識させる
ことが，今後は必要であり，大学か
らのご理解ご協力を今以上に得るこ
とが，若手同窓を支援するためには
必要不可欠な要素である。

来年度はこの２年間の活動経験を
活かして，より良いセミナーの開
催，情報を若手同窓に提供できるよ
う事業を進めていきたいと考えてい
る。
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会 務

平成２３年度評議員会は，平成２３年
１１月２６日（土）午前１０時から，一ツ橋
にある如水会館において開催され
た。髙橋義一専務理事の司会のも
と，片倉恵男副会長の開会の辞で評
議員会は始まった。点呼は受付の署
名をもって替え，評議員総数１５３名
中，出席１２０名（１０時現在）で会議は
成立した。

大山萬夫会長の挨拶は，別記の通
りである。次に髙橋専務理事より来
賓の紹介があり，来賓を代表して
金子 譲理事長その要旨は別記の通
りである。

つづいて井出吉信学長よりご挨拶
をいただいた。

議長・副議長の選出
司会者の一任となり，議長に八南

支部・浮地文夫評議員，副議長に山
梨県支部・大森淨二評議員が選出さ
れた。議事録署名人には千代田支
部・川上光一評議員，千葉県支部・
高原正明評議員が議長より指名され
た。つづいて代理出席者の承認が諮
られ承認された。

報 告
報告に先立ち１３５名の逝去会員に

対して全員黙祷を捧げた。平成２３年
度会務全般の報告が髙橋専務理事よ
りあり寺田仁志会計担当常任理事か
ら平成２３年度会計現況報告がなされ
審議の結果承認された。

金子理事長と井出学長より母校の
現況報告が行われた。要旨は別記の
通りであった。

母校水道橋移転事業への協力につ
いて関 泰忠副会長より更なる寄付
のお願いがされた。つづいて田原
邦昭常任理事より高齢会員の基準変
更と会費免除の説明がされた。

東日本大震災による被災を受けた
福島県支部・佐藤正矢評議員，宮城
県支部・小野 喬評議員，岩手県支
部・鈴木雅夫評議員，青森県支部・
松山陽一評議員，茨城県支部・小鹿
典雄評議員よりお礼と感謝の気持ち
が伝えられた。

質疑応答
各評議員には評議員会資料と伴に

議事進行を円滑に行うため前回同様
に事前質問用紙が同封された。その
結果，３つの事前質問をいただい
た。議長よりそれぞれ関連するとこ
ろで質問を受けることを提案，承認
された。
１）北海道地域支部連合会・佐藤
英俊評議員，群馬県支部・清見能久
評議員より役員の任期について本部
役員の任期が１月１日から１２月３１日
となっているが歯科医師会，歯科医
師連盟では４月１日から３月３１日と
なっているため本部に出向協力が難
しい。このような任期の連合会及び
支部があるかまたこのような任期に
決められた理由はあるのか。
髙橋専務理事

明治の頃は４月に総会が開催され
役員任期は４月からとなっていた
が，大正１１年に秋に総会が代わり，

平成２３年度評議員会 第１１７回定時総会報告
―同窓会機構改革に係る会則変更議案通過する―

―大山名誉会長，矢﨑会長が誕生―
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それにあわせ役員の任期も総会開催
日の１１月３日スタートが多かったよ
うだ。その後会計年度が１月から始
まるようになり，その後昭和３５年か
ら役員任期を１２月末日に延ばし現在
に至る。現在法人化を進める日本歯
科医師会も法人化後は７月より任
期，他大学の同窓会も様々な任期
で，歯科医師会とはあっていない。
今後会計年度と任期をあわせる問題
は様々なメリット，デメリットを考
え，会員の皆様の意見を踏まえなが
ら検討していきたい。
２）石川県支部・加藤成俊評議員よ
り選挙規定について会則に選挙規定
を入れるため，会則検討委員会にて
検討してほしいという要望が出され
た。
髙橋専務理事

同窓会ならではの方法で，できる
だけ穏便な方法でという思いよりこ
のようになった。評議員会で表面上
は簡単に決まっているようだが，そ
れまでの過程においていろいろな意
見等が反映され熟慮され決定されて
いる。今後は東京歯科大学らしい役
員の選出方法を考えていく必要があ
り，次の執行部に申し送りたいと
思っている。

会長あいさつから報告事項までの
質問を受け，髙橋専務理事の答弁後
承認された。

議 事
第１号から第５号議案までの平成

２２年度決算関係の議案が一括上程さ
れ，寺田常任理事ならびに佐々木
眞澄常任理事より議案の説明があ
り，原 武仁常任監事が監査の結果
を報告した。質疑の後，第１号より
第５号までの議案が原案通り可決承
認された。第６号議案は佐々木常任
理事より議案の説明があり，原案通
り可決承認された。第７号議案では
髙橋専務理事より議案の説明があ
り，質問を受けた。
３）福岡県支部・石田雅男評議員，

群馬県支部・清見能久評議員より会
員１００名につき評議員１名とする案
について「各都道府県から少なくと
も１名を原則として追加する」を経
過措置としないでほしいという要望
が出された。
髙橋専務理事

各支部にはそれぞれの事情があり
意見も賛否両論である。例えば九州
等は地理的な問題がある。たとえ評
議員数が減ってもしっかりとした情
報公開や収集ができるようなシステ
ムの確立を今後２年間で考えてい
く。

ブロックの再編についても各地を
訪問し意見を伺うと現状では難し
い。削減された予算はなるべく支部
長会，支部連合会総会等に支出した
い。ただ現状として会費収入の減
少，若手支援，未入会員の問題もあ
るのでこちらにも予算の支給が必要
性である。

沖縄県支部・新垣元洋評議員より
石田評議員と同様の要望
４）千葉県支部・高原正明評議員よ
り評議員が参与になった場合当該支
部より新たな評議員を選出するとあ
る。支部長が参与となった場合任期
のずれにより参与を辞めた場合評議
員には戻れないという問題がある。
髙橋専務理事

参与については選択権の自由があ
り参与は執行部側の立場となる。そ
こで任期のずれが問題となるためこ
の件に関しては細則等で対応するよ
うに次期執行部に申し送り事項とす
る。
５）浅草支部・蛯谷剛文評議員より
支部長会について，同窓会本部で支
部長会を開くのか。
髙橋専務理事

原則として支部長会は地域支部連
合会で行い全国では行わない。ただ
し支部長会，評議員会のあり方に関
連するためそれを含めて経過期間の
検討項目とする。

質疑応答後採決され原案通り可決

承認された。
続いて第８号議案会務運営に係る

会則一部変更を求むるについて
佐々木常任理事より提案理由が説明
され質疑応答後原案通り可決承認さ
れた。

第９号議案四谷支部と牛込支部の
合併の承認について髙橋専務理事よ
り提案理由の説明があり，当事者の
牛込支部・北村 一評議員より追加
説明と支部合併の承認を評議員会決
定ではなく理事会決定に変更の要望
があった。
髙橋専務理事

理事会承認については今後検討す
る。

質疑応答後採決に移り可決承認さ
れた。

第１０号から第１３号議案まで一括上
程され，髙橋専務理事，寺田常任理
事より議案の説明があった。
６）千葉県支部・財部正治評議員よ
り学年代表者会について，大学と別
に同窓会として開催してほしい。共
催であればさしつかえない。各学年
の意見を同窓会の活動に反映してい
ただきたい。
髙橋専務理事

それぞれ目的が違うため独自に開
催する場合もあり，内容によっては
共催ということもあり得る。次期執
行部へ申し送りとする。
７）目黒支部・佐藤 仁評議員より
同窓会代診制度について，今までに
実績があるかどうか。
木俣 茂常任理事

今年の１月より試験的に行われて
いるが実際に派遣したことはない。

会 務
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はじめは関東近辺であったが大学の
協力で全国に対応できるようなシス
テムになりつつある。
８）愛知県支部，河野幸壱評議員よ
り支部として会費の納入に際して本
部で納入状況のリストを作って支部
に渡してほしい。
寺田常任理事

現在システムの変更中であるが完
了すれば来年度よりそのように対応
できる。

各号に質問を受け逐次採決が行わ
れ第１０号より第１３号議案まで原案通
り可決承認された。
１４号議案が可決承認後，第１５号か

ら第１７号議案が一括上程され，質疑
の後可決承認された。

名誉会員推薦について第１８号議案
で審議され，東京歯科大学名誉教
授・下野正基先生（病理学講座），東
京歯科大学名誉教授・山田 了先生

（歯周病学講座），東京歯科大学名誉
教授・山根源之先生（オーラルメ
ディシン・口腔外科学講座），東京
歯科大学名誉教授・金子 譲先生

（歯科麻酔学講座）の４名を名誉会員
に推薦，可決承認された。

第１９号議案役員改選について，任
期満了につき役員改選となる大山会
長より任期満了となるので若い先生
にお任せしたいと述べられた。議長
が立候補の届出がないことを確認
し，２名の評議員より大山会長の心
の内を聞くことが提案された。大山
会長より矢﨑秀昭副会長が次期会長
に推薦され，賛成意見が会場より出
され矢﨑副会長の同意とともに可決
承認された。

監事の選出について会場より横浜
中央支部・関 泰忠副会長，岡山県
支部・原 武仁常任監事，大学支
部・矢島安朝教授の推薦があり，同
様に賛同意見が出され承認された。

茨城県支部・小鹿評議員，愛媛県
支部・横山洋行評議員より会則にと
らわれずこの多難な次期に会長を引
き受けられた大山会長を名誉会長に
推薦する意見が出され全会一致で承
認された。

協 議
髙橋専務理事より協議事項につい

ての説明がなされた。東日本大震災
被災同窓への今後の支援について。
被災県評議員より被災の状況，復興
の状況，支援の状況の説明があり今
後の支援の継続の要望が出された。

髙橋専務理事より同窓会として支
援を継続して行うことを次期執行部
に申し送りをするとの答弁があっ
た。

引きつづき会費の過年度未払いの
件について，北村評議員より過年度
会費はゼロにしてこれからを支払っ
てもらうようにした方がよい。会費
の減額を会員の状況（休診）により考
慮してはどうか，という要望があっ
た。

平成２３年度叙勲・褒章受章者の顕
彰式が行われ佐々木常任理事より平
成２３年度に叙勲・褒章を受章した１０

名の紹介があり，大山会長より顕彰
状と記念品が伝授された。代表して
淺井康宏名誉教授より謝辞が述べら
れた。

矢﨑副会長の閉会の辞で本年度の
評議員会は終了した。

第１１７回同窓会定時総会
髙橋専務理事司会のもと宮地建夫

副会長の開会の辞で始まり，会長挨
拶の後，議長に大森会員，副議長に
浮地会員を選出，また議事録署名人
に日本橋支部・山 滋会員，横浜中
央支部・池田嘉徳会員が指名され総
会が進められた。まず髙橋専務理事
より平成２３年度会務報告，浮地評議
員会議長より評議員会報告，寺田常
任理事より平成２４年度予算関係の報
告があり承認された。議事に入り，
平成２２年度決算関係並びに財産目録
の６議案提案の後，栁澤孝彰監事の
監査報告がありそれぞれ審議され承
認可決した。

引き続き髙橋専務理事より第７号
議案，佐々木常任理事より第８号議
案の提案説明があり審議のうえ承認
された。

関副会長の閉会の辞で総会は終了
した。

総会終了後，多くの会員が懇親会
に出席し和やかな雰囲気の内に終了
した。

会 務
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大山会長 挨拶要旨

はじめに来賓及び評議員の先生方
への感謝をいたします。東日本大震
災のときには被災地の先生方の情報
収集をしていただいたこと，またご
自身が被災されたにもかかわらず被
災された地域の住民への協力を惜し
まずされたことに対して敬意を払い
ます。

同窓会としても，いち早く全国の
会員より送られた支援物資を流通機
構が回復してない中でも，被災地域
の支部長先生方の協力により届ける
ことができました。また片倉副会
長，髙橋専務理事とともにお見舞い
に訪問したときも，被害状況の説
明，現地への視察等に協力していた
だきました。また地域住民のため
の，救護所の問題等，献身されたと
いうことをも伺い，誠に敬服の思い
です。

私たちは和衷協同のもと『改革と
発展』というテーマでスタートしま
した。なんとしても強力な団結力を
持った同窓会に育て上げなければい
けないという思いで３年かけてご審
議していただいた評議員の問題です
が，今までの皆様方の十分なご進言

を汲みまして作りましたものです。
またそれぞれの地元の事情に合わ

せながら，変革の問題について，ご
協力いただければありがたいと思っ
ております。本日十分なご審議をお
願いします。

我々の業界は，今非常に厳しい時
代に直面しております。そういう意
味で，我々同窓会と致しましては，
何としても大学そのものをバック
アップしていかなければならない。
毎回お話を申し上げているのです
が，東京歯科大学は今，私立のトッ
プを走っております。その裏側に
は，大学の先生方，理事長をはじめ
学長の大変なご苦労があるというこ
とも認識していただければと思って
おります。それを我々が，あらゆる
方面から，できる限りバックアップ
をしなければならないというふうに
思っております。やはり同窓会とい
うのは，何が何でも母校のためにや
る。そして先輩を，血脇先生をはじ
め，そういう方たちを頭に置いて，
尊敬をしているわけでございますの
で，その先生方の意志を継いで，何
があろうと，同窓会員が１人ずつ，
しっかりとしたスタンスをとって，
大学に顔を向けていただくというこ
とが，一番大学にとってはありがた
いのではないかなというふうに思っ
ております。

我々も，そうしなければいけない
のだと思っておりまして，同窓会と
しても，そのようにいろいろな点で
ご協力をして，研修につきましても

大学の協力のもと同窓会研修を開催
しようと思っています。また若手研
修では他大学が一緒に参加させて欲
しいということで，我々の研修の下
見に来ております。

他校が，我々のやっていることに
ついて非常に関心をもっています。
いいところは吸収して，東京歯科大
より一歩上へ出ようということで
す。どこの大学でも生き抜くため真
剣な状況で，同窓会も，それに協力
をしています。私たちといたしまし
ても，先生方に十分認識いただきま
して，いろいろな問題があるかもし
れませんが，それはそれとして置い
て，本当に実のあるご協力をしてい
かなければならないと思っていま
す。

今，１２０周年の募金の問題がござ
いますが，それにつきましても，こ
ういう震災の後，なかなか大変なこ
とでございますが，もう少し頑張っ
ていただければありがたいのではな
いか，また，頑張らなければいけな
いのではないかと思っております。

今回の評議員会は変革の最後の仕
上げで路線がある程度引かれてきて
おります。その点について十分にご
点検をいただき，そして，来期から
はそこに走り出す，ということにし
たいと思います。本日の評議員会は
十分に，その点につきまして，ご協
議をいただければありがたいという
ふうに思っております。

金子理事長 挨拶要旨
皆様，おはようございます。私，

熱田前理事長の後を６月から務めさ

せていただいております。６月中は
学長と理事長を兼任いたしまして，
７月から，井出新学長，私は理事長

という大役に専任をさせていただい
ています。毎日，水道橋に朝からお
ります。お近くに来られた折りに

評 議 員 会 挨 拶

東京歯科大学の現状報告について
理事長，学長報告要旨

会 務
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は，お寄りいただきたいと思いま
す。

今年は，３月までは特段，例年の
通り回っていたわけですが，会長先
生からのお話もありましたように，
「３月の大災害と併せて原発の問題
があり，なお今も福島のおコメに放
射性物質が見つかったとか，」なか
なか解決するわけにはいかないよう
な状況です。本同窓会の評議員会に
も，被災された先生方がお出ででご
ざいます。お見舞い申し上げます。
まだまだ元には戻らないわけです。
そうしている中で，大学人事の大き
な交代がありました。

昨年は１２０年周年記念ということ
で，その事業の１つである記念誌作
成，これは，発刊されもうお手元に
届けられたと思います。１００周年記
念誌は非常によくできていまして，
あれだけの内容をもった記念誌を作
られた大学はほとんどありません。
ですが，この２０年間は教育改革が非
常に進んでいるところでございま
す。従って，大学もそれに合わせて
いろいろな変革をさせてきたわけで
すので，これをきちっとまとめてお
こうと。併せて高山歯科医学院のこ
とをもう少し詳しくという意図を
もって１２０周年記念誌を発刊させて
もらいました。非常に意義ある事業
だったと思います。

今，大山先生から，大学への支援
ということで，たいへん力強い，あ
りがたいお言葉をいただきました。
これから私どもも，井出学長を中心
にして，大学が非常に困難な時期
を，どうやって乗り切っていくか，

というところでございます。今日ご
挨拶の中で１つお伝えをさせていた
だきたいと思っているのは，我々は
やはり東京歯科大学の使命感の中で
仕事をしております。やはり同窓の
先生，それから学生が，当然，いい
大学になってもらいたいという思い
によってエネルギーは湧き出してく
るということです。何はともあれ，
こうして例年通りの行事ができると
いうのが，過日のああいう大災害を
経験いたしますと，実に幸せだと，
いうふうに思っているところです。

東京歯科大学の現況報告
①大学法人としての課題

大学の現況の中で「大学法人とし
ての課題」について多少，説明をさ
せていただきます。

大学は学校教育法と私立学校法と
いう２つの法律によって運営されて
おります。私学法（私立学校法）は平
成１６年，もう数年たつのですが，こ
こで大きな改正をされています。そ
れは，学校法人の理事会の大学運営
に対するガバナンス（統治）を向上さ
せよ，ということが挙げられていま
して，もう１つは情報公開でありま
す。

我々はそういう法制度の枠の中
で，あとは，私立学校ですから建学
の精神に則って，どう魅力ある大学
をつくり上げるかということを念頭
に置きながらやっているわけです。

大学運営が非常に困難だというこ
とは，これからの人口構造が若年者
が減少して高齢者が増える，またこ
れはどこでも言われていることです
けど，世界中が不透明になっている
ということが，我々の大学にも直接
影響を与えているということです。

先進国の共通事情は，①経済成長
が鈍化している，②高齢化と福祉負
担が増大している，③財政赤字が膨
張している，④政治力が欠如してい
る。要は増税を含む困難な決定を政
治が回避しているということだと指

摘されております。結局，非常に不
透明な中での大学運営になりますの
で大学法人の迅速適切な意志決定が
重要になります。

平成２２年度の主な事業は，ご案内
のように１２０周年記念事業，水道橋
移転計画の新校舎設計を完了して建
築を始めるということ。今，コンプ
ライアンスということが厳しく言わ
れていますことから内部監査規程を
整備いたしまして，本学に内部監査
室を設置いたしました。４年制大学
の所定単位取得者等を対象にした編
入学試験を導入しました。周辺の大
学は軒並み定員不足ということです
ので，手を変え品を変え，とにか
く，いい人材をたくさん集めようと
いう工夫の１つです。利子補給奨学
金制度の運用を開始しました。これ
は学生さんへの奨学金による支援で
すね。また市川総合病院で新電子カ
ルテシステムの運用を開始しまし
た。というようなことが２２年度の主
な事業でした。

収支は，スライドは作っていませ
んが，帰属収入といいますけども，
収入が２５７億８，０００万円ということで
して，この内の学納金は４５億，１８％
です。医療収入が１７７億，約７０％，と
いうことで，この比率が他の歯科大
学と全く違う。通常は学納金と医療
収入の割合が逆転しているんです
ね。本校は３つの病院運営のため
に，このような構造になります。

支出は２３４億８，０００万円，このうち
人件費は５０％ということになってい
ます。それから教育研究費，医療経
費ということになっております。

その差を見ますと，２０数億になり
ますが，６億ぐらいは市川のある土
地を売っておりますので，資産売却
差額を除くと，２２年度は１６億７，０００
万円の黒字だったということです。
１９年度から８億とか，経年的に，

１１億，１３億，１６億と，右肩上がりで
利が出ている，という状況の中で，
移転にかかわる問題が出てくるわけ
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です。
移転計画に必要な建設費用をお話

しますと，本館，さいかち坂，新館
とある中で，本館改築は約１６億３，０００
万円かかる。さいかち坂の１～２年
が入る校舎新築は約７億９，０００万円。
新館は日大の横ですが，１３階建てで
す。約３３億５，０００万円。計５７億６，４５０
万円というのが建築費あるいは改修
費ということになります。

それじゃその資金はどうなってい
るのだ，どうやって出すのだという
ことですが，これは手持ちの中から
出せます。従って，借金はしなくて
も済んでしまいます。ですが，手持
ちの中から今まで土地も買ってきま
したし，その建築費が必要だという
ことで，残るのは８億円ということ
なんですね。８億円だけでは，次年
度の執行ということはちょっと不安
だということで，１６億円を借りる
と。借りる額はどういうことかとい
うと，私立の振興財団がございます
けども，ここが年利０．５％で建替用
に貸してくれます。ご存じの先生も
多いと思いますが，昔の稲毛診療室
を壊すと。もう１つは，アイソトー
プ，実験動物施設を取り壊すという
ことで，この２つで，１６億円まで借
りられるということで，これを借り
る。０．５％で，１０年で返すわけで
す。非常に低利です。合わせて２４億
円が手持ちの資金になるということ
です。

それでは先生方にお願いしている
寄附は要らないのかというご意見が
当然出てくるんです。実は非常に貴
重でして，先程お話したように，年
間の利益は平均すると大体８億から
１０億いけばいいほうなんですね，こ
の内の５億と考えれば非常に大きな
お金です。その用途については，大山
会長をはじめ，対談でもご案内して
いただきましたが，新血脇記念ホー
ルと資料室に当てます。

私がいま勉強しているのは，大学
法人の役割って一体何だということ

ですね。簡単に経営と言われていま
すが，経営の中身は学務，要は教
育・研究・診療，こういうことです
から，経営と学務というのは表裏一
体なわけですね。こういう中で，法
人としての理事会がどういうふうな
役割を果たすべきか，ということ
を，いろいろな資料を調べながら勉
強しております。

私は学務を経験させていただいた
後での理事長ということでございま
すので，このへんは井出新学長と意
思の疎通をはかりながら。学長はも
ともと理事会構成メンバー，常務理
事の中に必ず入るんですね。大学の
現場と法人の橋渡しをする。両方よ
く分かった上での学長兼常務理事と
いうことになるわけですから，こう
いう機構をよく活用して，東京歯科
大学の将来を見据えて運営していき
たい。

私，学長を７年間やらせていただ
いた中で，改革，改革ということで
……改革の芽は既に石川元学長の時
代から始まっておりまして，それを
継続した上でのいろいろな事業では
あったわけですが，大きく言えば講
座の統合ですね。それから定員の削
減，これは将来に向けて必ず必要に
なってくる。その代わり機能を落と
さないということで，３年前でした
か，各部署に「将来構想」というも
のを作っていただいて，それをまと
め上げてございます。

従って，これから中期的な目標と
いうものはその中に記載されて，そ
こで大きなフレームができています
ので，これを具体化して現場の方々
にやっていく。これを井出学長にお
願いをしていくということになりま
す。

TPP（環太平洋連携協定）の問題
はまだ不透明でよく分かりません
が，ああいうものは必ず，やらない
で済まないのだと思うんですね。そ
のものを受け入れるかどうかは別に
して，いずれにせよグローバル化。

ですから歯科医学教育，あるいは歯
科医の業務そのものも単に日本国内
だけの問題にとどまれるかどうかと
いうことがございます。これは今
後，世情をよく観察しながら大学運
営をしていくということになりま
す。

最後になりますが，先程，会計の
方から被災の方々に対するご支援と
いうことでお話ございましたが，東
京歯科大学も，まず，いただいたほ
うは台湾の同窓会がございます。通
常の同窓会支部としての形ではあり
ませんけども，ここから１８０万円ぐ
らいですか，すぐにいただきまし
た。それから，台湾からの留学生が
何人がいますけど，その方たちが集
めてくれたのが６０万円ぐらいありま
して，合計で２３０～２４０万円，すぐに
いただいてます。それから延世大学
ですね。わざわざお持ち下さって１００
万円いただいたと。

大学の被災はグラウンド等が液状
化になりまして，補修に３，０００万円
かかると。建物そのものに費用をか
けるような被災は全くなかったとい
うことです。大学のほうはたいした
被災ではありませんでした。

同窓の皆様にはたいへん些少でご
ざいましたが，すぐに大学側からの
ご寄附ということで，約４９８万円，
集めました。それを栁澤副学長が中
心になって，県単位で，それぞれの
被災の先生方へ個別に送らせいただ
いております。分けると非常に些少
で，申し訳なかったとは思いますけ
ど，大学の気持ちということで受け
取っていただきました。

最後の最後，ご寄附の状況は，先
程も大山先生からお話いただいたの
ですが，５億円のお願いをしていま
す。大学のほうは教職員で８，０００万
円の募集を目論みまして，現在７，８００
万円ということで，ほぼ目標には達
したと，こういう現状でございます。

後で井出学長（建設担当常務理事）
が建築の状況を話しますけども，
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着々と進んでおります。私どもはそ
れが出発点と。東京で学生の教育を
する。これが出発点という気持ちで
おりますので，先生方のいろいろな
ご意見，ご支援のお願いをして，法
人としての話を終えさせてもらいま
すけど，課題は非常に沢山ございま
す。

第１に，追加ということで，先程
のお金は一次計画用であります。二
次計画は後ろの４棟，もう既に２棟
購入し，あと２棟もこちらに売ると

いう現状にはなっていますけど，ト
ミーグリルの隣りの隣りから始まり
まして，４棟全部買い取るというこ
とで，そこに新館を建てる，これが
２期になります。そのときお金は２０
億弱で済むと思いますが，こういう
ふうな計画です。

ですので，先生方が，一次計画の
完成した暁に TDC ビルの診療室を
見ると，なんだ，こんなに見すぼら
しいのか，元と同じじゃないかと，
思われると思います。ですが今は，

要は移転して，機能的に役に立つ，
これを目標にして，２次でそこを充
実させて，特に口腔外科，歯科麻酔
というところのものになると思いま
すが，こんなふうな計画です。た
だ，いつから２次を始めるかという
のはまだ決定しておりません。いず
れにせよ，４年ちょっと経つと学生
さんは全部こちらに来るという計画
になっております。

井出学長 報告要旨

東京歯科大学の現況報告
②水道橋移転と学生教育の現状
について

本年の７月１日付で私が学長に就
任させていただきました。また，副
学長として石井衛生士学校長が就任
いたしました。同時に法人役員とし
て石井副学長が常任理事に，栁澤副
学長が理事に就任いたしました。さ
らに，前検事総長で現トヨタの監査
役，三井物産の監査役でもある松尾

（邦弘）先生に監事として就任してい
ただきました。

水道橋校舎建設事業の現在の進行
状況について説明申し上げます。ま
ず，さいかち坂校舎（仮称）は水道橋
駅からおよそ４分，お茶の水駅から
５分程の所にありますが，おそらく
学生は快速電車が止まり，坂を登ら
なくてよい，お茶の水駅から通学す
るのではないかと思います。

研究に関しては，臨床，基礎共に
口腔科学センターに集約して研究す

るように準備を整えています。新入
生は，来年４月から，さいかち坂校
舎（仮称）で授業を受けます。現在の
１～２年生は再来年の夏に水道橋に
移転します。現在の３年生と４年生
は千葉で卒業することになります。
設計は日本設計，施工は清水建設
で，２月１６日に契約の締結を行いま
した。上位１０社の間で入札をしまし
て，入札金額と建築会社の規模から
清水建設と契約をいたしました。起
工式は２月１９日に，さいかち坂校舎

（仮称）建設予定地で行いました。
熱田前理事長，金子現理事長，大山
同窓会長による鍬入れ式，起工式を
行いました。

本館の改修については 現在まだ
テナントが３室を使用しています
が，１０階が講座と研究室，９階が図
書室と講座と研究室となります。既
に６階部分の事務室と５年生の教室
は出来上がっております。病院はエ
ントランスの１階と２階を改修して
いるところで，既に１３階の改修は終
了し，現在１階の工事を行っている
ところですが，床が石で寒いため床
暖房を設置し，受付となります。

さいかち坂校舎（仮称）は１階は事
務室，２階以上は教室，ラウンジ，
大教室，実習室，研究室となりま
す。２次計画部分は理事長のお話に
ありましたように病院棟として，整
備・拡充する予定です。恐らく４～

５年のうちに整備できると考えま
す。千葉病院は現状維持いたします
ので，今以上に髙野病院長に頑張っ
ていただきたいと思っております。
都立病院の大半は東京歯科大学の
OB です。都立病院との連携は非常
に重要で，これからはこのような同
窓の先生方とも今まで以上に連携を
とり，学生の教育にも是非参加して
いただきたいと思っております。

受験者数の問題，新入生の学年内
の偏差値の格差の拡大による教育の
問題などがございますが，本学で
は，幸いなことに２週間前の推薦入
学試験では，昨年より１割も多い受
験者が集まりました。これも水道橋
移転の効果であると考えます。

今年度から成績上位３０名中の希望
者から，夏休みに短期海外留学す
る，エレクティブスタディ研修制度
を実施し，国際性豊かでグローバル
な観点に立った歯科医師の育成に取
り組んでおります。１～３年生は台
北医科大学，４～６学年はテキサス
大学に行き，学生の国際的視野を広
げる機会となりました。この費用の
一部を今年から同窓会でご支援して
いただいております。

今後も大学と同窓会との絆を一層
強めてまいりたいと思いますので，
大学および学生のご支援をよろしく
お願いいたします。
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２０１１年１１月６日，第２回若年同窓
支援セミナー「誰もが避けたい医事
紛争」が約５０名の受講者の参加を得
て開催されました。

最初に大山萬夫同窓会長が「若い
同窓を積極的に支援する事業の一環
として，第２回の開催となりました
が，今回は６名の日大同窓の先生方
に参加していただき，更にバージョ
ンアップした内容となっていま
す。」と述べられました。

まず，同窓会保健委員の山口和彦
先生が「診療録に必要な内容は？」
と題して解説されました。

初診時には問診票を重視し，単に
書き写すだけでなくコミニュケー
ションツールとして利用し診療録を
完成することにより，患者の信頼を
獲得することを目指そうと話されま
した。口腔内写真を提示し，どれだ
け所見が取れるかを実習し，より詳
細な所見が取れるよう研鑚を積むよ
う話しました。また，問題志向型シス
テム（Problem-Oriented System）
を利用して記載を進めることを推奨
しました。

次に稲葉孝夫先生が「医療紛争例
から学ぶ」として都歯の医事処理の
現状を説明しました。インプラント
や矯正よりも補綴が項目のトップと
なっており誰でもが紛争に巻き込ま
れる可能性があります。

医事紛争が起きた場合，個人で対

応することは時間的にも精神的にも
大きな負担となるので，必ず都歯に
入会し都道府県で唯一の医事処理の
システムを活用してほしいと述べら
れました。

片倉 朗先生は「BS 製剤・抗血
液凝固剤服用患者の歯科処置につい
て，下歯槽・舌神経麻痺の対応につ
いて」とのテーマで学術的な立場か
ら解説されました。

歯槽骨は他の部位より代謝が盛ん
なため BP 製剤が定着しやすく，骨
代謝が低下し外科的侵襲をきっかけ
に骨壊死がおこると考えられていま
す。特に多発性骨髄腫は骨壊死の発
症率が高くなっています。

抗血栓薬服用患者の外科処置につ
いては PT-INR 値が３．０未満である
ことを確認し，休薬はせず充分な止
血処置を考慮します。ただしプラザ
キサ（ダビガトラン）は２４時間前に
必ず休薬することが必要です。

下歯槽神経麻痺については智歯難
抜歯手術では０．４～０．６％に麻痺が出
現するが，一過性の症例が大部分で

あり６ヵ月後には０．０５％に減少しま
す。インプラント手術に伴う神経損
傷も多く，パントモ写真で下歯槽神
経損傷の可能性が疑われる場合は，
必ず CT 検査を実施すべきとのこ
とです。

さらに抜歯による舌神経麻痺の事
例が増加しており，不快症状が重く
回復が困難であり注意が必要です。

ディスカッションに移り，抜歯時
等の同意書は，インフォームドコン
セントの確認に役立つがこれがあっ
ても過失責任を逃れることはできま
せん。医事紛争を避けるには説明責
任・結果責任・結果回避の義務に違
反がなかったかが問われます。

今回は日大同窓の先生も参加さ
れ，他校の同窓に広がればさらなる
発展も期待されます。東京歯科大学
同窓会は若年同窓の先生が困難に直
面した時には，全面的にバックアッ
プを行います。ぜひ地区同窓の先輩
に相談されることをお勧めします。

（取材・広報部 小池 修）

東京歯科大学同窓会 若年同窓支援セミナー ２０１１
「誰もが避けたい医事紛争」

～もしも医療事故が起きたら！ カルテ開示に向けて必要なことは！～

会 務
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第４回理事会

平成２３年９月１７日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３１名
議長 大山会長

会長挨拶
各地域支部連合会総会へ出席させていただきその席上

において種々ご意見を伺い，それに対応するように努力
している。役員には，尚一層のご協力をいただきたい。
そのうえで本日は評議員会に向け大事な理事会なので十
分なご協議をお願いする。

黙 祷
埼玉県支部・浅利義則氏他１８名のご逝去を悼み，謹ん

で哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２３年７月９日から１２月２１日までの日程を報告。
２）各部報告

⑴ 総務・厚生部：①支部・地域支部連合会学術講演
会講師派遣交通費の支出について１件報告。②支部
長交代について１件報告。③支部長退任時の感謝状
ならびに記念品の贈呈について１件報告。④事務局
勤務体制の変更を報告。⑤東日本大震災の罹災報告
ならびに共済金の支給について報告。⑥ゴルフ大会
当日のチャリティー募金をそのまま同窓会へ義援金
とすることを報告。⑦情報ネットワークの現況を報
告。⑧第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会につ
いて報告。⑨会則検討チームについて報告。⑩東日
本大震災対策部会より現況を報告。

⑵ 会計部：①平成２３年度経常部予算執行調べについ
て報告。

⑶ 渉外部：①東歯関係日歯役員・代議員，都道府県
歯会長と同窓会役員との懇談会懇親会について報
告。

⑷ 広報部：①会報委員会について報告。②ホーム
ページ委員会について報告。

⑸ 事業推進部：①事業推進部として今後の方向性を
協議していることを報告。②学術委員会について報
告。③ TDC 卒後研修セミナー２０１１について報告。
④ TDC 卒後研修セミナー２０１２について報告。⑤保

険委員会について報告。⑥大学・同窓連携委員会に
ついて報告。⑦東京歯科大学同窓会フォーラム，イ
ンプラントセミナーについて報告。⑧シンクタンク
委員会について報告。⑨若手研修委員会について報
告。

各地域選出理事報告
１）戸田理事（北海道）

連合会総会開催時支部長会も開催され協議したが，
連合会長が地域選出理事となる案については，連合会
長本人が連合会会務に専念のため無理，また評議員と
して出席したいという意向を表した。評議員数削減の
件は了承できるが連合会役員の中から評議員を選出し
たいという意見もあり，支部長を基本に考えた本部と
の調整が必要であることを報告。

２）高橋理事（東北）
各県支部長に改革案について意見を求めたが集まっ

てこないので，反対意見が無かったと解釈したいと
思っている，連合会長が，地域選出理事に就任する可
能性があることを報告。

復旧支援など各県それぞれだが長く困難が続くと思
われるので東北にあつい目を持ち続けていただくよう
依頼。

３）長久保理事（関東）
連合会総会を山梨県支部担当で開催，評議員につい

ては反対が無かったが連合会長を地域選出理事にとい
う案に関してはまとめることができなかった。来年は
神奈川県支部が担当なので引き継いでいく旨報告。

４）早速理事（東京）
大きな変化は無いが機構改革について連合会執行部

として検討を加えていることを報告。
５）飯島理事（信越）

１０月連合会総会を南信支部担当で開催，支部長会も
開催予定で準備をしていることを報告。連合会長が理
事になるという案については本部と連合会の役員任期
が１年異なっているのをこの際調整して本部に合わせ
るように総会で決定し，２４年には実行に移してゆきた
いと考えている旨報告。

６）宮田理事（東海）
連合会総会が開催され，機構改革の話を受け支部長

会において連合会長が理事になる案についてはおそら
く無理であろうとの結論であったことを報告。また機
構改革の説明を頂いたが，その内容を一般の会員に理

理事会のうごき
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解されているのか疑問であり，支部長や我々がもっと
説明をしていく必要があると感じている。

７）宮本理事（北陸）
福島原発の被災により福井に避難されている川崎先

生を連合会総会に招待して，体験談を話していただき
その実情を共有したいと考えている旨報告。

評議員数削減についてさまざまな意見があり支部長
会で話題になることを報告。

８）井口理事（近畿）
連合会総会が２年に１回開催に変更となったため，

空白の１年間をどうするかが問題である。
９）山根理事（中国）

台風が岡山県，鳥取県を直撃したが大過なく済んだ
ことを報告。

中国地域支部連合会総会は形式的なものであり実の
あるものではなく，連合会総会にあわせ支部長会を開
催しているが本部の意向が支部長に正しく伝わってい
ないと感じるようになった。次期理事にその点を伝え
る準備をしている旨報告。

１０）久保田理事（四国）
大きな動きは無く，１２月に開催される愛媛県を除き

会員数の関係で支部総会を開催しても形を成さず親睦
の形となっている現状を報告。

協議事項
１）罹災共済金の支出１件承認。
２）推薦会員入会願いについて１件承認。
３）推薦会員退会願いについて１件承認。
４）第４３回東歯祭への祝い金について例年通り２５万円支

出することを承認。
５）同窓会機構改革とそれに伴う会則の変更について

協議の結果，承認。評議員会での上程に際しての詳
細は，会長一任で承認。

６）会務運営に関わる会則変更について評議員会で議題
とすることを提案，協議の結果，会長一任で承認。

７）東京歯科大学同窓会役員並びに職員旅費規程につい
て協議の結果，会長一任で承認。

８）過年度会費の取り扱いについて本年度評議員会で協
議題としたい旨の提案，協議の結果，会長一任で承認。

９）今後の東日本大震災被災者への支援について協議の
結果，現執行部の任期中は対策部会一任で承認。

１０）次年度の理事会，常任理事会の開催回数について協
議の結果，承認。

１１）平成２４年度入会金，会費，共済負担金について現行
どおりとしたい旨提案，協議の結果，承認。

１２）事業推進部の委員構成と増員について提案，協議の

結果，協力委員の新設を含め承認。
１３）若手同窓のセミナー受講料割引について協議の結

果，承認。
１４）平成２４年度ゴルフ大会を例年どおり開催したい旨提

案，協議の結果，承認。
１５）平成２４年度事業計画案及び予算案を説明・提案，協

議の結果，文言修正を含め会長一任で承認。
１６）同窓会報広告掲載希望主について協議の結果，承認。
１７）平成２４年度インプラントセミナーについて協議の結

果，承認。

第５回理事会

平成２３年１０月８日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３２名
議長 大山会長

会長挨拶
皆様のご協力をいただき来月無事評議員会・総会を迎

えられることに対し謝意を表した。
会長を引き受けた時は種々問題があったが，２期目と

なり事業改革，機構改革も各支部の先生方が妥協できる
範囲までまとまりつつある。今年は本会主催で全歯懇を
開催し好評のうちに終了できた。また同窓会と大学との
関係も役員の皆様のご協力で修復されたと思っている。
ある程度めどがたったので今期で退任したい。金子理事
長・井出学長と新生の大学，そして新生の同窓会という
ことで盛り上げていってほしい等現在の心境を述べた。

黙 祷
愛媛県支部・岡本櫻二氏他１０名のご逝去を悼み，謹ん

で哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２３年９月１７日から１２月２１日までの日程を報告。
２）各部報告

⑴ 総務・厚生部：①支部・地域支部連合会学術講演
会講師派遣交通費の支出について５件報告。②罹災
報告ならびに共済金の支給について報告。③ゴルフ
大会より東日本大震災への支援金について報告。④
情報ネットワークへの登録状況を報告。⑤第５８回全
国歯科大学同窓・校友会懇話会の議事録を作成中で
あることを報告。⑥評議員会に提出する会則一部改
正案について報告。⑦東日本大震災対策部会より現
況について報告。

理事会のうごき
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⑵ 会計部：①前回理事会で承認された予算を若干修
正したので協議で説明することを報告。

⑶ 渉外部：①日大歯学部の大塚先生が日大総長に就
任，その祝賀会が開催され出席したときの様子を報
告。

⑷ 広報部：①ホームページ委員会より同窓会 HP
アクセスレポートについて報告。

⑸ 事業推進部：①学術委員会について報告。②
TDC 卒後研修セミナー２０１１について報告。③ TDC
卒後研修セミナー２０１２について報告。④全国社会保
険指導者懇談会・懇親会が開催されたことを報告。
⑤大学・同窓連携委員会において各地域支部連合
会・支部で開催されている学術講演会に対するアン
ケート依頼を検討中である旨報告。⑥東京歯科大学
同窓会フォーラム，インプラントセミナーについて
報告。⑦シンクタンク委員会講演会が開催されたこ
とを報告。⑧若手同窓支援セミナー２０１１を開催予定
であるが参加者が少ないため声をかけてほしい旨依
頼。

各地域選出理事報告
１）戸田理事（北海道）

前回理事会において連合会長が地域選出理事になる
案について北海道の状況を報告したが，その後情勢が
変わってきているので確定していないことなど現況を
報告。

２）高橋理事（東北）
松山連合会長の手紙を披露 ①一連の改革案につい

て２年をめどに協議し，本部の変化に合わせて協力し
ていきたい。②本部は連合会長を過大評価している。
東北地域では連合会総会を開催する時の実行委員長み
たいなものだけであり，他支部の状況をよく把握して
いないのが実態である。

３）長久保理事（関東）
特になし

４）早速理事（東京）
特になし

５）飯島理事（信越）
地域支部連合会総会が開催され，支部長会も開催。

本部の計画通り実行に移すことが決定された。任期が
ずれているので，次期の間に調整をする。

６）宮田理事（東海）
三重県の台風被災状況について，同窓会員に大きな

被害がなかったことを報告。

７）宮本理事（北陸）
地域支部連合会総会が開催された。２年に一度のサ

イクルで開催されるため，その間大きな出来事もあり
熱く協議された。母校の寄付，若手離れなどが大きく
取り上げられた。少人数の支部においては県支部単位
の活動が困難になってきており，どうするかが問題に
なっている。

８）井口理事（近畿）
滋賀県より来年開催予定役員会および総会の報告が

あった。
９）山根理事（中国）

１２０周年記念の募金をがんばって行きたい。
１０）久保田理事（四国）

来年の四国地域支部連合会総会開催は徳島県支部担
当で決定されている。他地域支部連合会総会が重なら
ないよう依頼。

１１）濱田理事（九州）
開催予定の地域支部連合会総会では改革案のことな

どで活発な意見が出そうである。

協議事項
１）推薦会員入会願いについて１件承認。
２）財産目録ならびに財産（備品）廃棄処分について説

明，評議員会に議題として上程することを提案，協議
の結果，承認。

３）東日本大震災第２回支援金支給について説明，①被
災のひどい宮城，福島，茨城の３県支部に支援する。
②支援金の使途は，それぞれの県の特殊性を考慮し支
部に一任する。③支部への支援額は，第１回支援の各
県の特別支援金と一般支援金の合計から求める。④支
部内での割合から第２回支援金を５００万円とする旨提
案，協議の結果，会長一任で承認。

４）平成２３年度評議員会及び第１１７回定時総会に上程す
る議題と協議題，運営について説明，提案，協議の結
果，会長一任で承認。

５）学生支援を充実させるために，母校の Elective
Study Program に対して４０万円の支援をする旨の提
案，協議の結果，承認。

承認事項
１）東京歯科大学同窓会役員並びに職員旅費規程につい

て説明。新規定を，平成２４年１月１日より施行する。
なお，役員に関しては，平成２３年１１月１日より施行す
ることを承認。
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東日本大震災対策部会

東日本大震災から９ヶ月経過しま
したが，いまだに家に戻れなかった
り，生活や診療に制限があったり
と，その影響は深刻なものがありま
す。厳冬をむかえる被災地，そして
被災された同窓に対し，今後どのよ
うな支援や応援をしたらよいのだろ
うという相談を多く聞きます。平成
２３年度評議員会では，東日本大震災
対策部会の報告をするとともに，協

議題として「東日本大震災被災同窓
への今後の支援について」を上程
し，ご意見をいただきました。やは
り，「まずは続けてご支援を」とい
うことにつきます。今まで以上，更
なるご協力お願いいたします。

４月の始め，被災された同窓への
支援のため東日本大震災支援金窓口
を開設し１０月３１日現在で３２１件のご
協力をいただき総額１６，０６９，７８５円の
支援金が口座に振り込まれました。
そこで，第１回の支援は，６－７月
にかけて，被害が極めて甚大なうち
でも特に深刻な状況にある６名の被
災会員に対して特別支援金を，そし
て多くの会員が被災された５支部に
対して一般支援金として，総額９５０
万円を支給しました。

第二回支援へ
対策部会では第二回支援を行うた

め多くの同窓が被災された５支部の
支部長にご意見を伺ったところ，「特
に被害の多かった地域に対して」，
「被災のひどい同窓に対して」，「復
興が儘ならない同窓に対して」との
意見，その一方で原発の影響を蒙っ
ている地域などからは，「被災程度
よりも広く同窓に応援を」との意見
があがるなど，支部により支援金の
使途については様々でありました。
そこで対策部会では第二回支援につ
いて以下のように取り纏めました。
１．被災のひどい宮城，福島，茨城

の３県支部に支援する。
２．支援金の使途は，それぞれの県

の特殊性を考慮し支部に一任す
る。

３．各支部への支援額は，第１回支
援の各支部への特別支援金と一般
支援金の合計額から求める。すな
わち，３支部へ支給された総額に
対する各支部への第１回支援の割
合に応じて第２回支援金を割り当
てる。
そこで，１０月に以下の支援金を支

給させていただきました。

第２回支援金支給額（５００万円）
宮城県支部 １９０万円
福島県支部 １９０万円
茨城県支部 １２０万円

なお，１０月３１日現在の残金 は
１，５５１，４４５円であり，第三回支援に
ついて今後対策部会で検討する予定
であります。

評議員会では
評議員会での会務報告では，本部

同窓会での東日本大震災対策につい
てご報告をさせていただきました。
それをうけ，東北地域支部連合会長
松山陽一先生から東北地域を代表し
てお礼の言葉を頂き，さらに復興復
旧については何十年かかるか分らな
いが全国の皆様にこれからも東北に
目をむけて頂くようお願いされまし

厳冬にむかって更なるご支援をおねがいします

罹 災 状 況

罹災件数
罹災状況

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
青森県支部 ３ ０ １ ０ ２
岩手県支部 ３ ３ ０ ０ ０
宮城県支部 ４１ １２ １４ １０ ５
福島県支部 ４７ １５ １６ ６ １０
茨城県支部 ５４ ８ １７ ７ ２２
栃木県支部 １５ ０ ２ ２ １１
千葉県支部 ６ ３ １ ０ ２
大 学 支 部 ４ ０ ２ ０ ２
芝 支 部 １ ０ １ ０ ０
深 川 支 部 １ ０ ０ １ ０
名 誉 会 員 １ １ ０ ０ ０
合計件数 １７７ ４２ ５５ ２６ ５４
会員に対する罹災者の割合
宮城７０．７％，福島５５．３％，茨城５１．４％
Ａ：自宅または診療所が壊滅的被害を受

け，診療までに１週間以上かかる状
態，またはライフライン停止，避難な
どにより一ヵ月以上診療不能

Ｂ：自宅または診療所が被害を受け，診療
までに３～６日ぐらいかかる状態，ま
たはライフライン停止，避難などによ
り２週間以上診療不能

Ｃ：自宅または診療所が被害を受け，診療
までに１～２日ぐらいかかる状態，ま
たはライフライン停止，避難により１
週間以上診療不能

Ｄ：自宅または診療所が被害を受けたが，
診療には支障がない状態，またはライ
フライン停止，避難などにより４から
６日診療不能 （松山先生）
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た。また関東地域を代表して茨城県
支部長小鹿典雄先生より謝辞，特に
同窓各位からご協力いただいた支援
物資について，そして大学，兵庫県
支部をはじめ全国同窓の皆さんのお
気持ちに感謝の言葉を述べられまし
た。

協議題では，「東日本大震災被災
同窓会員への今後の支援について」
が上げられ，福島県支部長佐藤正矢
先生，宮城県支部長小野 喬先生，
岩手県支部長鈴木雅夫先生，謝辞を
述べられた青森支部長でもある松山
陽一先生からご意見が出されまし
た。「原発の心配，余震の心配もま
だあり，ご支援を続けて欲しい」，
「困っている会員に対し重点的に支
援を，やはり経済的支援を」，「何を

困っているか情報を送りたい」，「現
状を把握し，まずやってみるこ
と」，「支援を続けて欲しい」など貴
重なご意見を頂きました。これらの
意見をもとに対策部会では今後の方
向を探ってゆく予定です。そして当
日支援金募金箱を用意し，ご協力を
御願いしたところ，新名誉会員か
ら，支部から，評議員から，理事者
からと多くの方からご支援をいただ
き，総額として２７４，０００円となりま
した。支援金口座に振り込ませてい
ただきます。まことに有難うござい
ました。

さて，対策本部では同窓会報を通
し被災の現状などできるだけ情報提
供してまいります。今回は福島から
千葉へと避難を余儀なくされた清信

先生からの原稿を頂くことができま
した。また１０月号と同様，宮城県支
部長小野 喬先生のご配慮により，
支部便りに掲載予定の先生方からの
原稿もお預かりすることができまし
た。是非，お読みになり，気持ちを
一つにしてこれからのご支援につな
げてもらえれば幸いです。

３月１１日，午後の診療に入って４０
分ほどたっての事だった。急に地面
が左右に揺れ始めると徐々にその振
幅は大きくなりはじめた。チェアー
に掛けていた患者さんを，待合室に
誘導する間もなく，ユニットテーブ
ル上の薬瓶がバラバラと床に降って
きた。続いて各所にて固定されてい
ないロッカー，棚などの倒れるすさ

まじい音が相次いで聞こえた。私も
従業員も床にしゃがみこみ，柱に掴
り揺れの収まりを待ったが，家屋が
倒れるかと思われるほどの大きな揺
れが，１０分程も続いたように思われ
る。余震の中，外に出てみると，近
所の商店，医院などから道路上に人
が出て，皆がこの事態を把握しよう
としていた。強い余震の中２，３０分

経過した頃だろうか，消防車が，「大
津波の襲来」をサイレンの音と共に
触れ回ってきた。両親を含め家族と
共にとりあえず駐車してあった車に
乗りこんだ。

従業員も相乗りで子供を迎えに学
校へ向かった。とにかく，高台へと
言うことで，破損した道路を迂回し
ながら，町内の山沿いの地点を目指

原発に追われて
福島県 清 信 成 一

（昭和５１年卒）

（小鹿先生） （佐藤先生） （小野先生）

（鈴木先生）
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した。何も持って出ることが出来な
かったので，道路沿いのコンビニ駐
車場に入り，残り少なくなったパン
を求め，そこで絶え間なく続く余震
を感じつつ粉雪の舞う中夜明かしす
ることとなった。

翌１２日は大変よい天気で，ガソリ
ンと食料を求め，自宅近くまで戻る
も，何も手に入れることが出来ず
に，前日の場所へと引き返した。そ
の駐車場で，色々な情報が乱れ飛
び，津波が国道６号まで達し，通行
不能なこと，海岸沿いの集落が壊滅
的な被害に遭った事，東電原発がお
かしいのではないか，等々であっ
た。何を信じればよいのか判らない
まま，もっと高く，もっと原発から
遠ざかることを念頭に北上した。次
に着いた避難場所でも正確な情報は
無く，市職員も給水車での給水に没
頭し，車載テレビでも繰り返し前日
の津波被害の映像が流されるばかり
だった。原発が爆発したようだ，と
の情報もデマだろうと思いながら
も，異様な心理状態の中では，頼る
べきそれ以外の情報も無く，山越え
を決断しガソリンの残量を気にしな
がら福島市方面へと出発した。後で
聞くところでは，原発内で働いてい
た人々から，メールなどで，「もう
終わりだ」とか「とにかく危ないの
で逃げろ」と言う知らせが家族，知
人にはすでに入っていたと言う事
だ。それでも，市役所の職員，市民
などには，全く情報はもたらされな

かった。いくら愚かな民でもひどい
話だ。我々家族は，やっと福島市に
入ったが，期待に反して，そこも停
電で一部を除き夜の闇の中にあっ
た。また駐車場での夜明かしを決意
していたが，幸い妻の古い友人の助
けにより，屋内で一晩を過ごすこと
が出来た。年寄りたちには大変有り
難く，言葉に出来ないかぎりであっ
た。翌日は，早朝よりスタンドに並
び３箇所めで１５００円分の給油が出来
た。その後，何とか知り合いの紹介
によりビジネスホテル，旅館等を移
動し原発状況の回復を待ち続けた
が，好転せず，北上するか，南下す
るか大いに思案した。７日目にな
り，交通機関が何時復旧するかわか
らないので，東歯在学中の長男を送
り届ける必要があった事と，手元資
金が，宿代支払いなどで不如意に
なった為，渋滞でのガソリンの消費
を極力少なくするべく，早朝２時，
降雪の中とにかく茨城の水海道を目
指した。水海道には同じ弓道部だっ
た五木田先生がいる。給油の望めな
い中での出発は，五木田先生が給油
缶にガソリンを用意し，車が止まっ
た所まで給油に来てくれるとの言葉
を頼っての決断だった。パンクを心
配し，尖ったアスファルトを避けな
がら，凍結した４号線を走り７時間
を費やし，五木田先生の元につき温
かい物を頂き，やっと生きた心地が
した。車を先生の所に乗り捨て，子
供のアパートにつくと，道中も案じ

電話連絡を入れてサポートして頂い
ていた，東郷先生御夫妻に，布団か
ら下着，食事に至るまで運んでいた
だき，家族で安眠することが出来
た。

１ヶ月あまりを，今思えば，異様
な精神状態のまま家族折り重なるよ
うにして過ごしましたが，現在に至
るまで何くれと無くご心配頂いた同
窓の先生方，大学の先生方，同級生
の皆様，弓道部 OB の先生方には
言葉では表せないほどお世話になり
ました。

今なお立ち入り禁止区域内の我が
家は，この夏に検問所を通り立ち
入った際には，庭の雑草が背丈ほど
にも茂り，人ひとり居ない，やっぱ
り「死の町」の中にありました。や
けに空が青く，海岸の松林が流され
たために，少し高台に登ると以前は
見ることの出来なかった海を望むこ
とが出来ました。修繕して診療所を
再開したいと願っても，立ち入るこ
とが出来ない現状ではそれも適わぬ
ことです。東京電力福島第一原発爆
発事故により，今なお，数万人の被
害者が，職と住いを失い原発難民と
なっています。決して戻ることの出
来ない故郷を思いながら，あての無
い巡礼を続けなければいけない人々
の群れです。また，ご承知のよう
に，放射能汚染地域については，更
なる広がりを見せ，目に見えないま
ま静かに関東圏にまで及んできてい
ます。

町内西方に離れた阿武隈山地沿いでの
放射線量（４．３３μSv/h）

自宅立ち入り時，「許可証」確認のため
の原発より２０km に設けられた検問所

今回の地震により倒壊した町内の家屋

東日本大震災対策部会
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今回の災害では，身に余る多くの
友情と同情を受けました。幸いにも
命は永らえることが出来ましたが，
３０数年間地域で培ってきたものほと
んど全てを失ってしまいました。も
う沢山です。現状の考えを是認し続
けたままでの，飽くなき利便性の追
求や，まばゆく煌く光の後ろには，
またどこかの地域で同様な大災害に
よる大量の巡礼者を生んでしまう可

能性が確実に潜んでいます。以前か
ら，原発事故は程度の差はあれ，い
つか起こるものとは考えていまし
た。「絶対に安全」「１００％大丈夫」
と言う言葉を聴くたびに，科学者の
発する言葉かと訝っていました。作
業に人間が関わる以上根拠の無い，
ありえない無責任な発言です。あの
日から時間だけが過ぎてゆきます
が，今までの経緯についての何ら総

括反省も無く，誰も責任を取らない
様な国や大企業のやり方が，この先
も続けられるはずが無いと確信して
います。隠蔽や言い逃れ，不明確な
その場限りの一時的解決策の提示だ
けでは，将来，子供たちに取り返し
のつかない大きな置き土産を残すの
では，と不安を感じています。

今回の震災で「石巻市」は全国的
にも世界的にもその名を知られるこ
ととなりました。石巻には私を含め
て３名の東歯同窓会員がいます。
箕田昌弘先生，赤間 力先生，そし
て私鈴木 裕であります。地震直後
からライフラインが途絶え，出先で
会うことができた石巻歯科医師会の
先生の話から，「支部の会員の先生
で亡くなった方はいまのところはい
ない」とのことでしたので安心はし
ていたのですが，自分の目で御二方
の御無事を確認出来たのは，３月２０
日でした。４月３日（日）に二度目の
訪問をした際，赤間先生から「嫁さ
んがやっと見つかり岩手県で火葬し
てきた」という話を聞いたときに
は，なんと言ってお悔やみを申し上
げたらよいのか言葉が見つかりませ
んでした。

私よりも過酷で悲惨な経験をな
さった先生方は多々いらっしゃると
思いますが，私の場合，この震災が
無ければ一生経験することも無かっ
たろうということを投稿させていた
だきます。

地震があった時間，医院内には３
名の患者さんがいました。一人は男
性で会計をしている時でした。あと
の二名は女性で，一人はチェアに
座った時，もう一人はまさにこれか
ら治療を始めようとしていた時でし
た。揺れが少し弱まったのを見計ら
い，患者さんの無事と避難路の確保
を確認してから住まいに戻ったとこ
ろ，妻は居間のテレビが倒れないよ
うに必死に押さえていました。それ
を見て無事であったことに一安心し
ました。というのは，この時間帯に
妻は自宅で事務処理をしていて，机
の前には食器棚があり，もしその場
所に座っていたならば命も危うかっ
たろうという程に壊れた食器が散乱
していたからです。（後になってか
ら，「結婚前から少しずつ何年もか
かって集めた食器が一瞬で瓦礫に
なってしまった」と嘆いています）。
揺れはまだ続いていたのですが，妻
の無事を確認出来たので医院に引き
返しました。電気は止まっていたの
ですが，スタッフの携帯電話で津波
情報を知り，患者さんも歩いて帰れ

る距離でしたので，それぞれ帰宅し
ました。スタッフはいつもは３名い
るのですが，一人はお嬢さんの中学
校の卒業式で欠勤していました。出
勤していた二名はそれぞれ子供さん
を親に預けていたので，すぐに帰宅
させました（それがあとになってか
ら心配事の一つになりました。なぜ
ならば一人は東松島市，もう一人は
石巻の湊地区だったからです）。医
院内はごちゃごちゃになっていまし
たが，ガスと電源を確認し戸締まり
をして自宅に戻りました。妻は咄嗟
の機転で浴槽に水を貯めていまし
た。家中瓦礫だらけの様相で，怪我
をしない様にトレーニングシューズ
を履いて行動することにしました。
先ずは瓦礫の処理です。大きな段
ボールに三つほどの食器の破片を集
めるだけで夕方になり，暗くなった
のでやめることにしました。外に出
てみると家の前の道路は車だらけで
渋滞していて，隣の家のご主人が「津
波が来るから高台に避難しないと
…」とまさに車を発進させるところ
でした。すぐさま自宅に戻り妻と相

東日本大震災 ～私の場合～
石巻市 鈴 木 裕

（昭和５４年卒）
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談して車に非常時の持ち出しを積み
込み，手動で車庫のシャッターを開
け，いざ避難しようと道路の前まで
進んでみたものの，車の数は以前よ
りも増え渋滞の度合いが更に増して
いました。避難するのを止めにして
車庫の上の部屋で様子を見ることに
しました。というのは母屋にも二階
はあったのですが，車庫を母屋と繋
いで建て増しし，しかも鉄骨造りで
一番安全と思われたからです。一番
の心配事は娘の安否でした。仙台の
学校にいて，連絡のとれないまま
だったからです。時々外に出て様子
を見ても津波の兆候は無かったので
すが，夜遅くになってからじわじわ
と水が上がってきました。自宅の敷
地は道路よりも５０センチ以上も高く
なっているのに，未明には一部屋が
すっかり冠水し，車庫の車もタイヤ
半分程水没していました。一晩中続
く余震に怯えながら朝をむかえ，明
るくなった外の様子を窓を開けて見
ると，まるで「水の都ヴェニス」の
様相でした。道路には５～６台の車
が放置され水に浮いた状態で，それ
でも腰まで水に浸かりながらも行き
来する人がいました。午後になり少
しずつ水が引いてきた頃，外で「父
さん，母さん」と叫ぶ声が聞こえ，
あわてて外に出てみると，膝上まで
水に濡れながら娘が立っていまし
た。娘は仙台のクラスメートの部屋
に泊めてもらい，翌日車で自宅の近
くまで送っていただいたそうです。
徒歩で移動できるようになるのを
待って，他の状況を確かめるため国
道まで行ってみました。国道に出る
まで徒歩で３～４分程の緩やかな坂
道の両脇と中央には，車が隙間のな
いくらいぎっしりと駐車していて，
異様な感じがしましたが坂道を登り
きり国道に出て見えた光景に唖然と
してしまいました。国道から市街地
に通じる「中浦橋」を下ったところ

から先にある石巻工業港までの一直
線の道路は水に浸かり，あちこちに
車が折り重なり，橋の上や遊歩道に
は沢山の人々がいるわりには異様な
静けさがありました。あまりの光景
を目の当たりにし声も無く，ただた
だ茫然とするだけでした。涙が出て
きて止まらず，手で拭って急いで家
に戻り妻と娘に見てきた状況を話
し，我々家族がそろって生きている
ことは運が良かったこと，生かされ
たことに感謝し今後の生活はそのこ
とを念頭において行動することを確
認し合いました。３月１３日（日），震
災二日目になっても徐々にしか水が
退かず，家の外に出てそれをぼんや
り眺めていると，検死の協力を要請
する防災無線放送が聞こえてきまし
た。それを聞いて今の自分に出来る
事，しなくてはならない事が決まり
ました。私自身の自己満足でしかな
いことを妻と娘に説明し，二人は快
諾してくれました。次の日，３月１４
日の朝，妻は弁当を作って送り出し
てくれました。遺体収容所は山の上
にある石巻市総合体育館で，車では
通常１０分程度の距離でしたので，ガ
ソリンが走行可能距離１００km ぐら
いしか残っていなかったのですが，
自家用車で行くことにしました。目
的地までの光景は更に愕然とするも
のでした。道路には人があふれ，手
には長い棒を持ち，背中にはリュッ
クを背負い，まるで終戦後の様子と
オーバーラップしました。車道にも
歩道にも，民家にも商店にも車や瓦
礫が散乱し，道路は津波の後の汚泥
でぬかるんでいました。小一時間程
かかって到着しました。身分証明と
して日本歯科医師会会員のカードを
提示し，市の職員に検死会場に案内
してもらいました。関係者以外（ほ
とんどは警察官）は中に入れないよ
うにガードされたバスケットコート
２面程の体育館にはすでに数十体の

遺体が並べられ，警察官はそれぞれ
の役割に従って黙々と行動していま
した。歯科医師会の誰かがいるだろ
うとあたりを見回しましたが誰もい
ませんでした。そこで『自分は石巻
歯科医師会所属の歯科医師で鈴木
裕と申します。身元確認のお手伝い
にきました』と自己紹介しました。
担当の警察官が応対してくれ，検死
担当の医師を紹介してくれました。
その医師は偶然にも自分と面識があ
り，２０年ぶりの対面でしたが僕のこ
とを覚えていてくれて，そのおかげ
でその後の歯科的検死作業もスムー
ズに出来ました。僕のアシストとし
てＳさんという女性の鑑識官を付け
てくれました。自分は警察協力歯科
医師でもなく，講習会を受けたこと
も無い，普通の一歯科医師としての
立場で手伝いをしようと思ったので
最低限の準備をしただけでした。歯
科的検案が終わった後，身元確認遺
体と身元不明遺体とに区別され，歯
科的検案の対象は身元不明遺体にな
ります。デンタルチャートが必要な
のですが当然持参出来るはずもな
く，警察で使用するチャートを用意
してもらいました。S さんは講義を
受けた事はあるが，実践は初めてと
いうことで，二人で試行錯誤しなが
らの作業でした。

御遺体は人が一人立てるぐらいの
間隔で床に並べられているので，床
に座り込むか跨いで中腰の格好で口
腔内を調べなくてはなりませんでし
た。Ｓさんには歯式の「いろは」か
ら教えながら私の言うとおりに
チャートに記入してもらいました

（今振り返ってみると，はたしてあ
れで役に立てただろうかと反省と後
悔をしています）。ほとんどの御遺
体は損傷も少なく，津波による水死
のようでした。身元が確認された遺
体は顔が隠されていますが，身元不
明の遺体は顔だけがわかるように並
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べられているので眠っているかのよ
うですが，その顔に触れるとひんや
りと冷たく開口させるのも一苦労
だったので，S さんに「開口器」が
あるかをたずねたら探して持って来
てくれたので大助かりでした。震災
直後で当然照明など無く，窓から差
し込む太陽の明かりだけでしたが，
さすがに口腔内は暗く自分が用意し
たライトでは不十分でしたが，Ｓさ
んが用意したライトはコンパクトな
LED ライトで，しかも光軸を調整
でき，なによりも明るい「優れも
の」でした。３０分程の昼食後も休憩
を取ることもなく，警察官の皆さん
は仕事を再開しています。私たちも
暗くなるまでの時間しかないので，
ひたすらチャートを取り続けまし
た。暗くなる前には帰宅すると妻に
は話しておいたのですが，外はすっ
かり暗くなり午後７時を過ぎていた
ので第一日目を終了することにし，
明日はガソリンがあとわずかしかな
いので自宅まで迎えに来てもらうこ
とにして帰りました。外は真っ暗闇
で車のライトだけが頼りで，何とも
言えぬ恐怖心を感じながら周りに細
心の注意を払いながらも，早く家ま
でたどり着きたいと念じながらハン
ドルを握りました。家では妻がお湯
を沸かして待っていて（我が家はプ
ロパンガスで幸いにも無傷で，ス
イッチを復帰させたら火を使えた）
水と塩で「お清め」をした後に玄関
で着衣を脱いで袋に入れ，洗面所で
三日ぶりに身体を拭きました。前日

（３月１３日）から，震災当日に，お
嬢さんの卒業式のため欠勤していた
従業員の家族とその縁者，総勢７人
とペットの犬一頭を歯科医院のス
タッフ室と待合室それに玄関（犬専
用）に避難させていました。その従
業員の家は石巻工業港近くにあり，
勿論家は全壊，バラバラだった家族
全員の安否が確認でき，全員揃うこ

とができたのは三日後だったからで
す。この日以降，借り家に引っ越す
までの２週間，妻は１０人分の食事の
用意と，私が留守をしている間の采
配をとってくれました。

第二日目（３月１５日），朝８時半
に石巻警察署鑑識課のＴさんが自宅
まで迎えに来てくれました。「体育
館」までの道程は昨日と変わらず，
更に人が増えたようで一時間もかか
りました。御遺体の数は更に増え
１００体以上になっていました。今日
も自分以外の歯科医は見当たらず，

「やるしかない」と自分に言い聞か
せ，Ｓさんとチャートを取り続けま
した。１１時過ぎ頃だったでしょう
か，宮城県から派遣されたらしい歯
科医師５名が到着しました。東北大
学歯学部の先生と NTT 病院勤務の
先生からなるチームで，それぞれの
検案の所にも別のチームが派遣され
ているとのこと。しかも出発前に検
案レクチャーを受け，用具一式，弁
当まで持参で来てくれました。彼等
と一緒のバスで医科の先生も一名来
てくれたのですが，その医師は東京
から派遣されたそうで，なんと母校
法歯学教室の「花岡先生」と東京か
らの同じチームで宮城県入りしたこ
とを伺って，とても心強い気持ちに
なりました。

応援の歯科医師の先生方は宮城県
歯科医師会から渡されたデンタル
チャートを持参していましたので，
今後はそれに沿って検案を進めるこ
とになりました。午後になってから
石巻歯科医師会会員のＭ先生が来ま
した。Ｍ先生は宮城県歯科医師会か
ら派遣された身元確認班の一員とし
ての立場で来られたようで，石巻で
の検案状況を確認するとすぐに牡鹿
方面の検案所へ向かわれました。二
日目の検案は応援の先生方のおかげ
で，自分は身体を休めることができ
ました。というのも前述したように

床に並べられた御遺体を検案するの
で，腰痛が再発してきそうだったか
らです。その分，警察関係者，石巻
市の関係者とのいろいろな交渉役を
引き受けることにしました。雑用係
のようなものです。応援として派遣
される先生方は当日になってから派
遣場所や人数が決められるというこ
とでしたが，東北大学の一人の先生
は「私は明日も絶対お手伝いに来ま
すから‼」とおっしゃってくれまし
た。本当に有り難かったです。ボラ
ンティアで来てくれる先生方がいる
のに，地元の歯科医師が一人もいな
い状況にすることは自分としてはと
てもはずかしいことだと思っている
ので，「自分も勿論来ますので，ど
うぞよろしくお願いします」と返答
していました。応援の先生方は迎え
のバスを待って帰るので，自分は先
に帰らせていただきました。それで
も午後７時近くになっていました。
帰りの夜道は前日と同じに真っ暗闇
でしたが，一人きりで帰るのではな
く送っていただくということと応援
の先生方が来てくれたということ
で，ホッとした明るい気持ちでし
た。

第三日目，前日よりも早く体育館
に到着しましたが検案作業はもう始
まっていましたが，搬入される数の
方が多く２００体を超えました。身元
不明の数はそれほど増えていなかっ
たのと，応援の先生方が到着するま
でにはまだ時間がかかるので，鑑識
官の S さんには本来の仕事に戻っ
ていただくことにしました。応援の
先生方が到着すると（「明日も来ま
す」と言ってくれた先生も勿論来て
くれました）すぐに歯科的検案にと
りかかります。おかげで運ばれて来
たら検案するという状況でスムーズ
に進みました。床に並べられた身元
不明の御遺体の間に毛布ですっかり
包まれた小さなものが五つ並べてあ
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りました。身体の一部分が収容され
たものもあると聞いていたので，そ
れがそうなのかと思い検案をしな
かったのですがそうではなかったの
です。東京から花岡先生と一緒に来
た先生（Ｔ医師）が私のところに来
て，『実はあの毛布で包まれている
のは，幼稚園児の焼死体で，できれ
ば観てくれないだろうか』というこ
とでしたので，こちらの勘違いだっ
たことを説明しすぐに取りかかりま
した。（「遺体」というものを観る経
験といえば家族の場合とか，せいぜ
い学生時の解剖実習ぐらいで今回の
震災が無ければ，一歯科医師がこの
ような経験をすることは，一生無
かったと思います）報道でも何度か
取り上げられたので記憶されている
方もいると思いますが，石巻でも被
害が大きかった地域にある幼稚園の
バスが津波におそわれ，更に発生し
た火災によって焼死体となった園児
たちでした。毛布をそっと剥がしな
がら開くと真っ黒に炭化した小さな
御遺体でした。触れると崩れてきそ
うで，傷つけないように視診するだ
けで精いっぱいでした。なかには視
診すら出来ない状態の御遺体もあり
「検案不可能」と記入したチャート
もありました。

震災五日目になると全国各地から
のいろいろな応援が石巻に来てくれ
ました。体育館には「三郷市」の
ゼッケンを着けた６名の方がいて，
話を伺ったところ埼玉県三郷市の医
師会の先生３名と三郷市消防署の救
急救命士３名のグループと説明して
くれました。後になってから判った
ことですが，三郷市医師会会長自ら
がチームを結成し，自己完結型（食
料，就寝用テント，医薬品，その他
もろもろ）のボランティアとして石
巻まで来て応援してくれました。感
謝の気持ちでいっぱいです。三日目
は午後７時前には帰宅したのです

が，いろいろな応援に対する感謝の
気持ちと亡くなられた方々（特に幼
稚園児）への思いとが交錯した一日
でした。この日娘の携帯電話が千葉
県にいる息子とつながり，お互いの
無事を確認できました。また同期の
学友が大学を通じて息子に連絡して
きて私の安否を心配してくれていた
ことを知り，無事なことと感謝して
いることを伝えるよう頼みました。

第四日目，この日は私は検案に参
加することはほとんどなく，応援の
先生方が引き受けてくれました。腰
痛が悪化し杖無しでは歩行が難しく
なってきたからです。しかしこれま
で通りに，収容された御遺体は身元
確認も身元不明も総て確認すること
だけは続けました。自己満足のため
にはじめたことですが，もう一つの
理由として，あっては欲しくないこ
とですが，もし自分の患者さんがこ
こに収容され見つけることが出来た
なら，一刻も早く家族の方に知らせ
てあげたいと思ったからです。そう
いう意味で四日目は私にとってドラ
マティックな一日でした。身元不明
として並んでいた列のある番号（遺
体番号）の順番になり，顔を見ると
見覚えのある顔でした。口腔内を確
認するとまさしく自分の患者さんの
Ｓ・Ｋさんでした。すぐに係の警察
官に伝え，遺体番号を控えました。
ドラマティックなことはこれだけで
は無かったのです。遺体収容所とし
ての体育館には，家族や縁者を探し
求める人々が沢山集まっていました
が，収容しているコート内は関係者
以外立ち入り禁止区域で確認のため
に立ち入ることのできるのは一組ず
つでした。検案作業中に近づいた時
には中止して，確認しやすいように
していました。係の警察官に案内さ
れて一組の若い男女が入ってきまし
た。私のいる方に近づきながら説明
している言葉が耳に入り，とても驚

きました。「Ｓ・Ｋ」という名前
だったのです。立ち上がってそばま
で行き，「Ｏ・Ｍさんを知っていま
すか？Ａ・ＴさんとＡ・Ｙさんを
知っているＳ・Ｋさんのことです
か？」と尋ねました。Ｏ・Ｍさんは
以前私の歯科医院のスタッフで彼女
の紹介患者がＳ・Ｋさんだったから
です。Ａ・ＴさんとＡ・Ｙさんは御
夫婦でＯ・Ｍさんの御両親なので
す。回答はまさしくその通りでし
た。すぐに案内して確認してもらっ
たところ「間違いなく，父のＳ・Ｋ
です」という言葉を聞いて，私は思
わず「よかった」と言ってしまいま
した。自分の患者さんが震災の被害
に遭って亡くなるのは勿論つらいこ
とですが，一人でも身元確認が出来
て，お手伝いが出来て良かったと思
いました。四日目にもなると数が増
え３００体近くになりました。体育館
ではこれ以上収容しきれず，次の搬
入場所として「旧石巻青果花卉市
場」に収容し，３月１８日以降の検案
はそちらに移動することになりまし
た。石巻歯科医師会の警察協力医担
当の先生も検案に参加できるように
なったので，３月１８日は休ませてい
ただくことになりました。３月１９
日，「旧石巻青果花卉市場（青果市
場）」まで自宅から徒歩で２０分程な
ので歩いて行きました。その場所は
青果市場が今年の初めに他の場所に
移転したばかりで空いていて，体育
館など比較にならない程の収容面積
があり，しかも冷暗所と同じ環境な
ので収容された御遺体は長い間それ
ほど傷みもせず，検案する側にとっ
ても助かりました。ただそこも津波
の被害を受けた場所のため，地面に
ビニールシートを敷きそこに並べる
ので，歯科的検案は前にも増して過
酷な状況となりました。青果市場へ
は午前９時までには到着したのです
が，応援の到着はまだでした。それ
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で会場を一通り歩いてみたのです
が，医科的検案のブースは４～５に
増え発電機による照明設備もあり，
全国から応援に駆けつけた警察がそ
れぞれ分担するシステムが構築され
ていました。歯科はというと，医科
の検案ブースが増える毎に移動し，
デンタルチャート作成のための少し
ばかりの机と椅子が用意されている
だけで，照明設備も無ければ休憩を
とる場所もありません。後で聞いて
わかったことですが，昼食をとる場
所も無く前日は御遺体を前に食べた
ということを聞き，とても申し訳な
い気持ちでいっぱいでした。午前１１
時ごろには応援が到着しました。そ
の数も増え，２０名程になっていまし
た。この日以降おかげで私は裏方に
専念することにし，石巻市の責任者
に交渉して歯科のブースにも照明設
備を少なくとも３台，人数分のテー
ブルと椅子，そして昼食をとれる部
屋の確保ができました。また自分自
身杖を使わないと歩けない状況に
なっていたので，石巻市の責任者に
話したところ「石巻市緊急車両」と
印刷された用紙を提供してくれ，指

定のスタンドでガソリンを確保する
ことが出来ました。ガソリンは夜か
らしか供給されず，２～３時間待ち
で勿論自腹ですが，大変助かりまし
た。チャートが足りなくなった時に
は自宅に戻り，あるだけの用紙を集
めてコピーして間に合わせたり，警
察署から支給された飲み物が大きい
ペットボトルのため，患者さん用の
紙コップを取りに戻ったりと，自分
に出来る範囲でお手伝いをさせても
らいました。青果市場は相当な広さ
らしく，自分が検案の手伝いの最終
日になる３月２４日までの間に収容さ
れた数は１，０００を超えました。３月
２５日以降は，大変申し訳なかったの
ですが，自分の歯科医院再開のため
手を引かせていただきました。

これまで自分は普通の一歯科医師
としてのみのお手伝いだったのだか
らと自分自身に言い聞かせてきまし
たが，釈然としないものがあり，宮
城県歯科医師会の講習を受け，警察
協力歯科医師としての認定を受け，
石巻警察署の嘱託歯科医師として登
録しました。現在は自分に出来る範
囲で月に１～２回，身元確認のお手

伝いをさせて頂いています。９月２２
日現在，石巻市で収容された御遺体
は３，２３５体，亡くなった石巻市民は
２，６７１名，身元不明１５８名，行方不明
７５９名で，石巻市・東松島市・女川
町を合わせると９００名程が行方不明
となっております。これまで書いて
きたことは，職業上の知り得た事項
が多々含まれていますので，外部に
伝わらないように御配慮いただけれ
ばと思っております。

今回の東日本大震災に際して「自
衛隊」の方々には本当に感謝しま
す。被災者としてどれほど有り難
く，心強い存在となったことか。自
分が知り得た範囲ではありますが，
警察官の方々，全国各地からのボラ
ンティアの方々，そして東京歯科大
学の本校，同窓会，県支部同窓会，
同期会からの御支援，御見舞いに対
し，心から感謝申し上げます。本当
にありがとうございました。

ただ長いだけの文章になってしま
いましたが，私の場合の東日本大震
災について書いてみました。

２０１１年３月１１日午後２時４６分宮城
沖を震源とするマグニチュード
９．０の大地震が発生した。発生後数
時間で想定を超える巨大津波が沿岸
部を襲い多くの死者を出した。後に
東日本大震災と名付けられる私たち
の想像を絶するものであった。
２０１０年１１月２４日宮歯会館にて毎年

行われる宮城県歯科医師会身元確認

実習の昼食の席でお弁当を食べなが
ら宮城県警鑑識課課長伊東氏と身元
確認班班長江澤先生等と雑談中に

「この実習が何時か役立つ時が来る
のだなあ，出来ればそんな時が来な
ければ良いですね。」「いったいいつ
宮城県沖地震くるのか。」などと話
をしていた。毎年実習の昼食時には
こんな話をしていたと思う。私は数

年前から宮城県歯科医師会大規模災
害対策本部身元確認班に入ってい
る。この実習は宮城県歯科医師会の
呼びかけで宮城県警，宮城海上保安
部，東北大学などと合同に行ってお
りこれまで４回を数える。このよう
な事業を続けて行っている歯科医師
会は全国でもあまり例がないらし
い。近々来ると言われている宮城県

東日本大震災における身元確認
仙台市青葉区 駒 形 守 俊

（平成２年卒）
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沖地震への対応としては必要な事業
と言える。そして宮城県よりも先に
このような事業を行ってきた福島県
のチャートを参考にして独自に
チャートを作成し関係機関と連絡を
密にして，これまで連携を構築し深
めてきた。
２０１１年３月１１日午後８時停電で

真っ暗な家の中にいると玄関をドン
ドンと叩く音（停電でインターホン
が使えない）が聞こえた。何かと思
い急いで階段を降りて玄関を開ける
とそこには江澤先生が立っていた。

「今県警から連絡があり，明日９時
若林区体育館で検視をすることに
なった。３名集めなくてはいけな
い。先生いけますか？」という事
だった。わかりましたと答え明日の
準備などを聞き早速用意を始めた。
暗闇で部屋が滅茶苦茶な状態で仙歯
の帽子，腕章，名札などを探しバッ
クに詰め込んだ。余震が続く中ラジ
オを聞いていると各地の悲惨な情報
が入ってくる。荒浜では御遺体が
２００から３００体位浮かんでおりそこに
行く事も出来ない，気仙沼市は町が
火の海で消火活動も行われていな
い，南三陸町は町ごと無くなってし
まった…まさかと耳を疑う事ばかり
で余震でおびえる子供たちに大丈夫
だと慰めながらも私自身も大きな不
安の中にいたと思う。それから２時
間程経ち再び玄関を叩く音がし行く
とまた江澤先生が立っていて，場所
が利府のグランディに変更になっ
た。もう一名は身元確認班の柏崎先
生にやってもらう事になったので柏
崎先生の家まで私の車で行き翌日の
打ち合わせをした。このような災害
時の場合，通常の通信機器は停電や
通信規制でうまく機能しないため，
実際に歩いて現場に行くという原始
的な方法が一番有効であることを実
感した。ただ事故や二次災害に巻き
込まれる事もあるので充分な注意は

必要ではある。その晩は余震や翌日
の検視の緊張のためかなかなか寝付
けなかった。

翌３月１２日，忘れられない日に
なった。朝早く目が覚め，あるもの
で朝食をとった。寝不足のせいか頭
が重い。まだかなり大きな余震が続
いており今後どうなるかも予想もで
きない状況で家族を残し出かけるの
は非常に不安だったが，家内に

「行ってくる，子供たちを頼む」と
言い車に乗り込んだ。家内は「気を
つけて」と言って送り出してくれ
た。今まで家内にはあまり感謝した
事はないが，このとき何も文句も言
わずに出してくれた事だけは本当に
頭が下がる。グランディヘ向かう
道，信号が消えているので注意しな
がら運転をした。いたる所で地割
れ，建物が倒壊している。改めて今
回の地震の大きさを知る。予定より
早めに着くと駐車場にはすでにパト
カー，自衛隊車両が沢山停まってい
た。気を引き締めて中に入って行く
とそこには今まで経験した事のない
悲惨な光景があった。ブルーのビ
ニールシートの上に並べてあった御
遺体は，数としては一体いくつだっ
たであろうか？当然だが，このよう
な数の御遺体を一度に見たのは初め
てである。ほとんどの方が溺死で
あった。整然と並べられている御遺
体の間を抜け受付に行き警察関係や
医師会の先生方と挨拶し，打ち合わ
せを行い，早速３人で検視作業に取
り掛かった。まずは御遺体に対し合
掌し遺体番号を読み上げる。２人で
口腔内を見て１人がチャートを書
く。緊張のせいか足が震える。口腔
内は泥や砂，または海水で良く見え
ない。少しずつ汚れを落としながら
３人で作業を続けた。多くの方があ
まり外傷もなく苦しんだ顔をされて
ないのがわずかながらの救いだっ
た。ただただ無我夢中だったと思

う，恐怖心とかはあまり感じなかっ
た。非日常的な空間でしかも体育館
には時計がなく，時間的観念が無く
なってくる。もう何時間見たのだろ
うか？何人の方を見たのだろうか？
ゴム手袋を２枚重ねて行っていた
が，今まで冷たい海水の中に居たた
めか御遺体の顔はものすごく冷たい
…手がかじかんでくる。命を失った
温度というものなのか。気づいたら
昼をとうに過ぎ，休憩となり昼食と
なったが食欲がない。持ってきたカ
ロリーメイトをなんとか口に入れお
茶で流し込む。その間もどんどん御
遺体は運ばれてくる。１５分くらい休
んでまた始めた。午後も遅くなって
くると死後硬直のせいかだんだん口
が開かなくなる。傷つけないよう細
心の注意を払いながら開口器で口を
開け見る。外も暗くなってきて停電
で照明がつかない体育館の中は徐々
に暗くなってきた。数台の自家発電
機がブーンとけたたましい音を立て
て電気を起こし工事現場にあるよう
な丸い大きな電気スタンドに明かり
を灯した。あの広い中に数本の電気
スタンドでは薄暗い。さらに懐中電
灯で口腔内を照らしてはいるが良く
見えない。発電機の音でお互いの声
も聞きとりづらい，もし間違って歯
式をとってしまい身元が分からなく
なってしまってはと思うと責任は重
大である。３人で目を凝らし何度も
何度も確認しながら行った。御遺体
の中にはまだ１歳にも満たない赤
ちゃんや小学生くらいの子供もい
た。この子は何のため生まれてきた
のだろう？…この方は一昨日まで普
通に暮らしていたのに…なぜ？…何
も悪い事をしたわけでもないのに…
と，何とも言えないどこにぶつけて
良いのかわからない怒りや悲しみで
胸が詰まり，人間の無力さを痛感
し，理不尽ともいえる出来事に心が
消耗してきた。また頭痛がしてき
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た。今，何時だろう？家の方は大丈
夫だろうか？すこし時間が空いたの
で携帯電話を取り出した。その時は
すでに午後７時を回っていた。家に
電話をしたがやはり繋がらない。そ
れでもまだまだ御遺体は運ばれてく
る。いつまで続くのだろう？しかし
そんなことは言っていられない。み
んな必死に頑張っているのだから。
それでもみんなの顔に疲労の色が現
れてきた。８時半ごろか今日はこれ
で終了となった。また明朝９時に集
合となり外に出るとあたり一面真っ
暗だった。３月でまだ寒く車のフロ
ントガラスは凍りついていた。エン
ジンを掛け暖気しデフで氷を溶かし
ている間，ふと空を見上げてみると
一面に星が輝いていた。きれいだっ
た。こんな時に不謹慎かもしれない
がそう思った。こんなにきれいな星
空を見たのは生まれて初めてで，し
ばらく見ているとなぜか目から涙が
出てきた。多くの方がお亡くなりに
なりもう星になってしまったのか
と。

帰りは暗闇の利府街道を車を走ら
せたが，当然知っているはずの道な
のに信号も建物も看板も見えないた
め迷いそうになり，ナビをセットし
て帰宅した。

帰宅後，家族も無事で昼間はみん
なで後片付けや買い出しをし，子供
たちは疲れて寝ていた。家内がコン
ロで温かいうどんを作ってくれた。

本当に美味しかった。再び目から涙
が，そして「今日の事は今は聞かな
いでくれ，落ち着いたら話す」と
言ったら家内は何も聞かなかった。
後から江澤先生と話をした時，江澤
先生も奥様に同じようなことを言っ
たそうだ。

翌１３日朝またグランディに向か
う。空は青空である。今日は江澤先
生と２人である。午後には何人かの
先生が応援に来てくれる事となって
いる。それまで頑張ろうと自分を奮
い立たせ１人１人の御遺体を誠心誠
意を込めて見た。午後１時過ぎ頃
半澤宮歯副会長，大内宏文先生，
佐藤 勝先生，宮澤先生が来てくれ
た。正直ホッとした。引き継ぎをし
て私の本日の作業は終了した。

その後何回かグランディ，南三陸
町と行ったが，日に日に御遺体の状
態が悪くなってきている。このよう
な状況の中では指紋を用いた判定は
なかなか出来ず，DNA 鑑定も困難
な例も多くありデンタルチャートの
有用性が非常に高くなってきている
と思われる。また検視の結果を照合
するためには先生方からのカルテな
どの情報の提供が不可欠である。そ
のような時は是非御協力して頂くよ
うこの場を借りてお願いしたい。

現在は検視の他に，県警本部で毎
日夕方６時半頃から９時近くまで照
合作業や先生方から頂いたカルテ起
こし，さらにそれをコンピューター

にデータ入力を行い少しでも早く，
また多くの方の身元が判明し御遺族
の元へ帰れるようにと作業を行って
いる。私のような若輩者が偉そうに
言うわけではないが，今回のような
時に検視を含め色々な側面から歯科
医師として社会に貢献することによ
り，我々の職業の尊さを広く国民に
知らしめることができるのではない
かと思う。警察関係の方々と話をし
ても，こんなにも歯科医師の先生方
に協力して頂いてありがたいと感謝
の言葉ばかりである。警察庁による
と，現在もまだ宮城県では行方不明
者約２，４００名とまだまだ長い道のり
ではあるようだが，この検視活動に
より身元を確認できた人も大勢居
る。今まで御協力頂いた先生方には
深く感謝するとともに，引き続き御
協力を心からお願いし筆を置きた
い。
２０２１年３月１１日１０年前に大きな地

震があったが日本人みんな力を合わ
せて良くここまで復興したとニュー
スが流れている。それを聞き昔を思
い出している５５歳の自分が居る。あ
の時は僕らもがんばったよねと…。

なお，当時を思い出しながら書い
た原稿であるが記憶があいまいな所
や定かでない事があり事実と多少違
う事もあるかもしれないので，その
点はご容赦願いたい。

１０月号東日本大震災対策部会に掲載の宮城県の３先生（田島 守，伊藤英美子，小野 喬）と本号の宮城県の
２先生（鈴木 裕，駒形守俊）のご投稿は，宮城県支部「支部だより」に掲載予定のものを，支部長のご好意
により一部変更の上転載しております。貴重なご体験を同窓会報でもご紹介させていただきました。
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学 術

TDC 卒後研修セミナー２０１２のプ
ログラムが決まりましたのでお知ら
せいたします。

メインテーマは「科学の視（め），
信頼の技術」です。

私たち，歯科医療従事者には，国
民に対して最良の歯科医療を提供す
べき責任と義務があります。そのた
めには常に新しい情報を収集し，技
術を習得することを怠ってはなりま
せん。

しかし，玉石混淆とも言われる現
代の情報化社会において，エビデン
スの高い情報を選択し，それに基づ
いた知識と技術を習得するのは案外

難しいのではないでしょうか。つま
り，科学的根拠に基づいた情報を見
いだす視点を持ち，それに基づいた
技術を身につけるスキルアップが大
切になってきます。

さらに，歯科において重要な経験
値についても取り上げてみました。
臨床現場では，経験豊富な先人達が
多くの臨床経験を蓄積しています。
経験の蓄積は，エビデンスレベルの
高い論文となることは希ですが，決
して軽んじるべきものではありませ
ん。この蓄積は，これからの歯科界
を担う若い歯科医師にとって，大切
な教えや道標となるものと考えてお

ります。
このように，歯科の臨床において

は科学的な視点で選ばれたエビデン
スと信頼の技術力，そして経験値の
全てが必要不可欠となります。そこ
で TDC 卒後研修セミナー２０１２で
は，メインテーマを「科学の視，信

TDC卒後研修セミナー２０１２のご案内
TDC卒後研修セミナー２０１２

「科学の視，信頼の技術」
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頼の技術」と題して年間のプログラ
ムを企画しました。セミナー構成
は，先輩歯科医師の経験を生で得る
ことができるチュートリアル形式の
ベーシックセミナー，診療後に参加
しやすいよう夕方から開講されるイ
ブニングセミナー，日曜日にじっく
りと技術を身につけることができる
臨床実習セミナーを企画していま
す。どのプログラムも，比較的若い
歯科医師や経験値の浅い方向けに企
画してみました。講師やインストラ
クターから科学的根拠に基づいた知
識や技術，経験値を吸収するチャン
スです。

４月２２日（日）には，ベーシックセ
ミナー「初診の患者さんをどうみる
か？」～診察と検査の Point～を１
年の最初のプログラムとして開催し
ます。具体的な内容としては，初診
時に視るべきポイント，診査のコ
ツ，治療計画の立案までを，チュー
トリアル形式で考えていきます。

模擬チュートリアルを行うことに
よって，自分が気づかない点を
チューターや他の受講生から知るこ
とができます。初診時に視るべきポ
イント整理することで，治療計画が
確かな物になり，良好な予後を期待
することができるでしょう。また，
年間のセミナーテーマ，内容を含ん
だ症例を取り扱う予定となっており
ます。２０１２年の卒後研修セミナーの
テーマである「科学の視（め），信頼
の技術」を常に生かすためには，ど

うしたら良いかを理解することを主
眼におきました。

そして，忙しい毎日の中でも効果
的に知識を身につけることができる
セミナーとして，３つのイブニング
セミナーを提案します。６月２８日

（木）「有病者の歯科治療で何を注意
すべきか」～歯科治療時に医療事故
を起こす前に～，７月２１日（土）「最
新 重度歯周炎患者へのアプロー
チ」～プロービングだけでは分から
ない歯周炎病態の把握～，１０月２７日

（土）「開業医が取り組む摂食嚥下リ
ハビリテーション 入門編」～診療
室からはじめる口腔機能向上へのア
プローチ～の３回です。本学教授，
准教授と学術委員が講師を担当しま
す。木曜日，土曜日の夕方にお気軽
に受講されてはいかがでしょうか。

今回の臨床実習セミナーは，７月
２２日（日）に「細菌・抗体検査の実際
と歯周外科実習」～重度歯周炎患者
へのアプローチ～，１０月２８日（日）に

「たったこれだけ！MTM！」～タ
イポドントでマスターする基本の

「き」～を企画しました。両セミナー
とも，大学担当講座の医局員や学会
指導医・専門医・認定医を中心に実
習指導を行います。セミナーを通し
て基本的な技術を身につけることを
目的としています。

これまでご案内の TDC 卒後研修
セミナー２０１２年は過去にない企画と
して，若手同窓支援のための特別受
講料を用意しました。上記２つの臨

床実習セミナーの中から１つ，
２０，０００円割引で受講することができ
ます。詳細は本同窓会報に同梱の専
用申込用紙に記載されておりますの
でご覧下さい。東京歯科大学卒後１０
年目までの方を対象とした受講料を
割引する制度です。またとない機会
ですのでご利用下さい。

また，TDC 卒後研修セミナーで
はこの他に，基本技術のさらなるス
テップアップを目指した企画とし
て，昨年たいへん好評をいただいた
TDC インプラントセミナー・マス
ターコースを２０１２年も年間コースと
して開催します。講師陣は，本学の
誇る口腔インプラント関係のエキス
パートである，教授，准教授で構成
されております。講演と実習以外
に，講師陣と受講者によるオープン
ディスカッション，スモールグルー
プ・ディスカッションを行います。
症例検討を通してインプラント治療
のプロセスを理解し，統合的なスキ
ルアップを図ることができる画期的
なセミナー内容となっております。

インプラントを臨床で活用されて
いる先生方にとって，メーカーや代
理店主催の講習会，あるいはインプ
ラント学会指定の専門医コースとは
一味違うこのコースを受講され，イ
ンプラント治療を通して患者さんと
長く付き合い，信頼される医療を提
供していただければと思います。

以上，TDC 卒後研修セミナー
２０１２およびインプラントセミナー・
マスターコース２０１２についてご紹介
いたしました。是非とも，それぞれ
のプログラムをお手にとってご覧に
なり，ご検討の上ご参加下さいます
よう，委員一同お待ちしておりま
す。

TDC 卒後研修セミナー２０１２
プログラム委員長 髙橋潤一

学 術
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秋風も吹き始めた１０月最初の土・
日に，上記セミナーの最終回を取材
してきました。１０日間に及ぶマス
ターセミナーも残すところあと２日
で終了です。代表的なシステムの特
徴・手順などのテクニックは前回ま
でで既に終わり，最後の２日間は総
括と症例検討が行われました。

９日目の最初は武田先生による
「上部構造装着後のトラブルの対
応」「何のためのインプラント治療
か？」の講義でした。上部構造の経
年的変化への対応として，①上部構
造の咬耗，磨耗は必然的であり，さ
らに天然歯とインプラントのコンタ
クトポイントは離開すると考えてお
くべきである。②上部構造は，修理
可能な術者可徹式が原則である。
③ブラキシズムへの対処は必需であ
る。具体的にはナイトガードの使
用，咬合面の材質，フレームの形状
の工夫など。④メインテナンス時に
は咬合の変化に重点を置くべきであ
る。⑤力の受け皿となる脆弱な上顎
を優先したインプラント補綴を基本

とすべきである，と話されました。
続いて関根先生による「メインテ

ナンス」では，①押し付けない指導
②自発的に受けたくなるクリーニン
グ③担当医と相談，担当医に報告，
の３つをまとめとして話されました。

午後の講義は「最後に押さえてお
きたいポイント」と題して，飯島先
生，椎貝先生，武田先生，関根先生
の４先生が各３０分の時間で解説をし
ていただき９日目が終了しました。

最終日は，午前・午後に１症例ず
つ「実践的症例ディスカッション」
として４名の小グループに別れ，グ
ループディスカッション，発表があ
りました。臨床経験・インプラント

経験がそれぞれ違い，考え方やアプ
ローチ方法など色々な意見がこれか
らの臨床に大変役立つ内容でした。

最後に大山同窓会会長より終了証
が全員に授与され，記念撮影をして
全日程が無事に終了いたしました。

惜しみなく丁寧に指導していただ
いた先生方，周到な準備をしていた
だいた学術委員のご苦労があって終
了できた素晴らしいセミナーでした。
〔実習中の写真が同窓会ホームペー
ジ TDC セミナーインプラントマス
ターコース詳細に多数掲載されてい
ますのでそちらもご覧下さい〕

（取材・広報部 福井雅之）

卒研リポート２０１１
TDCインプラントセミナー

マスターコース最終回

学 術
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２０１１年１１月１７日に TDC ビル１３階
会議室にて同窓会卒後研修イブニン
グセミナー「iPad を使った患者さ
んとのコミュニケーション」が約９０
名の受講者を得て開催されました。

iPad（アイパッド）は，アップル
社によって開発及び販売されている
タブレット型コンピューターです。
２０１０年５月にソフトバンクモバイル
より発売され，現在は iPad２とな
りました。

このセミナーは当初３月２４日に開
催の予定でしたが，東日本大震災の
影響により延期になっていたもので
す。

講師として口腔科学研究センター
新谷益郎准教授が講演されました。
先生はまず，セミナーが８ヶ月間延
期になったことにより，ハード，ソ
フトともに大きな進歩を遂げ，臨床
現場で充分に利用する環境が整った
とのことです。

特に動画を自由に扱えることとな
り，また iCloud によりレントゲン
写真等のデータを一元管理をするこ
とが可能となり，他のデバイスとの
データの共用が容易になり現場での
有用性が高まりました。

では，iPad をどの様に取り入れ
ればよいでしょうか。先生は本講演
では臨床ですぐに使えるような歯科
専用のソフトウエアはまだ存在せ

ず，種々の汎用ソフトをアイデアを
駆使して活用し診療のすき間をう
め，患者さんの深い理解とコミュニ
ケーションのツールとして活用して
ほしいとのことでした。さらにソフ
トの進化は非常に早いので特にこの
場では特定のソフトは推薦せず，常
に新しいソフトの利用をリサーチす
ることが必要です。

ソ フ ト ウ エ ア は Mac の App
Store の１４万種類から導入できます
が，歯科関係のソフトは日本語で１９
種，英語を含めても約１３０種であま
り有用なものは見当たりません。

iPad を導入する目的は有用なイ
ンターフェースとしてチェアサイド
で電子カルテ，レセコン，画像管
理，予約システム等に利用すること
ですが，実際にはまだそのような歯
科用ソフトは存在しません。また，
現在完成している既存のシステムに
iPad を導入するのは極めて困難で
す。したがって専用ソフトにこだわ
らず，汎用のアプリケーションソフ
トを利用して，自分のニーズに合っ
たものを作り上げてゆくことが必要
です。最先端の情報端末として見る
のではなく，もっとプリミティブに
とらえてみましょう。

iPad の特長は
①凹凸がほとんどない。
②ワイヤレス（通信・電源）

③キーボード・マウスが不要
④タッチパネル
などが挙げられ，従来のパソコンに
比較して，軽く自由度が高く起動が
速く操作が簡単で，チェアサイドで
非常に使いやすくなっています。例
えば，既成のパンフレットを取り込
んだり，シャーカステンとしても利
用できますし，face time を利用し
てテレビ電話としてラボサイドとの
やり取りもできます。機器や薬品の
説明書をネットからダウンロードし
たり，スタッフの教育にも利用でき
ます。清掃・消毒はイソプロピルア
ルコールで清拭ができます。さらに
ジップロックの１ガロン用でラップ
して防水ができ，さらに滅菌バッグ
を滅菌し，これに入れることにより
手術現場でも利用できます。iPad
はゴム手袋をしていても問題なく操
作ができます。

どんなに優れたシステムでも簡単
でなければ，利用されなくなってし
まいます。その点 iPad は優れた資
質を持っているといえます。何より
も使っていて楽しいことが長期に利
用できることにつながります。ぜひ
工夫をしてよりよい自分に合ったシ
ステムを構築してほしいとのことで
した。（取材・広報部 小池 修）

卒研リポート２０１１
『iPad を使った患者さんとのコミュニケーション』

～臨床記録の保存と活用～

学 術
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母 校 だ よ り

第４３回東歯祭が平成２３年１０月２９日
（土）～３０日（日）の２日間にわた
り開催された。今年は井上高暢実行
委員長（３年）を中心に精鋭約２０名
の実行委員が一丸となって企画・準
備・運営にあたった。今年は穏やか

な天候に恵まれて，地元千葉に本拠
地を置く千葉ロッテマリーンズから
マー君ファミリーと公認チアリーデ
ングチーム：M☆splash‼が，じゃ
んけん大会やダンスショーや千葉西
高等学校吹奏楽部の演奏や近隣の児

童によるちびっこダンス等の参加協
力もあり東歯祭を盛り上げた。展示
部門・模擬店・お笑いライブも例年
通りの盛り上がりをみせ，２日間で
約２，５００名を動員した大学祭となっ
た。

第４３回歯学体は，日本歯科大学生
命歯学部が事務主管となって８月１
日（水）から８月１１日（木）まで関
東地方を中心に熱戦が繰り広げられ
た。今回の歯学体は，東日本大震災
で被災した大学に配慮して各部門の
順位は発表するが総合成績は発表し

ないことが決定されたが，各クラブ
とも連日手に汗握る好ゲームが展開
された。

本学からは，１８部門３０４名の部員
が各部門ごとに参加した。ユニ
フォームやキャップなどに「頑張ろ
う日本」のワッペンやシールなどを

身に着けて試合に臨み，震災の被害
を受けた方々を少しでも勇気づけよ
うと頑張った。

硬式庭球部・アベック優勝，バ
レーボール部・男子優勝，水泳部が
優勝に輝き，弓道部は３位となっ
た。

第 ４３ 回 東 歯 祭 開 催

第４３回全日本歯科学生総合体育大会夏期大会開催
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１．『武士の家計簿』の著者磯田
道史先生の大学院セミナー

「武士の家計簿」の著者茨城大学
人文学部准教授磯田道史先生講演の
大学院セミナーが１１月１０日（木）千葉
校舎第２教室にて開催されました。
磯田先生は近世から近代の日本史が
ご専門です。幕末明治の人材育成に
おいて，それぞれの藩における教育
の特徴と，なぜ薩摩が優れていたの
か？薩摩における「判断力を鍛える」
教育についてお話しされました。

２．磯田道史先生と高山紀斎先生
の血のつながり

磯田先生は今回の講演に先立ち東
京歯科のホームページを見て先祖の
名前が出ているところから高山紀斎
先生との関係に気がついたそうで
す。高山紀斎先生は叔父の磯田郡次
兵衛由道から儒学や素読を授かりま
したが，その郡次兵衛から５代後が
この磯田道史先生です。高山家につ
いてもその出自や，紀斎の育った下
級武士の厳しい生活環境についても
お話しされました。

また紀斎が討幕軍に加わったこと
が大学ホームページに載っています
が，明治元年に備前（岡山）藩の隊
列を外国人水兵が横切ったことによ

り起きた神戸事件で，紀斎の隊長で
あった滝 善三郎が責任を取らされ
切腹しています。この事件が紀斎が
外国で勉強しようと考えたことに影
響しているとも考えられるでしょう
ということでした。

３．会津藩の教育（六科六行八則）
とその限界

会津藩では，身分ごとに，すべき
こと，すべきでないことの道徳規準
をはっきり指定していました。これ

リクカリクギョウハッソク
が六科六行八則であり，藩士がな
るべき人間像，日々努めるべき行
動，してはならない８つの掟を決め
ました。人間とはこうだ，武士とは
こうだと形を決め，それを無批判に
受け入れることで紋切り型の答えを
する優等生を大量生産するには適し
ていたようですが，深い人間，面白い
人間は育ちにくいということです。

４．薩摩藩の郷中教育
ゴジュウキュウイク

それに対して薩摩では郷中教育と
いう藩校の中ではなく，一見粗野で
野蛮な教育を行っていました。詰め
込んで教えるのではなく具体的な実
践教育を行っていました。その中で
詮議といって先輩が後輩に質問す
る。例えば「石垣の上から，つばを
吐きかけられたら，どうするか」「中

に入り，つばを吐いた人間をとっち
める」と答えたものは不心得とされ
ます。そこで「平然と通る」と答え
直すと心がけが良いと先輩は褒める
が，「石垣のそばを通るから無礼に
あう。道の真ん中をあるくようにし
ろ。」と付け加え，「その知恵をもっ
て油断なく日常の一挙手一投足を考
えよ。」このような思考を何千回も
繰り返す訓練により的確な判断力が
養われ，西郷隆盛や東郷平八郎を生
んだというのです。

５．判断力の練磨と現代

磯田先生は子供に「もし，こうな
ら」と想定して考えさせる判断力練
磨の教育が，現代において最も重要
と考えています。原発事故の想定外
にもしっかりと判断できることが大
事だということです。

尤も臨床の諸問題も同じと考えま
す。臨床では思いもしないことが起
きます。その時にどうしたら良いの
か，そしてどのように考えることが

「石垣のそばを通らない」日常の臨
床を行うことになるのか，「訓練」
することはまだまだ多いようです。

（取材・広報部 三友和夫）

第第３３３３５５回回大大学学院院セセミミナナーー

幕幕末末明明治治のの人人材材育育成成――会会津津，，薩薩摩摩，，高高山山紀紀斎斎

磯磯田田道道史史先先生生

母校だより
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支部のうご き

東京地域支部連合会

城南ブロック連絡協議会
平成２３年７月３０日（土），渋谷エク

セルホテル東急において，東京城南
ブロック役員協議会が開催されまし
た。城南ブロックは，品川支部，荏
原支部，目黒支部，大森支部，蒲田
支部，世田谷支部，玉川支部の７つ
の支部で構成され，各支部より２０名
余りの参加がありました。

世田谷支部の加藤孝信副会長の司
会で，先ず矢﨑秀昭東京地域支部連
合会会長のご挨拶，続いて臼井文規

広報担当理事から，本部機構改革，
ならびに会則の変更についてお話が
ありました。

次に，世田谷区歯科医師会の濱上

弘晴専務理事より，公益社団法人の
認可についての説明がありました。
世田谷区歯科医師会は，すでに公益
社団法人として認可されています
が，そこに至るまでの問題点や，そ
の対処法など，同窓会ならではの
突っ込んだ説明をしていただけたと
思います。時間の関係で最後になっ
てしまいましたが，各支部長より支
部の近況報告をしていただきまし
た。各支部共通の悩みは，若い先生
の入会が少なく高齢化が進んだこ
と。また，入会しても色々な活動に
なかなか参加していただけないとい
う事でした。多くの先生，特に若い
先生方の参加よろしくお願いいたし
ます。 （石井孝典 記）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２４年

２月５日（日）
午後２時３０分～

午後５時

「歯科医に必要な摂食・嚥下の解剖
学」（仮題）

井出吉信教授
（東歯大解剖学講座・学長）

ホテルボストンプラザ草津
草津市西大路町１－２７

TEL ０７７－５６１－３３１１

滋賀県支部
連絡先
担当・尾松素樹

TEL ０７７－５２２－３２１０

支部会員
同窓会員
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関東地域支部連合会

平成２３年度総会
平成２３年９月３日（土），甲府市「常

磐ホテル」において関東地域支部連
合会の総会が，山梨県の当番県のも
と開催されました。金山 昇山梨県
支部庶務理事の司会で，三木正夫山
梨県支部副支部長の開会の辞で始ま
りました。大森淨二関東地域支部連
合会会長の挨拶では，大型台風が関
東地方に上陸中で開催も危ぶまれる
なか，なんとか大きな交通の混乱も
なく無事に来県していただいたこと
への感謝の意が述べられました。来
賓として大山萬夫同窓会会長，金子
譲理事長，三塚憲二山梨県歯会長を
お招きし，それぞれ祝辞をいただき
ました。続いて大森支部連合会長の
議長のもと，報告として井出吉信学
長から大学の水道橋移転に関する現
状と今後の予定，入試と国家試験の
現状などを，髙橋義一同窓会専務理
事より同窓会改革，寄付のお願いな

どが報告されました。また総会に先
立ち行われた支部長懇談会の報告

（大規模災害時における関東地域支
部連合会所属支部の連携体制につい
てなど）が大森連合会長から，会務
報告が金山庶務理事からあり，議事
においても各議案とも承認されまし
た。そして次期当番県である加藤木
健神奈川県支部連合同窓会長の挨拶
があり，渡辺冨裕山梨県支部副支部
長の閉会の辞で総会を終えました。

記念講演会は帝京大学山梨文化財
研究所所長・萩原三雄先生に「武田
信玄，人と政策」という演題でご講

演していただきました。
懇親会は渡辺 順山梨県支部理事

の司会のもと，来賓の関 泰忠同窓
会副会長にご挨拶をいただき，金山
公彦山梨県支部顧問の乾杯で幕を開
けました。今年は大震災のため，本
来ならば参加して下さった先生方に
差し上げる記念品分の予算を義援金
として同窓会に寄附させていただき
ましたとの報告がありました。お酒
も入り和やかな雰囲気の中，各県の
先生方が交友，歓談し盛会のうちに
お開きとなりました。

（阿久津 仁 記）

支部のうごき
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信越地域支部連合会

平成２３年度信越地域支部連合会総会
長野県連合会総会

平成２３年１０月１日（土）諏訪市の
ラコ華乃井ホテルにおいて，東京歯
科大学同窓会信越地域支部連合会総
会，長野県連合会総会が開催され，
新潟県支部８名の会員を含め５３名が
集まった。

総会に先立ち午後１時３０分より支
部長会が行われ，同窓会本部の機構
改革について臼井常任理事より説明
があり，各支部長からもご意見を頂
き，将来の方向性について話し合い
がもたれた。

午後２時３０分より長野県連合会総
会が開催され，会務報告，２２年度会
計報告などが行われた。午後３時よ
り信越地域支部連合会総会が開催さ
れ，来賓として同窓会本部より副会
長片倉恵男先生，常任理事臼井文規
先生，大学より理事長の金子 譲先
生，水道橋病院歯科麻酔科准教授
福田謙一先生をお迎えした。池田
守人連合会長の挨拶の後，東日本大
震災の被災者並びに物故会員に対す

る黙祷を捧げた。理事長の金子 譲
先生から，「私学教育の改善・充実
に関する調査研究協力者会議，第一
次報告を踏まえたフォローアップ状
況」に関して，各大学の基礎データ
を示しながら東京歯科大学の現状の
説明があった。同窓会副会長の片倉
恵男先生より，同窓会の会務状況の
報告，常任理事の臼井文規先生よ
り，東日本大震災における，同窓会
の活動，震災時における同窓会の
HP の活用などのお話をいただい
た。また，本学学長の代理として，
福田謙一先生からは，本学水道橋移
転に関する進行状況の説明，歯学部
に入学する学生を確保するための活
動報告があった。

引き続き記念講演が行われ，歯科
麻酔科准教授の福田謙一先生に「歯
科医院における痛みの管理」－診
断・治療に困惑する痛みへの対応－
と題して，ご講演いただいた。痛み
のメカニズム，痛みの伝導路，関連
痛，歯原性歯痛，非歯原性歯痛の鑑
別方法，診査診断，治療方針の重要

性を解説していただいた。
日常臨床の中で，頻繁に遭遇する

痛みに関する知識をより深めること
ができた講演であった。

講演終了後，記念写真撮影を行
い，懇親会が開催された。懇親会で
は，地元諏訪市歯科医師会会長落合
公昭先生にご臨席賜り，大変盛大で
有意義な会となった。今回はアトラ
クションとして「ジャンケン大会」
を企画し，賞品には地元諏訪産の松
茸を用意させていただいた。熱戦？
の末，新潟県支部長の高垣順吉先生
が見事優勝し，豪華賞品を手に入れ
た。

翌日２日には，蓼科三井の森ゴル
フ倶楽部にて，親睦ゴルフコンペが
行われた。

天候にも恵まれ，参加された多く
の先生方は，素晴らしいショットを
披露していた。優勝は中田金一先生

（中信支部），準優勝は石川久磨先生
（新潟県支部），３位は雫田和成先生
（東信支部）だった。

（矢嶋幸弘 記）
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東海地域支部連合会

平成２３年度東海地域支部連合会総会
（三重県支部担当）

平成２３年９月１１日（日）午後１時よ
り四日市都ホテルに於いて平成２３年
度東海地域支部連合会総会・記念講
演および懇親会が開催されました。

ご来賓として大学より井出吉信学
長，同窓会本部より矢﨑秀昭副会
長，髙橋義一専務理事，島村 大常
任理事，宮田 保地区理事，峰 正博
三重県歯科医師会会長，記念講演講
師として郷土史家の川崎記孝氏をお
迎えし，静岡・愛知・岐阜・三重の
会員を含め６０名が集いました。

総会は大矢副支部長の司会のもと
加藤副支部長の開会の辞，柘植連合
会会長の挨拶，物故会員への黙祷，
ご来賓の紹介・挨拶と進んだ後，
武藤章美先生を議長に選出し報告・
議事が行われました。髙橋専務理事
より同窓会本部報告，特に同窓会改
革についての報告をして頂き，続い
て三重県支部鈴木の庶務報告，岐阜
県支部会計萩野 賢先生の会計報告
を経て，次期当番県として静岡県を
満場一致で決定，太田昭二支部長が
挨拶をされました。次期総会は新し
い試みとして各県会員の利便性を考
え開催場所を名古屋のマリオットア
ソシアホテルにするとのことでし
た。また今年３月には未曾有の東北
大震災・福島原発事故があり，被害
を受けられた同窓の先生方へ「微力
ながら協力したい」との柘植連合会
会長の提案に賛同を頂いたため，総

会や懇親会の装飾・余興などの費用
をできる限り抑え「東海地域の同窓
の有志」からの義援金として矢﨑副
会長にお渡ししました。

記念講演は辻先生を座長に「家康，
伊賀越えの逃避行」と題して川崎
記孝氏にご講演頂きました。「絶体
絶命・危機迫る逃避行の中にも各土
地土地での手助けがあり三河への進
路が開けていく…それは家康の人物
によるところが大きい」と現代の
我々への家康からの教示のように感
じられました。

続いて大変お忙しい中，北海道よ
り駆けつけて下さいました井出学長
に挨拶と大学現状報告，特に大学移
転についてお話をして頂きました。

会場を移しての懇親会は青副支部
長の司会のもと峰三重県歯科医師会

会長より挨拶をして頂いた後，三重
県支部最高齢の楠崎 渥先生の乾杯
の音頭で始まり，楽しいひと時をす
ごし校歌斉唱で盛況のうちに終了し
ました。

これからも会員が末長く交流を深
め，健康で集えますことを願ってや
みません。最後に会員の先生方のご
協力に感謝いたします。

（鈴木康之 記）
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北陸地域支部連合会

平成２３年度学術講演会・総会
本年度の北陸地域支部連合会学術

講演会・総会は，母校より小田 豊
歯科理工学講座教授，同窓会本部よ
り大山萬夫会長，宮地建夫副会長，
髙橋義一専務理事，宮本宣良北陸地
域支部担当理事をお迎えし，去る１０
月１日（土），富山県支部が当番県と
して４９名の参加を得て富山市の名鉄
トヤマホテルにて開催されました。

学術講演会は，『最近の歯科材料
を解き明かす』というタイトルで，
小田歯科理工学講座教授にご講演い
ただきました。

CAD/CAM システムによるジル
コニアセラミックス，ファイバーポ
スト，ノンクラスプデンチャー，チ
タンクロム合金など，最近の歯科材
料について内外の研究成果が示さ

れ，客観的分析のもと私達にも分か
りやすく説明され，今後の臨床にも
大いに役立つ有意義な講演会となり
ました。

引き続き行われた総会では，物故
支部会員７名の先生方に黙祷を行っ
た後，大山会長，宮地副会長からご
挨拶を，小田教授からは大学近況報
告を，髙橋専務理事からは同窓会近
況報告をしていただきました。

髙橋専務理事は，特に若い年代の
同窓生には，全国の各支部において
積極的に同窓会活動に参加してほし
いとお願いをされました。

次に金川直博富山県支部長を座長
として議事に移り，北陸地域支部連
合会の次期会長に石川県支部長の
加藤成俊先生を選出，全会一致で承
認されました。

また，議事終了後に，原発事故に
より福島県で被災され，現在福井県
にお住まいの同窓生・川崎良輔先生
が挨拶され，同窓会からの支援に対
し感謝の意を述べられました。

最後の懇親会は，大山会長，小田
教授のご祝辞，宮地副会長による乾
杯のご発声の後，一同思い思いに時
が過ぎるのも忘れ歓談の輪が広が
り，福井県支部の三宅淳一先生がソ
ングリーダーとなって全員による校
歌斉唱を行い，宮本理事の万歳三
唱，山崎安仁富山県歯科医師会副会
長の閉会の辞でお開きとなりまし
た。

次回は，平成２５年に石川県が当番
県となって，金沢市で開催の予定で
す。 （高橋正志 記）
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九州地域支部連合会

平成２３年度総会・懇親会
平成２３年１０月１５日（土）九州地域支

部（８県）の連合会総会が，大学よ
り髙野伸夫千葉病院長，同窓会より
矢﨑秀昭副会長，髙橋義一専務理事
をお招きして，約５０名の同窓会会員
の出席で開催された。

会場となった京華園は，長崎市新
地中華街の入り口に位置し，異国情
緒豊かな場所のひとつである。

総会は，髙野伸夫先生の同級生で
もある長崎県支部の溝越 孝先生の
開会の辞で始まり，本年度逝去され
た会員に対して弔慰の黙祷，渡邊
修志長崎県支部長の挨拶に続き，来
賓の先生方のご挨拶となり，先ず
矢﨑秀昭副会長のご挨拶，次に髙橋

義一専務理事による会務報告がスラ
イドを交えて行われた。若手同窓会
員の減少が深刻な問題であり，同窓
会離れをいかに食い止めるかが重要
課題となっており，魅力ある同窓会
作りを目指して，同窓会改革をすす
めているとのことでした。更に，東
日本大震災で被災された会員の状況
報告と同窓会からの支援状況の報告
がありました。来賓の最後に髙野
伸夫教授による大学の現況報告が，
同じくスライドを交えて行われた。
病院の経営状況，入試，国家試験の
合格率，水道橋校舎新築工事の進捗
状況，水道橋病院の改修計画等々多
岐にわたり詳しく説明して頂いた。

お腹もそろそろすいて来たころ，

新垣元洋沖縄県支部長のご発声で乾
杯し，懇親会が始まった。海鮮中心
のヘルシーな料理をいただきながら
お酒を酌み交わし，日頃なかなかお
会い出来ない先生方との旧交を深め
ることが出来た。宴もたけなわと
なった頃，時間が来てしまい，次期
開催県の緒方 進熊本県支部長のご
挨拶，校歌斉唱，中根俊吾元同窓会
副会長（熊本県支部）の万歳三唱の
後，長崎県支部の谷脇伸彦先生の閉
会の辞で一次会はお開きとなった。
その後の二次会も多数の参加があ
り，盛会のうちに終わらせる事がで
きた。その後は三々五々，夜の長崎
を堪能したのは言うまでもない。

（渡辺芳明 記）
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神奈川県支部連合同窓会

９月１１日（日）に，本年度の会員家
族レクリエーションが行われた。今
回は震災の影響を考慮して遠出せず
に，屋形船を貸し切り，お笑い芸人
チャッピーをゲストに招いて，もの
まねショーを楽しみながら食事をす
るというエコな企画を催した。

ここ数年，８月第１週の大変暑い
中で実施していたため，「今年は少
し涼しくなってから」という声も多
く，９月に日程をずらして設定した
が，参加者一同の日頃の行いが良い
せいか，３０度を超える絶好の行楽日
和であった。そんなわけで，お昼の
集合時間には汗を拭きながら，みな
とみらいのぷかり桟橋に全員集合し
た。１２時半の定刻に，屋形船は３０名
の参加者を乗せて桟橋を出航。ほど
なく，ポイントに到着してイカリを
おろし，漁師料理による懇親会を開
始した。新鮮な刺身，揚げたての天
ぷらに舌鼓を打ちながら和やかに３０
分余りが経過したところで，チャッ
ピーが登場。

テレビのものまね番組の常連で，
活躍中のチャッピーが，まずは十八
番の美川憲一「さそり座の女」で

オープニング。２０年近くの芸歴を持
つチャッピーも屋形船での芸の披露
は初めてということで，ハプニング
も続出。なにしろ，屋形船は天井が
低く，美川憲一バリのエリマキトカ
ゲのような羽？が天井に引っかかる
ため，中腰を余儀なくされて汗だく
になるチャッピーに皆爆笑。マイク
の入りが悪かったり，エアコンが効
かずに汗で化粧が落ちていく状況に
もめげず，芸人魂を見せるチャッ
ピー。「和田アキ子」，「ものまねク
イズ」，「桑田佳祐」，最後は「つん

く」と次から次へと繰り出すものま
ねオンパレードに参加者一同，感心
する者，大笑いする者，ほぼ最年長
に近い NY 先生の新たな一面を発
見しつつ笑い転げる者ありと，実に
中身の濃いアンコールまで１時間の
ものまねショーを堪能した。

残りのわずかな時間を湾内遊覧し
た船は２時半に帰港し，下船後桟橋
で集合写真を撮影して解散となっ
た。 （川越元久 記）
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群 馬 県 支 部

平成２３年度定時総会
平成２３年度群馬県同窓会定時総会

が，平成２３年７月９日（土）午後３時
より伊香保の千明仁泉亭に於いて開
催されました。

来賓として，同窓会本部より副会
長の片倉恵男先生，同窓で群馬県歯
科医師会会長の村山利之先生をお迎
えしました。

真下泰彦副会長の開会の挨拶が行
われ，次に，清見能久同窓会会長よ
り挨拶が行われ，総会においての慎
重審議，学術講演会での研鑽につい
てお話がありました。

次に，顧問の武安一嘉先生より挨
拶が行われ，東日本大震災の被災さ
れた方々に対するお見舞いの言葉と
川越文雄前県歯会長に労いの言葉を
いただきました。

続いて，来賓の片倉恵男先生より

挨拶が行われ，東日本大震災につい
ての同窓会本部の対応や支援の現況
についてお話をいただきました。

次に，群馬県歯科医師会会長を四
期１１年間務められた川越文雄先生
に，県民の歯科保健向上に尽力され
た功績を称え，特別表彰として賞状
と記念品が贈呈されました。

次に，平成２３年４月から総会まで
の庶務報告が行われました。次に，
総会議長に山口保男先生が選出さ
れ，平成２２年度事業報告，一般会計
および福祉共済部会計決算が議題と
して提出され，全て満場一致で可決
承認されました。

次に来賓の群馬県歯科医師会会長
の村山利之先生より挨拶が行われ，
県歯会長就任の報告と抱負について
お話をいただきました。そして，
引田正俊副会長より閉会の挨拶が行

われ，総会は無事終了しました。
引き続き，同会場にて学術講演会

が行われました。講師には本学の名
誉教授の山田 了先生をお迎えし，

「歯周病治療の現在と未来」という
演題で行われました。歯周病におけ
る病因論の変遷とそれに伴う歯周病
治療の進歩についてのお話，特にそ
の中でも今後の発展が期待される
ティッシュエンジニアリング（組織
工学）を用いた再生医療の現状と未
来について詳しくお話していただき
ました。

学術講演会終了後，記念撮影を行
い，正木光児先生の乾杯のもとに懇
親会を開宴しました。終始なごやか
な雰囲気の中で，お互いの親睦を深
め合い，最後に校歌を斉唱してお開
きとなりました。 （三丸 潔 記）

支部のうごき

44



横浜鶴見支部

鶴見東歯会会員旅行
９月１８日（日）から１泊で１０名参加

のもと菊池 誠先生の還暦のお祝い
会を兼ねて箱根方面に出掛けた。

午前１０時１７分。踊り子１１５号の発
車と同時に缶ビールをプシュ，ワイ
ンのコルクをクイクイと抜き車中宴
会開始。鶴見からひと駅戻って川崎
から乗車しても小田原まで４５分の短
い宴会時間。「えっもう大船？」「お
い平塚だよ。もう一本急いでワイン
開けちゃおう」つまみもろくに口に
入れる暇もなく早くもほろ酔い。

小田原からは箱根登山鉄道に乗り
換え，箱根湯本に向かった。

正午に箱根湯本着。徒歩で吉池旅
館内にある「ステーキハウス吉池」
へ。窓からは緑豊かな庭園を眺める
ことが出来るが，食いしん坊の我々
は極上の特撰牛にしか目が行かな
い。早速，カウンターに座り，生
ビールで乾杯。シェフによる炎のパ
フォーマンスとともに目の前で一口
大に切り分けてくれたステーキは噛
むたびに旨味と肉汁が口の中いっぱ
いに広がりまさに至福の味であっ
た。
１５０g のステーキをぺロリと平ら

げ，ワインを飲みながら談笑してい
ると，まだ物足りなそうな顔がちら
ほら。結局２５０g のステーキを追加
する者もいて２時間近く食べて呑ん
で満腹。お次は睡魔に襲われ，予定
していた「平賀 敬美術館」の見学
も中止し旅館に直行した。

登山を趣味とする菊池先生と森田
正純先生は，「これだけ食べちゃっ
たから運動せねば」と箱根湯本（標
高１０８m）から宮ノ下（標高４４８m）
まで山登り。電車組は吊革につかま
りながら睡魔と闘い，電車はスイッ
チバック（険しい斜面を登るために

ある方向から概ね反対方向へと鋭角
的に進行を転換するジグザグに敷か
れた線路を走る）しながら箱根の山
を登り宮ノ下へ。

電車組とほぼ同時刻に登山組も無
事に宿泊先の宮ノ下温泉「武蔵野別
館」に到着。早速，露天風呂につか
り疲れを癒した。

お祝い会は午後６時３０分より８０畳
もの大広間を貸し切って開催され
た。はじめに佐藤秀夫会長が挨拶し
た後，本年めでたく還暦を迎えられ
た菊池先生にお祝い品の贈呈が行わ
れた。大のワイン党である先生には

「カロンセギュール」なるフランス
高級ワインが贈られた。先生は「頂
いたワインをぜひここでみんなで味
わいたい。形には残らなくても素敵
な記憶として残れば最高だ。」と謝
辞を述べられた。

グラスにお祝いのワインが注がれ
たところで，大庭靖士先生の声高ら
かなる乾杯でお祝い会が始まった。

それに合わせ，綺麗処もお祝いに
駆け付け，宴席に花を添えた。

温泉のみならず，料理にも定評が

ある老舗旅館だけあって相模湾の新
鮮な海の幸や箱根，伊豆の山の幸を
吟味した懐石料理はどれも美味し
く，祝い酒が益々進んだ。

途中，お祝いメッセージが披露さ
れた後，参加者より一言ずつお祝い
の言葉が述べられた。菊池先生はワ
イングラスを離すことなく，嬉しそ
うに聞き入っておられた。

カラオケでは，主役の菊池先生は
グラスをマイクに持ち替え熱唱。ダ
ンスも加わり大いに盛り上がった。

２次会は全員揃って部屋呑み。鶴
見東歯会の昔話とこれからの展望に
ついて夜遅くまで語り合った。

翌朝は朝食後，自由解散となっ
た。 （宇佐美貴弘 記）
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ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

鉄道，ガス灯，電気，電信，電
話，消防，ビール，アイスクリー
ム，パン，ホテル，クリーニング，
街路樹，新聞，上下水道など皆，米
国からの舶来で横浜発祥のものばか
りで，実は西洋歯科医学も横浜が発
祥の地なのです。

従来，W.C.Eastlake（１８３４～８７）
（米国）は開港直後の１８６０年（万延
元）より３回来日し，日本で最初の
西洋歯科医学を横浜で実施した歯科
医師で，開業した所が居留地１６０番
地（現，山下町１６０番地関帝廟南側）
と云われてきました。しかし松本
康博先生のその後の調査で１８６０年に
米国を出発したイーストレーキは，
昆虫や貝の採集が目的で，日本では
なく香港に渡り，１８６５年（慶応元）
来日し最初に開業した所は居留地
１０８番地（現，山下町１０８番地，中華
街媽祖廟近くホテル赤い靴前），２
回目は同１６番地（現，マリンタワー
東側），３回目が同６６番地（現，マ
リンタワー南側本町通）であったこ
とが明らかになりました。各々の滞
在期間は短いのですが，２度目の来
日以降，長谷川保兵衛や安藤二蔵ら
が弟子入りしています。

次いで１８７０年（明治３）にペンシ
ルベニア歯科医学校を卒業した St.
G.Elliott（１８３８～１９２４）が，居留地
５７番地（現，イタリー料理ローマス
テーション近隣）で１８７４年（明治
７）まで開業しました。このエリ
オットには大分県中津藩出身の小幡

英之助が慶應義塾で英語を修得しそ
の後医学を学んだ弟子入りして歯学
を勉強し，正式な医術開業試験に合
格し医師となり『歯科』を標榜して
開業した最初の日本人でした。エリ
オットの診療所では小幡の他，日本
初の歯科技工士となった松岡万蔵も
居り，木戸孝允，西郷従道の歯科治
療をしたようです。

その後，ハーバード大学歯科医学
校を卒業した H.M.Perkins（１８３７～
１８８２）が来日し，エリオットの診療
を引き継ぎ居留地７２番地で開業，後
に７５番地（現，重慶飯店ローズホテ
ル横浜北側）へ転居して１８８１年（明
治１４）まで診療しています。この
１８８１年に，カリフォルニアで歯科医
学を学び米国歯科医師免許をとり，
銀座で開業した本学創始者高山紀斎
先生が『保歯新論』を著していま
す。この頃パーキンスにスカウトさ
れた商社員の西村輔三は，パーキン
スの通訳をしながら学び歯科医師に
なっています。パーキンスはその後
の日本の歯科界を担う，林 譲治，
黒田虎太郎，関川重吾，渡辺晋三，
佐藤 重らを育て，彼らは皆横浜で
開業しています。愛知県三河出身の
榊原勇吉（榊原悠紀田郎先生父上）
や私の祖父今村鷹次郎も丹波篠山か
ら上京し，本学で勉学し横浜での盛
業を夢見て開業した人たちでした。

このように明治の西洋歯科医学
は，現在の中華街周辺山下町などの
関内外人居留地で開花したのでし

た。しかし当時の居留地には中国か
らの華僑は十数軒しか店を開いてい
ませんで，料理店はほんの数件でし
た。現在の賑やかさとは隔世の感で
す。（現在中華街には６２０の店と２２６
軒の中国料理店が開業しています。）

今春，この明治から大正の黎明期
の歯科事始について，日米和親条約
締結の旧跡地に現在ある横浜開港資
料館で『痛っ 歯が痛い 歯科医学
の誕生と横浜』展が開催されまし
た。（終了後，展示物の一部は神奈
川県歯科医師会「歯の博物館」に移
設されています。）また余談です
が，大正１０年の関東大震災のお折は
横浜も壊滅的な被害を受けました
が，先人たちは弛まぬ努力をされ復
興し，今日の横浜の繁栄に至ってい
ます。現在の山下公園はその震災時
の市内の瓦礫を集積して埋め立てて
できた公園です。

皆様，横浜にお出ましの際は，西
洋歯科医学発祥ゆかりの地を散策し
て頂きながら，中華街・山下町で美
味しいお料理に舌鼓を打って頂けれ
ば幸いです。

（昭和５４年卒 今村嘉宣）

写真は巻頭カラーグラビアに掲載しています

「西洋歯科医学発祥は横浜関内居留地！中華街」
神 奈 川 県
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クラス会だより

志 学 会 昭和４２年卒

毎年開催している恒例の志学会総
会を，今年は１０月８日（土），山形県
米沢市の小野川温泉「寿宝園」にて
開催しました。会員と同伴者を交え
４５名の方に集まって頂きました。午
後４時から羽生君の司会で開会し，
まず今回幹事の中川正晴君が歓迎の
ことばを述べました。小野小町ゆか
りの「小野川温泉」の説明や血脇
守之助を育んだ米沢の解説を交え
て，楽しさを予見する挨拶をしてく
れました。つづいて，大岡会長の挨
拶があって，高橋君の議長で，議事
に移りました。大岡会長から会務報
告，赤穂幹事から会計報告，大学現
況を藥師寺君からありました。

３月の東日本大震災の被災地から
の報告が，宮城県の浅野君，福島県
の中村君からそれぞれ詳しくありま
した。志学会からの義援金に対する
お礼も丁寧に述べてくれました。関
連して，中川勝洋君が被災地の歯科
医療支援の実践談をしました。明日
も被災地の歯科医師会と支援につい
ての話し合いに向かうそうです。心
強いことと感じました。約２時間で

閉会し，記念撮影の後に懇親会とな
りました。

懇親会は中川正晴君の料理に関す
る解説が開会の挨拶となり，米沢牛
のすき焼き，鯉の甘露煮，イモ煮，
松茸の茶碗蒸し，アケビのごま和え
などの米沢名産の料理がふんだんに
あって，満腹になって全部は食べら
れませんでした。宴席が凄く盛り上
がって，お酒の消費量が凄いです。
二次会では，米沢牛の串焼き，白貝
の焼きたてなどがあって，もっと満
腹になりました。

次の日の朝に古希を記念して，寿
宝園の隣の「甲子大黒天」本堂にて
ご祈祷をお願いしました。ご祈祷の
後，本堂にて大黒様と一緒にお餅の
朝食を頂きました。家内安全，健康

長寿，お金が貯まることを願ってお
ります。

その後，「米沢の歴史とロマンを
訪ねて」バス旅行があり，NHK テ
レビの大河ドラマで有名になった
上杉鷹山公にまつわる上杉家廟所，
春日山林泉寺，上杉神社，上杉記念
館，上杉博物館，上杉城史苑などを
見ることができました。昼食が上杉
伯爵邸内で素晴らしい日本庭園を見
ながらの懐石です。米沢牛のたた
き，１０割そばの追加もあって，また
もや満腹でした。午後３時過ぎに米
沢駅で来年の再会を祈念してお別れ
しました。充実して楽しいクラス会
でした。 （黒田昌彦 記）
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晃 和 会 昭和４３年卒

第１回平成２３年５月１５日（日），
第２回６月１９日（日）と丸ビル２階
「筑紫樓」での晃和会運営委員会を
経て，平成２３年度（卒後３３年）の晃
和会の総会及び懇親会が１０月１５日
（土）に帝国ホテル３階「扇の間」
で開催されました。出席者は４３名で
した。

開会に先立ち，市村君より２度の
運営委員会に元気で参加されていた
中村博通君が１０月１３日に脳幹梗塞で
倒れられ，意識不明の重体との報告
がありました。

総会は午後４時４５分より司会村上
君で始まり，会長千葉君の挨拶の
後，議長に宇留賀君を選出して議事
に入り，石田君の庶務報告の中で
は，前回の総会後に逝去された佐藤
晃一君，井上好平君，加藤 實君を
含めて今までに逝去された物故会員

に対し鎮魂の黙祷を捧げました。
次いで幹事から東日本大震災で被

災された会員にお見舞いを送ったと
の報告があり，その件について赤間
君からの返礼の挨拶状の代読があ
り，当日参加した高久さんからお礼
の挨拶がありました。

更に森田君の会計報告があり，そ
の後議事に移り議案３件を可決し総
会は滞りなく進み，協議事項に於い
ては次回の総会開催について会長の
千葉君に一任ということになり了承
されました。

次いで，同窓会長大山萬夫先生の
来賓挨拶の後，東京歯科大学理事長
金子 譲先生より大学の現状や国家
試験合格率，入学試験充足率などに
ついて資料をもとに講演をして頂
き，また大学の水道橋移転の話とと
もに寄付についても言及があり協力

要請もございました。最後に記念撮
影をして総会は無事終了の運びとな
りました。

次に午後７時より司会高橋君のも
とに懇親会に移り，学生時代のこ
と，孫のこと，家族のこと，いつ仕
事を止めようかなど話題があちこち
に飛び，和気あいあいの内にまたた
く間に２時間余りが過ぎ閉会となり
ました。

２次会は１７階のインペリアルラウ
ンジ「アクア」にて話の続きに花を
咲かせ，有意義で楽しい秋の一夜を
過ごすことが出来ました。

（田口勝俊 記）

（追記）中村博通君につきまして
は，１０月２９日に永眠されました。謹
んでご冥福をお祈りしたいと存じま
す。

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

クラス会だより
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水 真 会 昭和５８年卒

２年に一度定期的に開催している
昭和５８年卒業の第８８期水真会クラス
会が１０月９日，新装なった水道橋校
舎１３階Ａ教室にて開催されました。

総会では原 裕司君が議長に任命
され，まず，本年６月に逝去された
会員福士孝裕君に対して黙祷が捧げ
られました。その後，２年ごとの各
種報告の後，議事議案について慎重
審議の結果満場一致で可決され，協
議連絡事項の後，閉会となり引き続
いて講演会が開催されました。今回
は同級生でもある母校口腔科学研究
センター情報支援部准教授新谷益朗
君に「歯科臨床と情報」（歯科医を
取り巻く情報のつきあい方）と題し
て講演をいただきました。新谷君は
卒業後，法歯学教室に助手として採
用されてから現在までの自身の足跡
を踏まえながら，御巣鷹山日航機墜
落事故やネパール遊覧飛行機墜落事
故など数知れない身元確認の仕事を
された中で，ご本人曰く「語れる範
囲で」の話は，普段われわれが知ら
されていない話もあり大変興味深い

内容でした。また，最近の学生教育
や，先生が大学院生に対して行って
いる講義も紹介いただき，自分たち
の学生時代とは全く違う現在の教育
システムに隔日の感を改めて感じず
にはいられませんでした。

興味尽きない講演内容に予定時間
をオーバーして聞き入ってしまいま
したが，その後，会場を後楽園飯店
に移し，懇親会となりました。懇親
会には名誉会員（卒業までにお世話
になった学年主任，副主任の先生
方）として今回，下野正基名誉教
授，齋藤文明先生がご多忙の中ご出
席いただきました。下野先生は，本
年３月に母校を退職後，相変わらず
の研究，執筆活動のなか，ご趣味で
ある百名山制覇を目指しているこ
と，齋藤先生は水道橋病院時代から
拝見している患者さんが今年百歳に
なられ，先生が勤務しているクリ
ニックに来ていることをごあいさつ
の中で報告されました。齋藤先生の
乾杯で，和気あいあいの懇親会とな
りましたが，お酒が進んで大騒ぎと

なり収拾がつかなくなるであろうそ
の前に，毎回恒例の全員一言の近況
報告となりました。その中，福島県
の石川伸一君より，本年３月の東日
本大震災の被災県である東北地方在
住の同級生の無事についての報告が
あり，皆安堵した次第であります。
卒業後初めて参加した会員もおり，
話が尽きないところで一次会はお開
きとなり，用意した二次会会場へと
移動になりました。二次会では一次
会の余韻から予想人数を大幅にオー
バーし，二次会担当幹事は酔った頭
で何度も参加人数を数える一コマも
ありました。仕事のこと，家庭のこ
と，健康のことなど楽しいひと時を
共有し，再来年また元気で会えるこ
とを楽しみに解散となりました。

翌日には有志のゴルフコンペも開
催され楽しんだ模様です。参加され
た皆さん，スコアはどうだったので
しょうか？今回，懇親会と二次会に
参加された方々の変形集合写真（？）
を掲載いたします。皆さん，誰だか
分かりますか?? （荻原俊美 記）

クラス会だより
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新 葉 会 昭和６３年卒

クラス会開催
前々日までの台風の影響をよそ

に，台風一過の晴天に恵まれ２０１１年
９月２４日（土）１７時３０分より東京ドー
ムホテルシリウスにて，昭和６３年卒
新葉会のクラス会が開催されまし
た。卒業後２３年になる今回，全国か
ら総勢４０数名が出席し楽しい一時を
過ごすことが出来ました。

会に先立ち，総会が行われ種々の
報告後，基調講演として今回の３月
１１日東日本大震災に際して災害援助
の一員として埼玉県歯科医師会の要
請で派遣された岩田昌久君と日本歯
科医師会の要請で派遣された
寺田仁志君からそれぞれ活動報告を
していただきました。岩田君から
は，主に歯科診療援助について，寺田
君からは身元確認作業についての話
を聞かせていただきました。震災に
関して実際話を聞いてあらためて震
災の悲惨さ，深刻さを感じました。

同時に一日も早い復興を祈らずには
いられない気持ちになりました。

続いて恒例の記念撮影を行い，
松澤政彦君の司会で懇親会が始まり
ました。冒頭，亡くなられた黒柳
錦也先生，小林久恭君，五十嵐之人
君に対し全員で黙祷し，ご冥福をお
祈りいたしました。その後，今年の
４月に母校に復帰された山本 仁君
の開会の挨拶があり，続いて来賓の
生理学講座主任教授田﨑雅和先生よ
りご挨拶を戴きました。

乾杯のあと，アルコールが入った
ところで，参加者一人一人が近況報

告をし，みんなで楽しいひとときを
過ごしました。卒後２０数年となる
と，仕事のこと，子育てのことなど
お互い共感できる話題が多く，それ
ぞれ皆楽しそうに語り合う姿はとて
も印象的でした。

また写真を撮ってくれた植松一郎
君，受付の中島（鈴木）洋子さん，
山口（鈴木）由紀さん，軽快な語り口
で終始会の進行をしてくれた松澤
政彦君，事前の準備に尽力をいただ
いた渡邊宇一君，寺田仁志君には心
から感謝します。ありがとうござい
ました。 （松浦信一 記）

クラス会だより
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１１月
１） 理事会
１１月２５日（金） 第６回理事会

２） 委員会
１１月２日（水） 渉外部委員会

４日（金） 事業推進部（保険委員会）
６日（日） 事業推進部（若手研修）
８日（火） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
９日（水） 総務・厚生部（厚生委員会・ゴルフ大会

委員会）
１１日（金） 広報部（会報委員会）
１１日（金） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
１４日（月） 会則検討チーム打合せ会
１８日（金） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
１８日（金） 会則検討チーム打合せ会
２１日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
２６日（土） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２８日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２９日（火） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２９日（火） 広報部（ホームページ委員会）
３０日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）

３） 出張
１１月１２日（土） 山形県支部総会 田原常任理事出席

学術講演会 講師・髙野伸夫教授（母校）
２７日（日） 愛知県支部総会 梅村副会長出席

４） 事業
１１月１７日（木） TDC 卒後研修セミナー 卒研セミナー

№１イブニングセミナー（「ipad を使っ
た患者さんとのコミュニケーション」～
臨床記録の保存と活用～）

２６日（土） 平成２３年度評議員会・総会
２７日（日） TDC 卒後研修セミナー 卒研セミナー

№５実習セミナー（「床型装置と咬合育
成」～介入時期と咬合方略～）

１２月
１） 理事会
１２月１７日（土） 第７回理事会

２） 委員会
１２月２日（金） 広報部（会報委員会）

６日（火） 事業推進部（保険委員会）
９日（金） 事業推進部（プログラム委員会）
１０日（土） 事業推進部（全体委員会）
１２日（月） 事業推進部（シンクタンク委員会）
１４日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
１９日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２１日（水） 広報部（ホームページ委員会）

３） 出張
１２月３日（土） 山梨県支部総会 関副会長出席

学術講演会 講師・外木守雄准教授（母
校）

３日（土） 熊本県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・宮地建夫先生（東京
都開業）

３日（土） 東京地域支部連合会総会
大山会長，髙橋専務理事，早速理事出席

３日（土） 愛媛県支部総会 佐々木常任理事出席
学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）

４日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
大山会長出席

４日（日） 静岡県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・中川寛一先生

４日（日） 栃木県支部総会 矢﨑副会長出席
学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）

４日（日） 茨城県支部総会 臼井常任理事出席
学術講演会 講師・花岡洋一准教授

４日（日） 千葉県支部総会 関副会長出席
９日（金） 日本橋支部総会 佐々木常任理事出席

庶 務 日 誌
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●昭 ３０ 卒 室 橋 和 夫（８４歳） ２３．９．２６
群馬県支部 〒３７９‐０１１６ 安中市安中３－１３－７

●昭 １８．９ 卒 江里口 武（８９歳） ２３．８．１４
荒 川 支 部 〒１１６‐０００３ 荒川区南千住２－２３－７

●昭 ２４ 卒 杉之内 芳 郎（８２歳） ２３．９．２７
川 崎 支 部 〒２２３‐００６５ 横浜市港北区高田東２－１１－８

●昭 ３８ 卒 高 橋 蓉 子（７２歳） ２３．１０．１
神奈川西湘支部 〒２５０‐０８５４ 小田原市飯田岡２８８

●昭 ２３ 卒 仲 谷 純 三（８４歳） ２３．１０．１１
石川県支部 〒９２３‐０９４５ 小松市末広町５８

●昭 ３５ 卒 宝 田 勇（７８歳） ２３．１０．１２
江戸川支部 〒１３３‐００５１ 江戸川区北小岩２－１２－８

●昭 ３３ 卒 田 中 幸 光（７８歳） ２３．１０．１６
葛 飾 支 部 〒１２４‐００１３ 葛飾区東立石４－４５－２２

●推 薦 会 員 白 井 勝（８８歳） ２３．１０．１９
大分県支部 〒８７６‐０８３１ 佐伯市大手町３－５－７

●昭 ３６ 卒 森 正 文（７９歳） ２３．１０．２１
静岡県支部 〒４３１‐１３０５ 浜松市北区細江町気賀９９４－１

●昭 ２３ 卒 松 井 謙 治（８５歳） ２３．１０．２２
岐阜県支部 〒５０９‐７２０１ 恵那市大井町２２６－１２

●昭 ３２ 卒 山 本 陽（７９歳） ２３．７．７
北 支 部 〒１１４‐００２２ 北区王子本町１－２４－８

●推 薦 会 員 松 尾 真 一（８６歳） ２２．５．３
横浜中央支部 〒２２０‐００４５ 横浜市西区伊勢町３－１２７ 松尾ビル

●昭 ２２ 卒 小 見 勇（８４歳） ２２．５．１８
川 崎 支 部 〒２１１‐００４５ 川崎市中原区上新城２－８－１

●昭 ４ ３ 卒 中 村 博 通（６９歳） ２３．１０．２９
日本橋支部 〒１９４‐０００１ 町田市つくし野１－３１－４４

●昭 １８．９ 卒 菊 池 文 雄（９０歳） ２３．１１．２
栃木県支部 〒３２１‐４２１７ 芳賀郡益子町益子９８８

●昭 ４６ 卒 加 藤 久 夫（６５歳） ２３．１１．９
新潟県支部 〒９５９‐１８６２ 五泉市旭町８－３３

●昭 ２３ 卒 高 橋 作 人（８５歳） ２３．１１．４
神奈川湘南支部 〒２４７‐００６３ 鎌倉市梶原３－２０－８

●昭 ２２ 卒 松 本 正 清（７６歳） １２．１０．１７
長崎県支部 〒８５０‐００３４ 長崎市樺島町６－１６

●昭 ２２ 卒 田 熊 庄三郎（８６歳） ２３．１１．２０
城 東 支 部 〒１３６‐００７６ 江東区南砂５－８－１３－２８０２

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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広報部委員会
委 員 長 三友 和夫
委 員 東郷 幹夫

小池 修
古澤 成博
志村 圭子
福井 雅之
渡邊 宇一
島田 篤

広報部担当理事 臼田 準

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２L など）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な

ど）は，１編１，６００字程度
② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文

のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま

掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ 大山会長２期４年の間ご苦労様でした。この間同窓会として機構改革を行うな
か，大学１２０周年水道橋移転，東日本大震災と様々な出来事を執行部としてのりき
り改革の基礎を築き上げられたことは本当に大変なことだったと思います。また評
議員会では名誉会長として満場一致で推薦されました。

そこでも火中の栗を拾われると表現された方がいましたように，まさに大変な時
期に会長を引き受けられてここまでの改革を進められたことは誰しもが感謝してい
るところです。今後も名誉会長としてご指導願えればと思っております。

★ 今年１０月に膵臓がんで亡くなったスティーブ・ジョブズ氏
アップル社の創業者の一人です。私も長年通称マックの愛称で呼ばれたパーソナ

ルコンピューターを使ってきたユーザーの一人です。今年度の学術講演会で取り上
げられた iPad の開発者でもあります。そのインターフェイスは人の日常の生活の
中から生まれてきたように使いやすく自由観があります。

彼はどうしたら楽しく便利に生活できるか，その為に必要なアイテムをそれこそ
当時はばかにされるような発想が何年かするとそのように社会が変化してゆく。こ
れほどにも人々の生活に影響を与えたまた生活習慣を変えた人物はいないように思
います。

★ 震災当時悲惨な状況の映像と共に日本人がパニックにも陷らず，地域の絆で皆が
助けあっている様子が世界のニュースで流れました。まさに今回掲載された３人の
先生方もそうであるように世界の人々から「日本人は素晴らしい！」と絶賛され，
とても誇らしく思いました。時代が激変した明治維新，福沢諭吉の「学問のすす
め」が大ベストセラーになりました。当時の日本人はこれに多くのことを教わり影
響を受けたそうです。しみじみとした人情あふれる湿度の高い心，勤勉でまじめで
器用で働き者などの日本人としての基質が現代まで受け継がれているといいます。
今私たちも「学問のすすめ」を読んでみてはどうでしょうか。心が暗くなりがちな
世の中，どのような心構え持ち，どこを目指せば希望が湧いてくるのかをカラリと
明るく前向きに導いてくれる名著です。 （臼田 準 記）

平成２３年１２月２０日 印刷
平成２３年１２月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第３８４号

発行人
編集人

臼 田 準
三 友 和 夫
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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第１１７回東京歯科大学同窓会定時総会
（午後４時１０分～午後５時００分）

１．開 会 の 辞
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．黙 祷
１．報 告

⑴ 平成２３年度 会務報告
⑵ 平成２３年度 会計現況報告
⑶ 東京歯科大学の現況報告

① 大学法人としての課題
② 水道橋移転と学生教育の現状について

１．議 事
第１号議案 平成２２年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２２年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成２２年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成２２年度 時局対策費積立金会計収
支決算

第５号議案 平成２２年度 財産目録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 機構改革に係る東京歯科大学同窓会会

則一部変更を求むるの件
第８号議案 会務運営に係る東京歯科大学同窓会会

則一部変更を求むるの件
第９号議案 四谷支部と牛込支部の合併の承認を求

むるの件
第１０号議案 平成２４年度 事業計画
第１１号議案 平成２４年度 入会金
第１２号議案 平成２４年度 会費
第１３号議案 平成２４年度 経常部収支予算
第１４号議案 平成２４年度 共済負担金
第１５号議案 平成２４年度 特別会計収支予算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第１６号議案 平成２４年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支予算

第１７号議案 平成２４年度 時局対策費積立金会計収
支予算

第１８号議案 平成２４年度 名誉会員の推薦
第１９号議案 役員改選

１．協 議
⑴ 東日本大震災被災同窓への今後の支援について
⑵ 会費の過年度分未払いの件について
⑶ その他

１．名誉会員推戴式
１．叙勲，褒章受章者顕彰式
１．閉 会 の 辞

１．開 会 の 辞
１．会 長 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．報 告

⑴ 平成２３年度 会務報告
⑵ 平成２３年度 評議員会報告
⑶ 平成２４年度 経常部，特別会計，卒後研修セミ

ナー，卒後研修セミナー積立金，
時局対策費積立金会計収支予算

１．議 事
第１号議案 平成２２年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２２年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基

金，名簿積立金，退職積立金）
第３号議案 平成２２年度 卒後研修セミナー，卒後

研修セミナー積立金収支決算
第４号議案 平成２２年度 時局対策費積立金会計収

支決算
第５号議案 平成２２年度 財産目録

（監 査 報 告）
第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 機構改革に係る東京歯科大学同窓会会

則一部変更を求むるの件
第８号議案 会務運営に係る東京歯科大学同窓会会

則一部変更を求むるの件
１．協 議
１．閉 会 の 辞

平成２３年度 評議員会・定時総会

（報告） 平成２３年１１月２６日
於 如水会館

平成２３年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午前１０時００分～午後４時００分）
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平成２３年度東京歯科大学同窓会会務報告
�
�
自 平成２２年１０月１日�

�至 平成２３年９月３０日

１．現在会員数 ９，０８５名
内
名 誉 会 員 ３１名
共済負担金免除会員 ７６１名
高 齢 会 員 ５３５名
不 明 会 員 ７４４名

２．会員の移動
新 入 会 員 １２６名

�
�

本年度卒業生 １２５名�
�他 １名

逝 去 会 員 １３５名
退 会 会 員 ６名

３．会 議
定 時 総 会 １回
評 議 員 会 １回
学年代表者会 １回
東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯
会長と同窓会役員懇談会 ２回

理 事 会 ６回
常 任 理 事 会 ５回
監 査 会 １回
各 種 委 員 会 １４５回
卒後研修セミナー ９回
連絡会・打合せ等 ４８回

４．役員出張 ６３回（１１１名）
５．支 部 数 １０９支部
６．地域支部連合会数 １１地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

７．会務報告
平成２２年
１０月１日（金） 学術部委員会（運営委員会）

１日（金） 会則検討特別委員会
２日（土） 北海道地域支部連合会支部長会

梅村副会長出席
４日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）
４日（月） 厚生部委員会
５日（火） 東京歯科大学同窓会全国社会保険指導者

懇談会
５日（火） 総務関係打合せ

６日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
準備会

７日（木） 学術事業交流についての協議会
大山会長，矢﨑・宮地・梅村各副会長，
髙橋専務理事出席

１２日（火） 総務関係打合せ
１３日（水） 広報部委員会（会報企画）
１６日（土） 第５回理事会
１６日（土） 九州地域支部連合会総会（佐賀県支部担

当）梅村副会長，臼井・濱田各理事出席
１７日（日） TDC 卒後研修セミナー〔卒研セミナー

（№７咬合育成の基礎と臨床）〕
１８日（月） 学術部委員会（研究部委員会）
１９日（火） 事業系ワーキンググループ
２０日（水） 東京地域支部連合会保険講習会

片倉副会長出席
２１日（木） 総務関係打合せ
２５日（月） 学術部委員会（企画委員会）
２７日（水） 情報部委員会
２７日（水） 六歯科大学歯学部校友会同窓会懇談会

大山会長，矢﨑・宮地・梅村各副会長，
髙橋専務理事，島村理事，鳴神顧問出席

３１日（日） 東歯祭 片倉副会長出席
１１月１日（月） 東京歯科大学創立１２０周年記念学生行事

大山会長出席
１日（月） 母校創立１２０周年記念事業打合せ
２日（火） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
４日（木） 会長・副会長連絡会
７日（日） 若手同窓支援セミナー２０１０
９日（火） 事業系ワーキンググループ
１０日（水） 会長・副会長連絡会
１２日（金） 広報部委員会（会報編集）
１３日（土） 北海道地域支部連合会卒後研修会

講師・田中 收先生（バイオインプラン
トアカデミー）

１５日（月） 学術部委員会（将来像検討委員会Ｂ）
１６日（火） 学術部委員会（プログラム委員会）
１７日（水） 情報部委員会
１７日（水） 渉外部委員会
１８日（木） 会長・副会長連絡会
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１９日（金） 学術部委員会（プログラム委員会）
２２日（月） 学術部委員会（企画委員会）
２３日（火・祝） 近畿地域支部連合会総会（滋賀県支部担

当）
宮地副会長，髙橋専務理事，井口理事出席
学術講演会 講師・江里口 彰先生（日
歯常務理事）

２４日（水） 学術部委員会（研修委員会）
２６日（金） 第６回理事会
２７日（土） 平成２２年度評議員会・定時総会
２７日（土） 熊本県支部総会 宮地副会長出席
２７日（土） 愛知学院大学歯学部創立５０周年記念講演

会・式典・祝賀会 梅村副会長出席
２８日（日） 九州歯科大学同窓会「口腔保健フォーラ

ム」 宮地・梅村各副会長出席
２９日（月） 学術部委員会（運営委員会）
３０日（火） 保険部委員会

１２月１日（水） 学術部委員会（研究部委員会）
２日（木） 父兄会役員・大学との懇談会

大山会長出席
３日（金） 広報部委員会（会報企画）
４日（土） 山梨県支部総会 関副会長出席

学術講演会 講師・安達 登先生（山梨
大学医学部法医学講座教授）

４日（土） 愛媛県支部総会 田原理事出席
学術講演会 講師・髙野伸夫教授（母校）

４日（土） 島根県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・井川雅子先生（静岡
県市立清水病院口腔外科）

４日（土） 東京地域支部連合会総会
大山会長，髙橋専務理事，早速理事出席

５日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
矢﨑副会長出席

５日（日） 静岡県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・田﨑雅和教授（母校）

５日（日） 栃木県支部総会 大山会長出席
学術講演会 講師・原 克先生（早稲田
大学教育学部教授）

５日（日） 千葉県支部総会 髙橋専務理事出席
学術講演会 講師・山根源之教授（母校）

６日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
準備会

６日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）
８日（水） 第５回常任理事会
１０日（金） 日本橋支部総会 佐々木理事出席
１１日（土） 茨城県支部総会 関副会長出席

学術講演会 講師・佐藤 亨教授（母校）
１１日（土） 学術部委員会（全体委員会）
１３日（月） 学術部委員会（運営委員会）
１３日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１４日（火） 大学支部総会 河田理事出席
１４日（火） 事業系ワーキンググループ
１５日（水） 情報部委員会
２０日（月） 学術部委員会（企画委員会）
２０日（月） 総務関係打ち合せ（会則関係）
２１日（火） 厚生部委員会ゴルフ大会委員会
２２日（水） 学術部委員会（研修委員会）

平成２３年
１月６日（木） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
７日（金） 千代田支部新年会 大山会長出席
１１日（火） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１２日（水） 広報部委員会（会報委員会）
１２日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１２日（水） 会長・副会長連絡会
１３日（木） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
１４日（金） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１４日（金） 渉外部委員会
１５日（土） 第１回理事会
１５日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

大山会長出席
１７日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１８日（火） 広報部委員会（ホームページ委員会）
１８日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
２０日（木） 総務関係打合せ
２１日（金） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
２１日（金） 芝支部総会・新年懇親会 大山会長出席
２２日（土） 杉並支部新年会 大山会長出席
２４日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
２５日（火） 事業推進部委員会（全体委員会）
２６日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２８日（金） 浅草・下谷支部合同新年会
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大山会長出席
２８日（金） 母校創立１２０周年記念事業打ち合せ
３０日（日） 埼玉県支部新年会 大山会長出席
３０日（日） 愛知県支部総会 梅村副会長出席
３１日（月） 学長との懇談会

大山会長，関副会長，髙橋専務理事出席
２月１日（火） 会長・副会長連絡会

４日（金） 事業推進部委員会（保険委員会）
４日（金） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
６日（日） 東海地域支部連合会支部長会

梅村副会長，宮田理事出席
６日（日） 滋賀県支部総会

学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）
７日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
９日（水） 広報部委員会（会報委員会）
１０日（木） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１１日（金・祝） 東京医科歯科大学歯科同窓会創立八十周

年記念式典・講演・祝宴
大山会長出席

１４日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・将来像
検討委員会Ｂ）

１５日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ
ラム委員会）

１５日（火） 総務・厚生部委員会（厚生委員会）
１６日（水） 第１回常任理事会
１７日（木） 広報部委員会（ホームページ委員会）
１９日（土） さいかち坂校舎（仮称）起工式

大山会長出席
１９日（土） 北多摩支部総会 大山会長出席
１９日（土） 渉外部委員会
２０日（日） TDC 卒後研修セミナー〔東京歯科大学

同窓会フォーラム（「国民に最良の歯科
医療を提供するために」～日本人の健康
観と日本型歯科医療制度を探る～）〕

２０日（日） 三重県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・花岡洋一准教授（母
校）

２１日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委
員会）

２２日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委
員会）

２３日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委
員会）

２４日（木） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
準備会

２５日（金） 広報部委員会（会報・ホームページ委員
会正副委員長会議）

２８日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会
議）

３月１日（火） 総務関係打ち合せ（会則検討）
５日（土） 青森県支部総会 片倉副会長出席

学術講演会 講師・中川寛一教授（母校）
７日（月） 総務関係打ち合せ（会則検討）
７日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
１０日（木） 第２回常任理事会
１０日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会
１０日（木） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１１日（金） 東京歯科大学衛生士専門学校卒業証書授

与式 大山会長出席
１７日（木） 第１１６回東京歯科大学卒業証書・学位記

授与式 大山会長出席
１８日（金） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策部

会
２３日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
２３日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２４日（木） 臨床研修医修了者へのオリエンテーショ

ン
２８日（月） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策部

会
２８日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
２９日（火） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
２９日（火） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
３０日（水） 総務関係打ち合せ（会則検討）

４月１日（金） 総務・厚生部委員会（厚生委員会）
１日（金） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
３日（日） 第２７回全国歯科大学同窓・校友会学術連

絡会準備会
４日（月） 総務関係打ち合せ（会則検討）
６日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会

57



６日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委
員会）

７日（木） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
１１日（月） 東京歯科大学衛生士専門学校入学式

大山会長出席
１１日（月） 総務・厚生部委員会（厚生委員会）
１１日（月） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１２日（火） 平成２３年度東京歯科大学入学式

大山会長出席
１２日（火） 事業推進部委員会（保険委員会）
１２日（火） 渉外部委員会
１３日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１４日（木） 学術事業交流についての協議会

宮地副会長，髙橋専務理事，山本理事出席
１５日（金） 広報部委員会（会報委員会）
１６日（土） 第２回理事会
１６日（土） 大分県支部総会 関副会長出席
１８日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
１８日（月） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策部

会（支援物資仕分け作業）
２１日（木） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策部

会（支援物資仕分け作業）
２１日（木） 会則検討特別委員会
２２日（金） 広報部委員会（ホームページ委員会）
２２日（金） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
２４日（日） TDC 卒後研修セミナー 卒研セミナー

№２実習セミナー（「攻めの TBI とフッ
化物の応用」～治療を目的とした，知っ
て得するテクニック～）

２５日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会
議）

２６日（火） 総務関係打ち合せ（会則検討）
２７日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
５月１日（日） 鹿児島県支部主催学術セミナー 講師・

三浦 靖先生（千葉県開業）
９日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
１０日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
１１日（水） 広報部委員会（会報委員会）
１１日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１４日（土） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
１５日（日） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
１６日（火） 総務関係打ち合せ（会則検討）
１７日（火） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
１８日（水） 第３回常任理事会
１９日（木） 事業推進部委員会（企画会議）
２０日（金） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
２０日（金） 小石川支部総会 臼井理事出席

学術講演会 講師・矢島安朝教授（母校）
２１日（土） 近畿地域支部連合会支部長会

髙橋専務理事，井口理事出席
２１日（土） 秋田県支部総会 山本理事出席

学術講演会 講師・高瀬保晶准教授（母
校）

２３日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会
議）

２３日（月） 広報部委員会（ホームページ委員会）
２４日（火） 会則検討特別委員会
２５日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２５日（水） 総務・厚生部委員会（厚生委員会・ゴル

フ大会委員会）
２６日（木） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会）
２７日（金） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
２７日（金） 渋谷支部総会 宮地副会長出席
２８日（土） 四国地域支部連合会総会（高知県支部担

当）
大山会長，髙橋専務理事，久保田理事出席
学術講演会 講師・関根秀志准教授（母
校）

２９日（日） 関東地域支部連合会支部長と同窓会役員
との懇談会

６月１日（水） 事業推進部委員会（保険委員会）
２日（木） 監査会
２日（木） 被災地復興に向けて元気を送る会～日

歯・日歯連盟新役員との集い～
大山会長出席

３日（金） 総務・厚生部委員会（厚生委員会）
３日（金） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
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４日（土） 渉外部委員会
５日（日） 平成２３年度学年代表者会
７日（火） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
８日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
９日（木） 総務関係打ち合せ（会則検討）
１０日（金） 広報部委員会（会報委員会）
１１日（土） 東北地域支部連合会総会（青森県支部担

当）
大山会長，髙橋専務理事，高橋理事出席
学術講演会 講師・髙野伸夫教授（母校）

１３日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委
員会）

１４日（火） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
準備会

１５日（水） 第４回常任理事会
１５日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研究部

委員会）
１６日（木） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
１８日（土） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
１９日（日） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
２０日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
２１日（火） 会則検討特別委員会
２１日（火） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
２４日（金） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会）
２５日（土） 中国地域支部連合会総会（島根県支部担

当）
大山会長，髙橋専務理事，山根理事，原
監事出席
学術講演会 講師・加藤広之講師（母校）

２５日（土） 新潟県支部総会 片倉副会長出席
学術講演会 講師・高柳篤史先生（埼玉
県開業）

２５日（土） 九州地域支部連合会支部長会
関副会長，濱田理事出席

２６日（日） TDC 卒後研修セミナー 卒研セミナー
№３ディスカッションセミナー（「義歯
の設計を考える」～診るポイントとは～）

２７日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
２７日（月） 総務関係打ち合せ（会則検討）
２８日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・将来検

討委員会Ｂ）
２９日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２９日（水） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
２９日（水） 広報部委員会（ホームページ委員会）
３０日（木） 総務・厚生部委員会（厚生委員会・ゴル

フ大会委員会）
３０日（木） 学術事業交流についての協議会

宮地副会長，髙橋専務理事，佐々木・島
村・山本各理事出席

７月１日（金） 総務関係打ち合せ（会則検討）
３日（日） 愛知県支部主催学術講演会 講師・山根

源之名誉教授（母校）
４日（月） 総務関係打ち合せ（会則検討）
４日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・プログ

ラム委員会）
５日（火） 事業推進部委員会（企画会議）
６日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
９日（土） 第３回理事会
９日（土） 群馬県支部総会 片倉副会長出席

学術講演会 講師・山田 了名誉教授
（母校）

１０日（日） 埼玉県支部総会
大山会長，関副会長出席

学術講演会 講師・松坂賢一准教授（母
校）

１１日（月） 広報部委員会（会報委員会）
１１日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１２日（火） 東京地域支部連合会主催都歯関係東歯同

窓懇談会 大山会長出席
１３日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１５日（金） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１６日（土） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
１７日（日） TDC インプラントセミナー・マスター

コース
２３日（土） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
２５日（月） 学長との懇談会

大山会長，矢﨑・宮地・関各副会長，髙
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橋専務理事出席
２５日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
２７日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２７日（水） 練馬支部学術講演会 講師・阿部伸一教

授（母校）
２８日（木） 総務・厚生部委員会（厚生委員会・ゴル

フ大会実行委員会）
２９日（金） 事業推進部委員会（保険委員会）
３０日（土） 東京地域支部連合会（城南ブロック）支

部長会 臼井理事出席
３１日（日） 事業推進部委員会（学術委員会・全体委

員会）
８月１日（月） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
３日（水） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
３日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
５日（金） 広報部委員会（ホームページ委員会）
５日（金） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会）
９日（火） 総務関係打ち合せ（会則検討）
１８日（木） 総務関係打ち合せ（会則検討）
２０日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会

宮地副会長出席
２２日（月） 広報部委員会（会報委員会）
２２日（月） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
２３日（火） 事業推進部委員会（若手研修委員会）
２４日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２９日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
９月１日（木） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
３日（土） 関東地域支部連合会総会（山梨県支部担

当）
大山会長，関副会長，髙橋専務理事，長
久保理事出席

３日（土） TDC インプラントセミナー・マスター
コース

４日（日） TDC インプラントセミナー・マスター
コース

５日（月） 総務関係打ち合せ（会則検討）

５日（月） 事業推進部委員会（企画会議）
６日（火） 事業推進部委員会（学術委員会・若手研

修委員会）
６日（火） 事業推進部委員会（保険委員会）
７日（水） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
８日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会懇親会
８日（木） TDC 卒後研修セミナー 卒研セミナー

№４イブニングセミナー（「スタンダー
ドプリコーション」～感染に対する正し
い知識～）

１０日（土） 北海道地域支部連合会総会（十勝支部担
当）
大山会長，梅村副会長，臼井・戸田各理
事出席
卒後研修会 講師・小宮山彌太郎臨床教
授（母校）

１１日（日） 東海地域支部連合会総会（三重県支部担
当）
矢﨑副会長，髙橋専務理事，島村・宮田
各理事出席

１２日（月） 広報部委員会（会報委員会）
１５日（木） 東日本大震災チャリティー同窓会全国ゴ

ルフ大会（４０周年）
１７日（土） 第４回理事会
１７日（土） 鳥取県支部総会

学術講演会 講師・橋本貞充准教授（母
校）

２０日（火） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員
会）

２１日（水） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
２２日（木） 総務関係打ち合せ（会則検討）
２２日（木） 事業推進部委員会（大学・同窓連携委員

会・運営委員会）
２６日（月） 東京歯科大学同窓会全国社会保険指導者

懇談会
２６日（月） 事業推進部委員会（学術委員会・企画会

議）
２７日（火） 事業推進部委員会（シンクタンク委員会）
２８日（水） 広報部委員会（ホームページ委員会）
２８日（水） 事業推進部委員会（学術委員会・研修委

員会）
２９日（木） 事業推進部委員会（学術委員会・運営委

員会）
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平成２２年１０月１日より平成２３年９月３０日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

熊 本 添 島 義 和 新 潟 小 見 尚 茨 城 田 島 篤 治 葛 飾 景 山 博 水

牛 込 渡 部 一 雄 栃 木 池 上 武 正 横浜中央 芳 賀 一 彦 愛 媛 西 村 正 雄

北 多 摩 太 田 稔 島 根 川 上 強 逸 茨 城 大 畠 博 茨 城 宮 本 公 武

岡 山 山 脇 正 臣 新 潟 増 村 榮 一 埼 玉 林 健一郎 鹿 児 島 上 村 長 威

山 梨 若 尾 孝 墨 田 牧 完 充 千 葉 椎 名 統 治 静 岡 西 山 忠 彦

福 岡 大 岡 喬 川 崎 中 林 清 光 室 蘭 村 上 雅 兵 庫 丸 川 萬吉郎

静 岡 栗 原 恒 夫 大 学 森 本 光 明 墨 田 渡 辺 一 豊 島 西 尾 宏 英

芝 近 藤 忠 雄 荏 原 守 仁 郎 西 多 摩 金 子 義 泰 静 岡 栗 田 稔

新 潟 富 田 功 群 馬 三 原 寿 夫 沖 縄 呉 溪 順 蒲 田 鈴 木 宇

千 葉 新 橋 隆 幸 埼 玉 新 井 誠 司 愛 知 金 子 裕 茨 城 松 浦 誠 一

杉 並 松 崎 強 和 歌 山 河 本 實 兵 庫 林 幹 雄 北 多 摩 千 野 忍

群 馬 井 田 實 墨 田 香 川 亘 川 崎 稲 葉 和 輝 埼 玉 田能村 宣 久

愛 知 井 上 好 平 千 葉 板 倉 八重子 高 知 沖 義 郎 兵 庫 永 田 穣

秋 田 五 味 武 一 北 多 摩 相 田 英 孝 島 根 山 本 敏 彦 静 岡 加 藤 實

北 多 摩 岩 崎 貞 彦 兵 庫 後 藤 秀 夫 青 森 猪 股 幸 太 広 島 小 林 タマエ

青 森 渡 辺 雄 幸 足 立 小 澤 緑 青 森 清 藤 勇 也 新 潟 行 形 勝

横浜鶴見 酒 井 眞 一 茨 城 廣 瀬 琢 真 芝 柳 澤 勇喜夫 新 潟 小 林 温 雄

福 岡 田 中 嘉 實 高 知 横 山 勝 福 島 門 馬 弘 富 山 島 信 行

山 梨 鶴 田 丞 次 横須賀・鎌倉 川 村 昇 大 阪 山 田 勉 岐 阜 森 耕 一

広 島 黒 河 成 海 栃 木 今 井 一 郎 栃 木 柳 田 浩 司 三 重 西 田 眞

島 根 竹 原 茂 久 新 潟 岡 田 一 郎 山 形 土 方 黎 子 空 知 柳 弘 治

福 岡 板 井 静 馬 新 宿 松 村 久 夫 大 分 筒 井 豊 鳥 取 田 中 文 彦

富 山 逸 見 玲 茨 城 上 野 光 愛 知 藤 城 彰 人 大 分 山 本 隆 夫

札 幌 佐々木 昭 練 馬 湯 澤 正 興 中 野 海老原 信 三 重 中 野 博

横浜中央 今 村 嘉 孝 埼 玉 小 山 昌 道 千 代 田 長 井 宏 之 愛 知 川 崎 義 人

札 幌 谷 口 良 一 青 森 福 士 孝 裕 静 岡 鈴 木 啓 仁 宮 城 大 塚 重 雄

練 馬 脇 猷 二 静 岡 杉 山 博 重 宮 城 菊 池 成 幸 埼 玉 浅 利 義 則

新 潟 五十嵐 之 人 新 宿 高 橋 敬 文 福 岡 阿比留 次 郎 富 山 大 江 金 雄

宮 城 板 澤 浩 男 愛 知 近 藤 美千夫 大 阪 和 田 寛 福 岡 永 江 敬 之

豊 島 成 田 實 愛 知 成 田 嘉 則 北 多 摩 鉢 嶺 清 有 練 馬 水 島 広 一

宮 城 橘 髙 吉 人 千 葉 佐 藤 る り 横浜南部 井 崎 明 夫 三 重 森 茂 樹

本 郷 田 中 久 雄 愛 知 岡 本 纓 二 宮 城 三 澤 繁 衛 北 信 細 尾 純 造

香 川 塩 田 尚 文 練 馬 船 坂 玄 次 神奈川西湘 戸 田 裕 愛 媛 大 野 実

群 馬 室 橋 和 夫 荒 川 江里口 武 川 崎 杉之内 芳 郎

（届出順 以上 １３５名）
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平成２３年度東京歯科大学同窓会総務・厚生部報告
（自 平成２２年１０月１日 至 平成２３年９月３０日）

１．火災，災害による罹災会員に共済規程第６条第１項二号に基づき罹災共済金（見舞金）を
支給した会員は次のとおりです。

⑴ 東日本大震災（平成２３年３月１１日発生）による罹災会員
＜青森県支部＞ 宮川 克孝 氏（昭４３卒） 畑山 洋司 氏（昭５０卒）

宮川 聡文 氏（平９卒）

＜岩手県支部＞ 松橋 孜 氏（昭４６卒） 吉川 道雄 氏（昭５２卒）
松橋精二郎 氏（平１２卒）

＜宮城県支部＞ 板澤 浩男 氏（昭１７．９卒） 藤原 三郎 氏（昭１８．９卒）
伊藤 大 氏（昭２３卒） 橘髙 吉人 氏（昭２３卒）
八幡 昌介 氏（昭２６卒） 懸田 利孝 氏（昭３０卒）
杉山 清人 氏（昭３１卒） 臼井 千雄 氏（昭３５卒）
箕田 昌弘 氏（昭３６卒） 梅津 文夫 氏（昭３７卒）
菅野 博康 氏（昭４０卒） 浅野 宏 氏（昭４２卒）
赤間 力 氏（昭４３卒） 小松 義明 氏（昭４３卒）
伊藤 れい 氏（昭４４卒） 田島 守 氏（昭４４卒）
千葉 正胤 氏（昭４４卒） 小野 喬 氏（昭４５卒）
中嶋 幸彦 氏（昭４６卒） 馬渕 量平 氏（昭４６卒）
菊池 亮三 氏（昭４７卒） 島 和雄 氏（昭４７卒）
関 孝雄 氏（昭４７卒） 鈴木 一雄 氏（昭４８卒）
葛 正博 氏（昭５１卒） 菅原 初夫 氏（昭５１卒）
菅原 文節 氏（昭５２卒） 鈴木 篤 氏（昭５２卒）
大原 英徳 氏（昭５３卒） 鈴木 裕 氏（昭５４卒）
鹿郷 峰敏 氏（昭５７卒） 太宰 三男 氏（昭６０卒）
小野寺佳代 氏（昭６２卒） 小野寺勇司 氏（平１卒）
懸田 明弘 氏（平１卒） 梅津 文子 氏（平３卒）
秋元 直文 氏（平４卒） 菊池 淳一 氏（平４卒）
松尾 浩英 氏（平７卒） 佐藤 晶 氏（平１０卒）
伊藤英美子 氏（平１４卒）

＜福島県支部＞ 石井 満 氏（昭２５卒） 菅波 要 氏（昭３３卒）
渡辺 琢也 氏（昭３３卒） 海洲 馨一 氏（昭３４卒）
鈴木与志昭 氏（昭３４卒） 佐藤 祐司 氏（昭３６卒）
渡貫 健 氏（昭３６卒） 加藤喜代次 氏（昭４０卒）
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中村 秀勝 氏（昭４２卒） 高久 早苗 氏（昭４３卒）
安齋 勲 氏（昭４４卒） 入江 哲 氏（昭４４卒）
門馬 功 氏（昭４５卒） 佐藤 正行 氏（昭４６卒）
富岡 寛美 氏（昭４６卒） 渡辺 信哉 氏（昭４６卒）
茂木喜久男 氏（昭４７卒） 川崎 良輔 氏（昭４８卒）
佐藤 経二 氏（昭４８卒） 北浦 洋二 氏（昭４９卒）
宍戸 計一 氏（昭４９卒） 菅谷 敏 氏（昭４９卒）
松本 寛志 氏（昭４９卒） 渡辺 重視 氏（昭４９卒）
清信 成一 氏（昭５１卒） 須藤 茂幸 氏（昭５１卒）
原 英一 氏（昭５１卒） 森田 欣吾 氏（昭５３卒）
相原 健 氏（昭５４卒） 鈴木 隆 氏（昭５４卒）
野木 敏久 氏（昭５５卒） 佐藤 和彦 氏（昭５６卒）
西川 祐介 氏（昭５７卒） 森合 達也 氏（昭５７卒）
永井 光男 氏（昭５８卒） 秋元 英典 氏（昭５９卒）
西間木俊光 氏（昭６２卒） 萩原 哲二 氏（昭６２卒）
森 絹代 氏（平２卒） 渡部 光弘 氏（平２卒）
大内 祥仁 氏（平４卒） 小森谷 亮 氏（平４卒）
国井 雄二 氏（平６卒） 今村 一路 氏（平８卒）
猪狩 弓彦 氏（平９卒） 西山 令生 氏（平９卒）
勢島 尚 氏（平１３卒）

＜茨城県支部＞ 新井 清 氏（昭１３卒） 石井 研二 氏（昭１９．９卒）
泉川 勇 氏（昭１９．９卒） 久保木康輔 氏（昭２９卒）
田崎 之光 氏（昭３３卒） 大金 正幸 氏（昭３４卒）
須田 晃 氏（昭３５卒） 山口 忠夫 氏（昭３９卒）
石内 可城 氏（昭４１卒） 小竹 勝也 氏（昭４３卒）
山添 雅夫 氏（昭４３卒） 五代儀和春 氏（昭４７卒）
大峰 秀樹 氏（昭４７卒） 荒野 実 氏（昭４８卒）
小島 克明 氏（昭４８卒） 小舩 秀文 氏（昭４８卒）
大野 勝己 氏（昭５０卒） 須藤 純男 氏（昭５０卒）
高田 章 氏（昭５０卒） 中嶋 健二 氏（昭５０卒）
牧 厚志 氏（昭５０卒） 松浦 直行 氏（昭５０卒）
志村 俊晴 氏（昭５１卒） 島田 洋次 氏（昭５１卒）
山崎 洋子 氏（昭５２卒） 山﨑 雅美 氏（昭５２卒）
内山 聡 氏（昭５３卒） 川口 浩 氏（昭５４卒）
高橋 裕子 氏（昭５４卒） 富永 明弘 氏（昭５５卒）
猿田 範雄 氏（昭５６卒） 斯波 亨 氏（昭５６卒）
吉川 昭嘉 氏（昭５６卒） 宮本 克樹 氏（昭５７卒）
中川 昇 氏（昭５８卒） 松崎 英雄 氏（昭５８卒）
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沼田 裕之 氏（昭５９卒） 渡辺 千秋 氏（昭５９卒）
太田ゆかり 氏（昭６１卒） 菊地 長生 氏（昭６２卒）
篠塚 浩 氏（昭６２卒） 土子 吉久 氏（昭６２卒）
秋田 浩行 氏（昭６３卒） 寺門 史郎 氏（平２卒）
吉田 俊一 氏（平２卒） 木村 愼一 氏（平３卒）
田澤 重伸 氏（平５卒） 中島 理子 氏（平５卒）
下河邊文則 氏（平７卒） 鈴木 謙介 氏（平７卒）
平田 輝行 氏（平８卒） 木村 由佳 氏（平１０卒）
本間留美果 氏（平１２卒） 鈴木 宏信 氏（平１３卒）

＜栃木県支部＞ 菊池 文雄 氏（昭１８．９卒） 及川 眞二 氏（昭３２卒）
大久保雅順 氏（昭３４卒） 森下昭十三 氏（昭３７卒）
牟田 紀一 氏（昭３９卒） 村上 晃 氏（昭４０卒）
園田 省平 氏（昭４６卒） 高山 晴之 氏（昭４６卒）
津田 紀夫 氏（昭４６卒） 水野 銀三 氏（昭４６卒）
臼井 良明 氏（昭４９卒） 大関 亮 氏（昭４９卒）
大塚 憲夫 氏（昭５３卒） 菊池 秀行 氏（昭５７卒）
坂入 道子 氏（昭５９卒）

＜千葉県支部＞ 伊藤 博夫 氏（昭３６卒） 福嶋 史郎 氏（昭５３卒）
神田 哲彦 氏（昭５４卒） 村田 達勇 氏（昭５４卒）
三浦 克之 氏（昭５９卒） 小原 修 氏（平３卒）

＜大学支部＞ 角田 正健 氏（昭４６卒） 宮崎 晴代 氏（昭５６卒）
久保 周平 氏（昭５７卒） 内山 宙 氏（平２０卒）
内山 沙姫 氏（平２２卒）

＜芝支部＞ 天野 恭彦 氏（平８卒）

＜深川支部＞ 小野 恭介 氏（平１０卒）

＜名誉会員＞ 町田 幸雄 氏（昭３０卒）
以上 １７７名

⑵ 火災による罹災会員
＜日本橋支部＞ 福岡 博史 氏（昭５８卒） 平成２３年４月２２日発生

＜埼玉県支部＞ 浅利 幸彦 氏（昭５６卒） 平成２３年５月３０日発生
以上 ２名
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熊 本 添 島 義 和 新 潟 小 見 尚 茨 城 田 島 篤 治 葛 飾 景 山 博 水

牛 込 渡 部 一 雄 栃 木 池 上 武 正 横浜中央 芳 賀 一 彦 愛 媛 西 村 正 雄

北 多 摩 太 田 稔 島 根 川 上 強 逸 茨 城 大 畠 博 茨 城 宮 本 公 武

岡 山 山 脇 正 臣 新 潟 増 村 榮 一 埼 玉 林 健一郎 鹿 児 島 上 村 長 威

山 梨 若 尾 孝 墨 田 牧 完 充 千 葉 椎 名 統 治 静 岡 西 山 忠 彦

福 岡 大 岡 喬 川 崎 中 林 清 光 室 蘭 村 上 雅 兵 庫 丸 川 萬吉郎

静 岡 栗 原 恒 夫 大 学 森 本 光 明 豊 島 西 尾 宏 英 芝 近 藤 忠 雄

荏 原 守 仁 郎 西 多 摩 金 子 義 泰 静 岡 栗 田 稔 新 潟 富 田 功

群 馬 三 原 寿 夫 蒲 田 鈴 木 宇 千 葉 新 橋 隆 幸 埼 玉 新 井 誠 司

愛 知 金 子 裕 茨 城 松 浦 誠 一 杉 並 松 崎 強 和 歌 山 河 本 實

兵 庫 林 幹 雄 北 多 摩 千 野 忍 群 馬 井 田 實 墨 田 香 川 亘

川 崎 稲 葉 和 輝 埼 玉 田能村 宣 久 愛 知 井 上 好 平 千 葉 板 倉 八重子

高 知 沖 義 郎 兵 庫 永 田 穣 秋 田 五 味 武 一 北 多 摩 相 田 英 孝

島 根 山 本 敏 彦 静 岡 加 藤 實 北 多 摩 岩 崎 貞 彦 兵 庫 後 藤 秀 夫

青 森 猪 股 幸 太 広 島 小 林 タマエ 青 森 渡 辺 雄 幸 青 森 清 藤 勇 也

新 潟 行 形 勝 横浜鶴見 酒 井 眞 一 茨 城 廣 瀬 琢 真 芝 柳 澤 勇喜夫

新 潟 小 林 温 雄 福 岡 田 中 嘉 實 高 知 横 山 勝 福 島 門 馬 弘

富 山 島 信 行 横須賀・鎌倉 川 村 昇 大 阪 山 田 勉 岐 阜 森 耕 一

広 島 黒 河 成 海 栃 木 今 井 一 郎 栃 木 柳 田 浩 司 三 重 西 田 眞

島 根 竹 原 茂 久 新 潟 岡 田 一 郎 山 形 土 方 黎 子 空 知 柳 弘 治

福 岡 板 井 静 馬 新 宿 松 村 久 夫 大 分 筒 井 豊 鳥 取 田 中 文 彦

富 山 逸 見 玲 茨 城 上 野 光 愛 知 藤 城 彰 人 大 分 山 本 隆 夫

練 馬 湯 澤 正 興 中 野 海老原 信 三 重 中 野 博 横浜中央 今 村 嘉 孝

埼 玉 小 山 昌 道 千 代 田 長 井 宏 之 愛 知 川 崎 義 人 札 幌 谷 口 良 一

青 森 福 士 孝 裕 静 岡 鈴 木 啓 仁 宮 城 大 塚 重 雄 練 馬 脇 猷 二

静 岡 杉 山 博 重 宮 城 菊 池 成 幸 埼 玉 浅 利 義 則 新 潟 五十嵐 之 人

新 宿 高 橋 敬 文 福 岡 阿比留 次 郎 富 山 大 江 金 雄 宮 城 板 澤 浩 男

愛 知 近 藤 美千夫 大 阪 和 田 寛 福 岡 永 江 敬 之 豊 島 成 田 實

愛 知 成 田 嘉 則 宮 城 橘 髙 吉 人 千 葉 佐 藤 る り 横浜南部 井 崎 明 夫

三 重 森 茂 樹 本 郷 田 中 久 雄 愛 知 岡 本 纓 二 宮 城 三 澤 繁 衛

北 信 細 尾 純 造 香 川 塩 田 尚 文 練 馬 船 坂 玄 次 神奈川西湘 戸 田 裕

愛 媛 大 野 実 群 馬 室 橋 和 夫 荒 川 江里口 武 川 崎 杉之内 芳 郎

（届出順 以上 １２８名）

２．共済規程第６条第１項一号に基づき弔慰金を支給した逝去会員は次のとおりです。 （敬称略）
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第１号議案
平成２２年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 決 算 書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

会 費 １０５，７８０，０００ ９１，７４７，３００ １４，０３２，７００ ８６．７ 昭和４０～４２年度 １，２００円× ３人
昭和４３～４７年度 １，７００円× ５人
昭和４８年度 ３，２００円× １人
昭和４９年度 ３，５００円× ２人
昭和５０年度 ６，０００円× ２人
昭和５１年度 ７，０００円× １人
昭和５２年度 ８，０００円× ２人
昭和５３年度 ８，０００円× ３人
昭和５４年度 ８，０００円× ２人
昭和５５年度 １０，０００円× ２人
昭和５６年度 １０，０００円× ２人
昭和５７年度 １０，０００円× ２人
昭和５８年度 １２，０００円× １人
昭和５９年度 １２，０００円× ２人
昭和６０年度 １２，０００円× ３人
昭和６１年度 １２，０００円× ３人
昭和６２年度 １２，０００円× ４人
昭和６３年度 １４，０００円× ２人
平成１年度 １４，０００円× ５人
平成２年度 １４，０００円× ４人
平成３年度 １４，０００円× ５人
平成４年度 １４，０００円× ３人
平成５年度 １４，０００円× ６人
平成６年度 １４，０００円× ７人
平成７年度 １４，０００円× ８人
平成８年度 １４，０００円× ８人
平成９年度 １４，０００円× ８人
平成１０年度 １４，０００円× ７人
平成１１年度 ２０，０００円× ９人
平成１２年度 ２０，０００円× １０人
平成１３年度 ２０，０００円× １４人
平成１４年度 １８，０００円× １６人
平成１５年度 １８，０００円× １９人
平成１６年度 １８，０００円× ２１人
平成１７年度 １８，０００円× ２５人
平成１８年度 １８，０００円× ４０人
平成１９年度 １８，０００円× ５４人
平成２０年度 １８，０００円× １０９人
平成２１年度 １８，０００円× ５４９人
平成２２年度 １８，０００円×４，１６１人
平成２０年度以前分 ４２０人 ６，９６７，３００円
平成２１年度分 ５４９人 ９，８８２，０００円
平成２２年度分 ４，１６１人 ７４，８９８，０００円
合計 ５，１３０人 ９１，７４７，３００円

入会金 ７４０，０００ ６５５，０００ ８５，０００ ８８．５ 新卒者 ５，０００円× １２１人
推薦会員 ５０，０００円× １人

雑収入 １，８５０，０００ １，８２０，７１７ ２９，２８３ ９８．４

収入計 １０８，３７０，０００ ９４，２２３，０１７ １４，１４６，９８３ ８６．９

前年度繰越金 ２０，９００，０００ ４０，６７９，２２７ △１９，７７９，２２７ １９４．６ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ２，１０４，５７６円
三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ３３，５１７，０１３円
三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５７，６３８円

合 計 １２９，２７０，０００ １３４，９０２，２４４ △ ５，６３２，２４４ １０４．４
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（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３３，７９０，０００ ３２，８６８，９４２ ９２１，０５８ ９７．３

給与費 １９，４４０，０００ １８，２１５，５８３ １，２２４，４１７ ９３．７ 事務職員
福利厚生費 ２７０，０００ １７２，９９６ ９７，００４ ６４．１ 役員等の傷害保険
地代家賃 ３，６００，０００ ３，６００，０００ ０ １００．０
通信費 １，７９０，０００ ２，２９６，１９９ △ ５０６，１９９ １２８．３
印刷費 １，４６０，０００ １，５６７，４６６ △ １０７，４６６ １０７．４
備品購入費 ６００，０００ １，０３４，２５０ △ ４３４，２５０ １７２．４
消耗品費 ４００，０００ ８３８，１１４ △ ４３８，１１４ ２０９．５
集金手数料 ４，７７０，０００ ３，７８１，５００ ９８８，５００ ７９．３
保守管理委託費 １，１９０，０００ １，１０７，６１４ ８２，３８６ ９３．１
雑費 ２７０，０００ ２５５，２２０ １４，７８０ ９４．５

事業費 ８３，９４０，０００ ７２，０４３，５２７ １１，８９６，４７３ ８５．８

旅費交通費 ２７，４３０，０００ ２７，０７９，９４０ ３５０，０６０ ９８．７
総務関係費 ２１，４００，０００ １５，２６４，９１０ ６，１３５，０９０ ７１．３ 時局対策費積立金会計繰入減
広報関係費 １３，５３０，０００ １３，３４２，１７４ １８７，８２６ ９８．６
渉外関係費 ３，０１０，０００ １，２９６，３４５ １，７１３，６５５ ４３．１ 渉外活動費減
保険関係費 １，９２０，０００ １，７１６，９７１ ２０３，０２９ ８９．４
学術関係費 ３，６６０，０００ ２，５２９，３５０ １，１３０，６５０ ６９．１ 研究関連費減
厚生関係費 ２５０，０００ １８８，９８５ ６１，０１５ ７５．６
情報関係費 ９００，０００ ４３９，２６４ ４６０，７３６ ４８．８ ホームページ関係費減
会合費 １，０００，０００ ７９９，３９５ ２００，６０５ ７９．９
交際費 ７，６３０，０００ ５，８４２，６７２ １，７８７，３２８ ７６．６
慶弔費 １，９３０，０００ ２，２０４，２５０ △ ２７４，２５０ １１４．２
雑費 １，２８０，０００ １，３３９，２７１ △ ５９，２７１ １０４．６

会議費 ２，８５０，０００ ２，６５０，１４０ １９９，８６０ ９３．０

役員会費 １００，０００ ８４，４６２ １５，５３８ ８４．５
評議員会費・総会費 ２，３００，０００ ２，２４９，８９６ ５０，１０４ ９７．８ 平成２２年１１月２７日開催
支部長会費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
雑費 ３５０，０００ ３１５，７８２ ３４，２１８ ９０．２

特別会計繰入金 ３，８４０，０００ ３，７５５，０００ ８５，０００ ９７．８

同窓会基金 ７４０，０００ ６５５，０００ ８５，０００ ８８．５ 平成２２年度分繰入
血脇記念基金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 平成２２年度分繰入
名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 平成２２年度分繰入
退職積立金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０ 平成２２年度分繰入

予備費 ４，８５０，０００ ０ ４，８５０，０００ ０．０

支出計 １２９，２７０，０００ １１１，３１７，６０９ １７，９５２，３９１ ８６．１

次年度繰越金 ０ ２３，５８４，６３５ △２３，５８４，６３５ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ２，６１８，９８２円
三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 １５，９０７，６００円
三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５８，０５３円

合 計 １２９，２７０，０００ １３４，９０２，２４４ △ ５，６３２，２４４ １０４．４
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第２号議案
平成２２年度 東京歯科大学同窓会

同窓会基 金 収 支 決 算 書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

平成２２年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支決算書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ７４０，０００ ６５５，０００ ８５，０００ ８８．５ 経常部より
雑収入 ５０，０００ ３１，３６６ １８，６３４ ６２．７ 利息
前年度繰越金 ２７，５４０，０００ ２７，２３３，４１６ ３０６，５８４ ９８．９ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ２，９５７，６３１円

三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １２５，７８５円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２８，３３０，０００ ２７，９１９，７８２ ４１０，２１８ ９８．６

（支出の部）
科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要

円 円 円 ％
次年度繰越金 ２８，３３０，０００ ２７，９１９，７８２ ４１０，２１８ ９８．６ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ３，６３０，３７３円

三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １３９，４０９円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２８，３３０，０００ ２７，９１９，７８２ ４１０，２１８ ９８．６

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ６，１８７ ３，８１３ ６１．９ 利息
前年度繰越金 ４，８６０，０００ ４，８２６，７６８ ３３，２３２ ９９．３ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ８２６，７６８円

三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円

合 計 ４，９７０，０００ ４，９３２，９５５ ３７，０４５ ９９．３

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ４，９７０，０００ ４，９３２，９５５ ３７，０４５ ９９．３ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ９３２，９５５円
三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円

合 計 ４，９７０，０００ ４，９３２，９５５ ３７，０４５ ９９．３
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平成２２年度 東京歯科大学同窓会

共 済 基 金 収 支 決 算 書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １９，６００，０００ １７，２４２，２００ ２，３５７，８００ ８８．０ 昭和４０～４２年度 ３００円× ３人
昭和４３～４８年度 ８００円× ６人
昭和４９～５１年度 １，５００円× ５人
昭和５２～５３年度 ２，０００円× ５人
昭和５４～５５年度 ３，０００円× ４人
昭和５６～６３年度 ４，０００円× ２５人
平成１～２０年度 ４，０００円× ４０６人
平成２１年度分 ４，０００円× ６００人
平成２２年度分 ４，０００円×４，５６１人

平成２０年度以前分 ４５４人 １，７５９，２００円
平成２１年度分 ６００人 １，８００，０００円
平成２２年度分 ４，５６１人 １３，６８３，０００円
合計 ５，６１５人 １７，２４２，２００円

雑収入 ２０，０００ １２４，７９１ △ １０４，７９１ ６２４．０ 利息
前年度繰越金 ９４，０００，０００ ９４，２８２，１９８ △ ２８２，１９８ １００．３ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 １０，６００，４０５円

三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ８０，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３１，７９３円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １１３，６２０，０００ １１１，６４９，１８９ １，９７０，８１１ ９８．３

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １９，２００，０００ １７，９００，０００ １，３００，０００ ９３．２ 弔慰共済金 １３，５００，０００円
（＠２００，０００×２件，＠１００，０００×１３１件）

罹災共済金 ３００，０００円
（＠１００，０００×３件）

８０歳祝金 ４，０００，０００円
（＠ ５０，０００×８０件）

１００歳祝金 １００，０００円
（＠ ５０，０００×２件）

事務費 ７５０，０００ １４４，７６０ ６０５，２４０ １９．３ 祝金送料他

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ８７，６７０，０００ ０ ８７，６７０，０００ ０．０
次年度繰越金 ０ ９３，６０４，４２９ △９３，６０４，４２９ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ９，９１８，７９７円

三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 ８０，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３５，６３２円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １１３，６２０，０００ １１１，６４９，１８９ １，９７０，８１１ ９８．３
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平成２２年度 東京歯科大学同窓会

名簿積立 金 収 支 決 算 書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １，０２６ ８，９７４ １０．３ 利息
前年度繰越金 ０ ４８，７９１ △ ４８，７９１ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ４８，７９１円

合 計 ２，０１０，０００ ２，０４９，８１７ △ ３９，８１７ １０２．０

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

通信費 ０ ８，６０４ △ ８，６０４ 名簿発送費
雑費 ０ ５０，０００ △ ５０，０００ 会員名簿表紙デザイン料
次年度繰越金 ２，０１０，０００ １，９９１，２１３ １８，７８７ ９９．１ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 １，９９１，２１３円

合 計 ２，０１０，０００ ２，０４９，８１７ △ ３９，８１７ １０２．０

平成２２年度 東京歯科大学同窓会

退職積立 金 収 支 決 算 書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ５１５ ９，４８５ ５．２ 利息
前年度繰越金 １，６７０，０００ １，６５７，９４０ １２，０６０ ９９．３ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 １，６５７，９４０円

合 計 ２，６８０，０００ ２，６５８，４５５ ２１，５４５ ９９．２

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ２，６８０，０００ ２，６５８，４５５ ２１，５４５ ９９．２ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ２，６５８，４５５円

合 計 ２，６８０，０００ ２，６５８，４５５ ２１，５４５ ９９．２

70



第３号議案
平成２２年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支決算書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

受講料 １１，０００，０００ １３，４５７，０００ △ ２，４５７，０００ １２２．３ １．卒研フォーラム
№１ 先達に学ぶ「開業医としての楽しみ」

９４２，０００円
〔受講割引なし〕

１０，０００×８７人 ８７０，０００円
〔受講割引あり〕

８，０００×９人 ７２，０００円
２．卒研セミナー
№２ 根管処置の経過不良を考える

１，９５４，０００円
〔受講割引なし〕

５０，０００×１７人 ８５０，０００円
〔受講割引あり〕

４８，０００×２３人 １，１０４，０００円
№３ はじめの一歩「口腔内から何を読み，
何を考えるか」 ８２９，０００円
〔受講割引なし〕

１５，０００×２６人 ３９０，０００円
〔受講割引あり〕

１３，０００×１９人 ２４７，０００円
１２，０００×１６人 １９２，０００円

№４ 歯の審美的回復
１，８０６，０００円

〔受講割引なし〕
５０，０００×１５人 ７５０，０００円

〔受講割引あり〕
４８，０００×２２人 １，０５６，０００円

№５ 安全で確実なインプラントをするために
２，８３８，０００円

〔受講割引なし〕
１３０，０００×１１人 １，４３０，０００円

〔受講割引あり〕
１２８，０００×１１人 １，４０８，０００円

№６ SPT の実際
１，２１８，０００円

〔受講割引なし〕
１５，０００×３２人 ４８０，０００円

〔受講割引あり〕
１３，０００×４２人 ５４６，０００円
１２，０００×１６人 １９２，０００円

№７ 咬合育成の基礎と臨床
３，８７０，０００円

〔受講割引なし〕
７０，０００×３１人 ２，１７０，０００円

〔受講割引あり〕
６８，０００×２５人 １，７００，０００円

合計 １３，４５７，０００円

雑収入 ２０，０００ ３０２，３１９ △ ２８２，３１９ １，５１１．６ セミナーテキスト代他
繰入金収入 ４００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ５０．０ 卒後研修セミナー積立金会計より

収入計 １１，４２０，０００ １３，９５９，３１９ △ ２，５３９，３１９ １２２．２
前年度繰越金 ５，０００，０００ ５，３２７，１５６ △ ３２７，１５６ １０６．５ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ５，３２７，１５６円

合 計 １６，４２０，０００ １９，２８６，４７５ △ ２，８６６，４７５ １１７．５
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（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ７００，０００ ２２８，９３５ ４７１，０６５ ３２．７

通信運搬費 ５００，０００ ２０７，３１９ ２９２，６８１ ４１．５ プログラム発送他
消耗品費 １００，０００ ２０，０６６ ７９，９３４ ２０．１
雑費 １００，０００ １，５５０ ９８，４５０ １．６

事業費 １５，１００，０００ １３，０６２，３８７ ２，０３７，６１３ ８６．５

講師謝礼費 ３，３００，０００ １，９６３，５００ １，３３６，５００ ５９．５
講師旅費交通費 １，２００，０００ ６７８，０００ ５２２，０００ ５６．５
資料作成費 ９００，０００ ７０３，５００ １９６，５００ ７８．２ テキスト作成費等
実習器材費 ４，２００，０００ ４，７７０，４９１ △ ５７０，４９１ １１３．６
役務費 １，５００，０００ １，３４４，０００ １５６，０００ ８９．６
設営費 １，４００，０００ ８６３，８８６ ５３６，１１４ ６１．７
印刷広報費 ７００，０００ ８２７，３７４ △ １２７，３７４ １１８．２
受講証関係費 １００，０００ ２１，９５６ ７８，０４４ ２２．０
広告費 １，０００，０００ １，６２１，２００ △ ６２１，２００ １６２．１
渉外費 ４００，０００ ５３，７８０ ３４６，２２０ １３．４
会場費 ４００，０００ ２１４，７００ １８５，３００ ５３．７ 血脇記念ホール他

公租公課 ４００，０００ ３００，８００ ９９，２００ ７５．２ 消費税

予備費 ２２０，０００ ０ ２２０，０００ ０．０

支出計 １６，４２０，０００ １３，５９２，１２２ ２，８２７，８７８ ８２．８

次年度繰越金 ０ ５，６９４，３５３ △ ５，６９４，３５３ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ５，３２７，１５６円

合 計 １６，４２０，０００ １９，２８６，４７５ △ ２，８６６，４７５ １１７．５
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平成２２年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支決算書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 １０，０００ １７，４９０ △ ７，４９０ １７４．９ 利息

前年度繰越金 １９，０２０，０００ １９，１２６，８６８ △ １０６，８６８ １００．６ みずほ信託銀行 普通預金 １，１２６，８６８円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １９，０３０，０００ １９，１４４，３５８ △ １１４，３５８ １００．６

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

通信費 ０ ７３５ △ ７３５ 振込手数料

繰入金支出 ４００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ５０．０ 卒後研修セミナー会計繰入

次年度繰越金 １８，６３０，０００ １８，９４３，６２３ △ ３１３，６２３ １０１．７ みずほ信託銀行 普通預金 ９４３，６２３円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １９，０３０，０００ １９，１４４，３５８ △ １１４，３５８ １００．６
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第４号議案
平成２２年度 東京歯科大学同窓会

時局対策費積立金会計収支決算書

自 平成２２年１月１日
至 平成２２年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２０，０００，０００ １５，０００，０００ ５，０００，０００ ７５．０ 経常部より

雑収入 ５０，０００ ４１，５５４ ８，４４６ ８３．１ 利息

前年度繰越金 ３２，０７０，０００ ３２，１３０，５１８ △ ６０，５１８ １００．２ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 １７，１３０，５１８円
三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ５２，１２０，０００ ４７，１７２，０７２ ４，９４７，９２８ ９０．５

（支出の部）

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

協力金 ２５，０００，０００ ２５，０００，０００ ０ １００．０ 本学創立１２０周年記念誌同窓分負担として

次年度繰越金 ２７，１２０，０００ ２２，１７２，０７２ ４，９４７，９２８ ８１．８ 三菱東京 UFJ 銀行 普通預金 ７，１７２，０７２円
三菱東京 UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ５２，１２０，０００ ４７，１７２，０７２ ４，９４７，９２８ ９０．５
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第５号議案
平成２２年度 東京歯科大学同窓会

財 産 目 録

平成２２年１２月３１日

１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ H ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ H１３．４ ３７０，４８２

３ パソコン Mac iBook １ H１４．８ １８０，３９０ Mac

４ プロジェクター Epson １ H１４．８ ３３８，１００

５ ビデオカメラ １ H１９．１２ １３８，９０６

６ プロジェクター １ H１９．１２ ２７９，８００

７ パソコン acer ４ H２０．３ ７９８，０００ WIN

８ 書類保管庫 A４W-IS １ H２０．９ １１５，８１５

９ パソコン １ H２１．２ ２４８，０００ WIN

計 ９ 品 目 １６ ２，８４０，１４３

電 話 加 入 権

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 電話加入権 ２回線 H ２．３ １４９，９６８ ＠７４，９８４

２ 電話加入権 １回線 H１５．８ ７６，４４０

計 ２２６，４０８

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 片袖机 他 ４２点 １，４１３，０１６
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２．普通預金，定期預金，通常預金

会 計 区 分 種 類 預金残高 取 引 銀 行

⑴ 経 常 部 普通預金 ２，６１８，９８２ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店
〃 １５，９０７，６００ 〃 〃

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃
通常貯金 １，０５８，０５３ 神田三崎町郵便局

計 ２３，５８４，６３５

⑵ 共 済 基 金 普通預金 ９，９１８，７９７ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 ８０，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ２３５，６３２ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 ３，４５０，０００ 〃 〃

計 ９３，６０４，４２９
⑶ 同 窓 会 基 金 普通預金 ３，６３０，３７３ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 １３９，４０９ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２７，９１９，７８２
⑷ 血 脇 記 念 基 金 普通預金 ９３２，９５５ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃

計 ４，９３２，９５５

⑸ 名 簿 積 立 金 普通預金 １，９９１，２１３ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店

計 １，９９１，２１３

⑹ 退 職 積 立 金 普通預金 ２，６５８，４５５ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店

計 ２，６５８，４５５

⑺ 卒 後 研 修 セ ミ ナ ー 普通預金 ５，６９４，３５３ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店

計 ５，６９４，３５３

⑻ 卒 後 研 修 セ ミ ナ ー 普通預金 ９４３，６２３ みずほ信託銀行 本 店
積 立 金 定期預金 １８，０００，０００ 〃 〃

計 １８，９４３，６２３

⑼ 時 局 対 策 費 積 立 金 普通預金 ７，１７２，０７２ 三菱東京 UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 １５，０００，０００ 〃 〃

計 ２２，１７２，０７２

合 計 ２０１，５０１，５１７
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平成２２年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算書，特別会計収

支決算書（即ち，同窓会基金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金

決算，退職積立金決算），卒後研修セミナー収支決算書，卒後研修セミナー積立金

収支決算書，時局対策費積立金会計収支決算書，及び財産目録につき諸帳簿，証憑

書類を監査した結果適正に処理されていることを認めます。

平成２３年６月２日

常任監事 原 武 仁 �

監 事 浅 野 薫 之 �

監 事 栁 澤 孝 彰 �

監 査 報 告
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１．電話加入権 １回線
回線が不要になったため。

１．プリンター OKI マイクロライン １台
平成１３年に購入し，年数経過と共に故障が多くなり使用に耐えられないため。

１．ホワイトボード １台
平成１３年に購入し，年数経過と共に使用に耐えられないため。

平成２３年４月１３日 四谷支部支部長と牛込支部支部長より
「支部合併承認の御願い」提出

平成２３年４月１６日 第２回理事会にて承認

第６号議案
財産（備品）廃棄処分目録

第７号議案
機構改革に係る東京歯科大学同窓会会則

一部変更を求むるの件

第８号議案
会務運営に係る東京歯科大学同窓会会則

一部変更を求むるの件

第９号議案
四谷支部と牛込支部の合併の承認を

求むるの件
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総務・厚生部
１．諸会合の準備・調整並びに運営を行う。
２．会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。
３．母校・父兄会・学生との連携を図る。
４．同窓会改革をすすめ，そのための会則等の見直しを行う。
５．支部・地域支部連合会，学年代表者との情報交換を促進する。
６．支部未入会者対策を講じる。
７．母校水道橋移転事業に協力する。
８．共済制度の健全なる運営を行う。
９．会員厚生および親睦の充実を図る。
１０．同窓会員緊急時 代診制度の運営を行う。

渉 外 部
１．各歯科大学同窓・校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。
２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。
３．母校との連携のもとに国・公・私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。
４．渉外活動に関する情報交換を進め，全国レベルでの情報の共有と集約を図る。

広 報 部
１．会報を年５回発行し，会員との情報交換を図る。
２．新入会員名簿・会員住所変更訂正版名簿を出版する。
３．ホームページの維持管理を行う。

事 業 推 進 部
１．歯科保健・医療制度・生涯研修などの調査，情報提供などシンクタンク機能の推進

をする。
２．若手同窓を対象とした事業を企画，開催する。
３．大学との連携のもと，同窓の診療所を活用するシステムを構築する。

（学術関係）
１．TDC 卒後セミナーを開催する。
２．地域支部連合会・支部における講演会，研修活動を支援する。
３．各大学の同窓会学術担当者と情報交換，学術事業交流を行う。
４．学術情報の収集，分析および提供を図る。

（保険関係）
１．医療保険関係者等との交流を行う。
２．各支部の医療保険請求に係わる情報の収集および発信をする。

第１０号議案
平成２４年度事業計画
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平成２４年度 入会金現行通り本学出身の会員５，０００円，推薦会員５０，０００円

平成２４年度 会費現行通り １８，０００円

第１３号議案
平成２４年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 予 算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部） △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案

前年度との
比較 対比 摘 要

円 円 円 ％

会 費 １０３，９１０，０００ ９７，４５０，０００ ６，４６０，０００ ９３．８ 平成２２年度以前分
４９０人 ８，３５３，８００

平成２３年度分
１，０１５人 １８，２７０，０００

平成２４年度分
３，９３５人 ７０，８３０，０００

入会金 ７４０，０００ ７４０，０００ ０ １００．０ 新卒者 ５，０００ １２８人
その他 ５０，０００ ２人

雑収入 １，８５０，０００ １，７００，０００ １５０，０００ ９１．９ 会報広告料他

収入計 １０６，５００，０００ ９９，８９０，０００ ６，６１０，０００ ９３．８

前年度繰越金 ２５，０００，０００ １０，０００，０００ １５，０００，０００ ４０．０

合 計 １３１，５００，０００ １０９，８９０，０００ ２１，６１０，０００ ８３．６

第１１号議案
平成２４年度入会金について

第１２号議案
平成２４年度会費について
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（支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案

前年度との
比較 対比 摘 要

円 円 円 ％

事務費 ３７，９８０，０００ ３７，３２０，０００ ６６０，０００ ９８．３

給与費 ２３，１５０，０００ ２２，４８０，０００ ６７０，０００ ９７．１ 事務職員
福利厚生費 ２７０，０００ ９３０，０００ △ ６６０，０００ ３４４．４ 役員等傷害保険
地代家賃 ４，２００，０００ ４，２３０，０００ △ ３０，０００ １００．７ 同窓会室、駐車場
通信費 １，７６０，０００ １，７５０，０００ １０，０００ ９９．４
印刷費 １，４６０，０００ １，４６０，０００ ０ １００．０
備品購入費 ６００，０００ ６００，０００ ０ １００．０
消耗品費 ４００，０００ ４００，０００ ０ １００．０
集金手数料 ４，６８０，０００ ４，０１０，０００ ６７０，０００ ８５．７
保守管理委託費 １，１９０，０００ １，１９０，０００ ０ １００．０
雑費 ２７０，０００ ２７０，０００ ０ １００．０

事業費 ７５，５５０，０００ ６２，２００，０００ １３，３５０，０００ ８２．３

旅費交通費 ２８，２７０，０００ ２４，２８０，０００ ３，９９０，０００ ８５．９
総務・厚生関係費 １２，１１０，０００ ３，３５０，０００ ８，７６０，０００ ２７．７
渉外関係費 ３，０９０，０００ ２，０９０，０００ １，０００，０００ ６７．６
広報関係費 １４，９００，０００ １３，７７０，０００ １，１３０，０００ ９２．４ 会報部分的カラーページ他
事業推進関係費 ４，２８０，０００ ５，３３０，０００ △ １，０５０，０００ １２４．５ 若手支援対策
会合費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０
連合会・支部関係費 ０ ３，４５０，０００ △ ３，４５０，０００ 総会時助成金他
交際費 ９，０４０，０００ ５，４００，０００ ３，６４０，０００ ５９．７
慶弔費 １，９３０，０００ １，９３０，０００ ０ １００．０
雑費 ９３０，０００ １，６００，０００ △ ６７０，０００ １７２．０

会議費 ３，４５０，０００ ２，７５０，０００ ７００，０００ ７９．７

役員会費 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 会議費
評議員会費 １，６００，０００ １，２００，０００ ４００，０００ ７５．０
総会費 ７００，０００ ５００，０００ ２００，０００ ７１．４
支部長会費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
学年代表者会 ６００，０００ ６００，０００ ０ １００．０
雑費 ３５０，０００ ３５０，０００ ０ １００．０

特別会計繰入金 ５，８４０，０００ ４，８４０，０００ １，０００，０００ ８２．９

同窓会基金 ７４０，０００ ７４０，０００ ０ １００．０
血脇記念基金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０
退職積立金 ３，０００，０００ ２，０００，０００ １，０００，０００ ６６．７

支出計 １２２，８２０，０００ １０７，１１０，０００ １５，７１０，０００ ８７．２

予備費 ８，６８０，０００ ２，７８０，０００ ５，９００，０００ ３２．０

合 計 １３１，５００，０００ １０９，８９０，０００ ２１，６１０，０００ ８３．６
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平成２４年度 共済負担金現行通り ３，０００円

第１５号議案
平成２４年度 東京歯科大学同窓会

同窓会基金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

平成２４年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

繰入金 １００，０００ １００，０００ 経常部より 次年度繰越金 ５，０８０，０００ ５，１９０，０００

雑収入 １０，０００ １０，０００ 利息他

収入計 １１０，０００ １１０，０００

前年度繰越金 ４，９７０，０００ ５，０８０，０００

合 計 ５，０８０，０００ ５，１９０，０００ 合 計 ５，０８０，０００ ５，１９０，０００

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

繰入金 ７４０，０００ ７４０，０００ 経常部より 次年度繰越金 ２９，１５０，０００ ２９，９２０，０００

雑収入 ８０，０００ ３０，０００ 利息他

収入計 ８２０，０００ ７７０，０００

前年度繰越金 ２８，３３０，０００ ２９，１５０，０００

合 計 ２９，１５０，０００ ２９，９２０，０００ 合 計 ２９，１５０，０００ ２９，９２０，０００

第１４号議案
平成２４年度共済負担金について
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平成２４年度 東京歯科大学同窓会

共済基金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要

円 円

共済負担金 １９，０９０，０００ １８，１４０，０００ 平成２２年度以前分
５２０人 １，８４９，２００

平成２３年度分
１，１１０人 ３，３３０，０００

平成２４年度分
４，３２０人 １２，９６０，０００

合計 ５，９５０人 １８，１３９，２００
雑収入 ２５０，０００ １００，０００ 利息他

収入計 １９，３４０，０００ １８，２４０，０００

前年度繰越金 ８８，１５０，０００ ８０，２４０，０００

合 計 １０７，４９０，０００ ９８，４８０，０００

（支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要

円 円

共済金 １８，４５０，０００ １８，３５０，０００ 弔慰共済金 １２，０００，０００ （１００，０００×１２０件）
罹災共済金 ２，０００，０００ （火災・風水害・地震）
８０歳祝金 ４，２００，０００ ８４人
１００歳祝金 １５０，０００ ３人

事務費 ２４０，０００ ２４０，０００ 弔慰金振込手数料、祝金送料等
予備費 ６，０００，０００ ６，０００，０００
給付準備金 ８２，８００，０００ ７３，８９０，０００

合 計 １０７，４９０，０００ ９８，４８０，０００
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平成２４年度 東京歯科大学同窓会

名簿積立金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

平成２４年度 東京歯科大学同窓会

退職積立金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ 経常部より 次年度繰越金 ４，０２０，０００ ６，０３０，０００

雑収入 １０，０００ １０，０００ 利息他

収入計 ２，０１０，０００ ２，０１０，０００

前年度繰越金 ２，０１０，０００ ４，０２０，０００

合 計 ４，０２０，０００ ６，０３０，０００ 合 計 ４，０２０，０００ ６，０３０，０００

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

繰入金 ３，０００，０００ ２，０００，０００ 経常部より 次年度繰越金 ５，６９０，０００ ７，７００，０００

雑収入 １０，０００ １０，０００ 利息他

収入計 ３，０１０，０００ ２，０１０，０００

前年度繰越金 ２，６８０，０００ ５，６９０，０００

合 計 ５，６９０，０００ ７，７００，０００ 合 計 ５，６９０，０００ ７，７００，０００
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第１６号議案
平成２４年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要

円 円

受講料 １８，９００，０００ ２１，０２４，０００
１．ベーシックセミナー

初診の患者さんをどうみるか
１３，０００×４８名＝ ６２４，０００２．臨床実習セミナー１

根管処置の根幹を学ぶ
５０，０００×１６名＝ ８００，０００
３０，０００×１６名＝ ４８０，０００

３．イブニングセミナー１
有病者の歯科治療で何を注意すべきか

５，０００×８０名＝ ４００，０００
４．イブニングセミナー２

重度歯周炎患者へのアプローチ
５，０００×４８名＝ ２４０，０００

５．臨床実習セミナー２
細菌・抗体検査の実際と歯周外科実習

No.４ 受講料を含む ６５，０００×１６名＝１，０４０，０００
４５，０００×１６名＝ ７２０，０００

６．臨床実習セミナー３
たったこれだけ MTM

７０，０００×１６名＝１，１２０，０００
５０，０００×１６名＝ ８００，０００

７．イブニングセミナー３
摂食嚥下リハビリテーション

５，０００×８０名＝ ４００，０００
８．大学同窓会連携

インプラントセミナーマスターコース
６００，０００×２４名＝１４，４００，０００

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ 利息、その他
繰入金収入 ２００，０００ ２００，０００ 卒後研修セミナー積立金会計より

収入計 １９，１２０，０００ ２１，２４４，０００

前年度繰越金 ５，０００，０００ ５，０００，０００

合 計 ２４，１２０，０００ ２６，２４４，０００
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（支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要

円 円

事務費 １，１００，０００ １，１００，０００

通信運搬費 ８００，０００ ８００，０００ プログラム発送・セミナー案内葉書 他
消耗品費 ２００，０００ ２００，０００
雑費 １００，０００ １００，０００

事業費 ２２，４００，０００ ２２，６００，０００

講師謝礼費 ５，０００，０００ ５，０００，０００ １．講師 ４，０００，０００
２．実習講師 １，０００，０００

講師旅費交通費 １，５００，０００ １，５００，０００ 講師旅費交通費、宿泊費、委員旅費交通費
資料作成費 １，７００，０００ １，７００，０００ １．実習用資料 １，０００，０００

２．講演用資料 ７００，０００
実習器材費 ６，５００，０００ ６，５００，０００ １．実習用器材 ５，５００，０００

２．講演用器材 １，０００，０００
役務費 １，９００，０００ １，９００，０００ １．セミナー役務 ９００，０００

２．運営役務 ４００，０００
３．実習インストラクター ３７０，０００
４．症例発表 ２３０，０００

設営費 ２，５００，０００ ２，５００，０００ １．スライド関連費 ４００，０００
２．運営資材費 ８００，０００
３．演者・委員昼食 ５００，０００
４．消耗品費 ８００，０００

印刷広報費 ９００，０００ ９００，０００ 研修用プログラム印刷 他
受講証関係費 １００，０００ １００，０００
広告費 １，４００，０００ １，６００，０００ 雑誌広告 他
渉外費 ７００，０００ ７００，０００ 講師打合せ会費 他
会場費 ２００，０００ ２００，０００

公租公課 ４００，０００ ４００，０００ 消費税

支出計 ２３，９００，０００ ２４，１００，０００

予備費 ２２０，０００ ２，１４４，０００

合 計 ２４，１２０，０００ ２６，２４４，０００
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平成２４年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

雑収入 ５０，０００ ２０，０００ 利息他 繰入金支出 ２００，０００ ２００，０００ 卒後研修
セミナー繰入

次年度繰越金 １８，４８０，０００ １８，３００，０００

収入計 ５０，０００ ２０，０００

前年度繰越金 １８，６３０，０００ １８，４８０，０００

合 計 １８，６８０，０００ １８，５００，０００ 合 計 １８，６８０，０００ １８，５００，０００

第１７号議案
平成２４年度 東京歯科大学同窓会

時局対策費積立金予算

自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

（収入の部） （支出の部）

科 目 平成２３年度
予算

平成２４年度
予算案 摘 要 科 目 平成２３年度

予算
平成２４年度

予算案 摘 要

円 円 円 円

繰入金 ８，０００，０００ ２，０００，０００ 経常部より 次年度繰越金 ３５，１７０，０００ ３７，２１０，０００

雑収入 ５０，０００ ４０，０００ 利息他

収入計 ８，０５０，０００ ２，０４０，０００

前年度繰越金 ２７，１２０，０００ ３５，１７０，０００

合 計 ３５，１７０，０００ ３７，２１０，０００ 合 計 ３５，１７０，０００ ３７，２１０，０００
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本会会則第２２条第２項並びに同施行細則第１０条第１項一号に基づき次の会員を
本会名誉会員に推薦する。

東京歯科大学名誉教授 下 野 正 基 氏
東京歯科大学 病理学講座

（平成２３年３月３１日退職）
平成２３年４月１日 東京歯科大学名誉教授

東京歯科大学名誉教授 山 田 了 氏
東京歯科大学 歯周病学講座

（平成２３年３月３１日退職）
平成２３年４月１日 東京歯科大学名誉教授

東京歯科大学名誉教授 山 根 源 之 氏
東京歯科大学 オーラルメディシン・

口腔外科学講座
（平成２３年３月３１日退職）

平成２３年４月１日 東京歯科大学名誉教授

東京歯科大学名誉教授 金 子 譲 氏
東京歯科大学 歯科麻酔学講座

（平成２３年６月３０日退職）
平成２３年７月１日 東京歯科大学名誉教授

第１８号議案
平成２４年度 名誉会員の推薦

第１９号議案
役 員 改 選
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⑴ 東日本大震災被災同窓会員への今後の支援について
震災から８ヶ月以上が経過し，被災同窓への支援につい

ても直後の支援とは異なってまいります。そこで，今後の
支援としてどうあるべきかについてご意見を賜りたく協議
題として上程いたします。

⑵ 会費の過年度分未払いの件について
過年度分未払いに対する会費徴収については，以前より

多くの議論がされており，今後の方策を考える上で諸問題
を整理する必要があります。そこで，協議題として上程
し，問題点やご意見ご提案を賜りたいと考えております。

⑶ その他

協 議 題
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